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　最後の明めい瞭りような記憶は高等部の校舎の屋上だった。

　校庭で走りまわる運動部の姿。チャイムの音。湿しめっぽい風。

　現在の福ふく原はら駿しゆん介すけの思し考こうは、ドロドロに溶けたチョコレートのように混こん濁だくしていた。

　とても息苦しかった。口の中がぱりぱりに乾いていた。頭が異常にずきずきとする。手て錠じようが食い込む左手首に汗を搔かいていた。

　閉ざされた部屋。鎖くさりと手錠。トランクの山。薄暗く湿っぽい空間。淀よどんだ空気。鎖に繫つながれ閉じ込められた男女。

　福原は部屋の中央に座り、その光景を目に映した。状況は全く把は握あくできなかった。

　何故なぜ、こんな場所にいるのだ？

　淀んだ空気の室内だった。埃ほこりっぽさと蒸むし暑さ。

　薄暗い空間の中、同じようにぺたんと床ゆかに座る十人前後の若い男女の姿がある。虚うつろな視線で空くうに視線をさ迷わせている彼らは、誰だれも言葉を発していない。同じくこの状況が把握できないのか、ただぼんやりと座っている。

　隣で膝ひざを抱えて座る少女の姿も見えた。小学生ほどだろう彼女は、この空間から自らを遮しや断だんするかのようにきつく目を閉じていた。

　聞こえるのは息いき遣づかいだけだった。薄暗い部屋に窓はなかった。正面の壁に大きな扉とびらが二つ設置されているのが見えた。左手の壁かべ際ぎわには黒い物が積んである。トランク形状の箱が──十一個。

　室内の人間の数も数えてみる。十人。自分自身を含めて十一人だった。三人の女に八人の男。

　十一人は鎖に繫がれた状態で座っていた。部屋の中心に円を描くように十一人が並んでいる。左腕を締めつける鉄てつの輪わは、床に食い込むフックと鎖で繫がっていた。

　扉が見えるものの、閉じ込められていると直感した。この部屋に十一人の男女が、鎖に繫がれ閉じ込められているこの状況。

　体が妙に重かった。誰かに伸のし掛かかられているような、そんな感覚。立ちあがりこの場所を調べる気も、口を開き周囲の人間と交流する思考もなかった。

　ただ、どうしてここにいるのだろう、と、そんなぼやけた疑問だけが渦うず巻まいていた。

　妙に高い天井を見上げてはっと息を吞のんだ。

　天井からは何かがぶら下がっていた。それが人間であることに気づくまで数秒ほど。だらりと弛し緩かんした体がゆらゆらと揺れていた。

　頭上で首を吊つっている人間。

　呼吸が荒くなるのがわかった。心臓が破裂するかのように鼓こ動どうした。頭から汗が垂れ落ちるのがわかった。

　周囲の人間もそれに気づいたようで、うめくような悲鳴が上がった。閉へい塞そくした空間の空気が初めて振動した。

　頭上の死が、頭を一気に覚かく醒せいさせた。一気にフル回転し始めた思し考こうは、とても激しい痛みと眩暈めまいを伴ともなった。

　──落ちつきなさい。

　福ふく原はらは自分自身に言い聞かせたつもりだった。しかしその声は、自分のものではないかのように頭に反響した。

　何故なぜここにいるのか、この状況はなんであるのか、これからどうすればいいのか。

　視し界かいがぐるぐると回るのがわかった。

　悲鳴が聞こえる中、福原はなんとか考えた。

「どうしてこうなったんだ？」
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　真っ赤な鉛筆、ミントの香りの消しゴム、指定の手て提さげ鞄かばん、整然と並んだライトブラウンの机、窓まど際ぎわのポトスの鉢はち、沢たく山さんの生徒たち、窓から吹き込む初夏の風、黒板に書かれた今月の目標、二年一組の教室、学校での真っ白な日常。

　窓際に並んでいる沢山の観葉植物の緑色が風にそよいでいる。そんな風は、心の中のもやもやとした感情を流し去ってくれそうな気がした。

　窓の外の朝の空。雲ひとつない空は真っ青すぎた。目に映っているのは空なのかガラスなのかわからなかった。

　いつもと変わらない朝の教室の風景。女子生徒たちの甲かん高だかい笑い声。黒板の前でふざけている男子生徒たち。席について教科書を開いている生徒の姿。放送部の朝のアナウンス。変化のない光景──

「……今日の運うん勢せいナンバーワンは射い手て座ざのあなた。全すべてが絶好調です、ラッキーですね。ちなみにワーストワンはみずがめ座。良からぬことが起こるでしょうね、ショボーンです。ラッキーアイテムは購買のバナナ牛乳です。文芸部が新入生募集中。読書感想文コンテストは明日締切りです。二年一組から四組は微び分ぶん積せき分ぶんの小テストがあるので頑がん張ばって。天気は晴れ、降雨確率10％、湿度45％、最高気温31度。運動部のみんなは熱中症に気をつけてね。今朝のリクエスト音楽は懐なつかしのグロリア・エステファンです。あと十分ほどでホームルームの時間です。皆さん余よ裕ゆうを持って朝の時間を過ごしましょうね。パーソナリティー、リッチーでした」

「ナンバーワン運勢か。だと思った」

　福ふく原はらは水差しを持ったままつぶやいた。ざわめく空間。弛し緩かんした空気。そんな教室に背を向けて、窓際の観葉植物の鉢に水をやっていた。

「おはよう、毎日偉えらいねえ」

　登校してきた女子生徒が鞄を机に置きながら声をかけた。

「植物係だからな」

　福原は苦にが笑わらいした。学級委員長の呼びかけで、クラス全員が何らかの係を請うけ負おっているのだ。号令係や連絡係や日報係から、植物係や今週の目標製作係まで、なくてもいいようなものまである。それでも、それらは、ほとんどのクラスメイトには受け入れられてはいた。

「ふふっ、福原君の可愛かわいい彼女が来たよ」

　席に着いた女子生徒が、にやっと笑って教室の入り口を指差した。

　廊下から黄色い笑い声が聞こえ、スポーツバッグを持った女子生徒が教室の後ろのドアを開けたところだった。彼女は廊下の他ほかのクラスの友達に手を振りながら教室に入ってきた。

「あれって俺おれの彼女だったっけ？」

「じゃあ、福ふく原はら君のなに？」

「俺おれの可愛かわいい玩具オモチヤ」

　彼女は後ろの棚たなの上にスポーツバックを置いてから歩み寄り、福原を見つけるとニコッと笑った。

「窓から見えたぞ。非常階段使っただろ。ちゃんと玄関から来ないと風ふう紀き指導の教師に怒られる」

「そっか、非常階段使ったらいけなくって、玄関から来ないと風紀指導の教師に怒られるんだよね。なるほどね」

　青あお山やま由ゆ紀きは神妙な顔でうなずき、自分の机に学校鞄を投げるように置いた。

「ああ、疲れちゃった」

　由紀は机の上に腰をのせ、「うーん」と伸のびをし大きく息を吐いた。体が火ほ照てっているのか頰ほおが赤い。ショートカットの栗くり毛げ色の髪が濡ぬれていた。

「汗臭くさいなあ」

「シャワー浴びたよ。朝あさ練れん終わったあと、汗かいたからシャワーを浴びたもん……あ、おはよ、ミポリン今日は早いね」

　由紀は周囲の女子生徒に笑顔を振りまいている。由紀が教室に入ってくると、妙に教室の空気の流れがよくなる気がする。笑顔が伝染するようなそんな感じだった。

「それにしても、陸上部の女子はストイックだよな」

「楽しいからね。大会とかで勝てると。だからみんなで練習を頑がん張ばって……ありがとうね。この前の競技会、応援に来てくれてたでしょ。ちらっと福原がいるの見えたの」

「……まあな。可愛い由紀ちゃんの走る姿を見たかったんだよ」

　福原は視線を逸そらしながら言った。

「エヘヘ、うれしいな」

「それより、あと十分でチャイム鳴るぞ」

　登校した生徒たちが集まりだした朝の教室にはグロリアの曲が流れている。

「あ、早くしないとね。私のフェーズからだったよね」

　由紀が窓まど際ぎわに置いてあるチェス盤ばんを、自分の机の上に慎しん重ちように運んでくる。

「そのゲームずっとやってるね」

　由紀の後ろの席の女子生徒が呆あきれたような笑顔を向けている。ここ二週間ほど、朝と昼の空いた時間に由紀とゲームをやるのが日課になっていた。個人的に手に入れたオリジナルゲームなのだ。

「オリジナルゲームのテストプレイみたいなの手伝ってあげてるんだよね。なかなか決着がつかなくて、あと一週間ぐらいかかりそうだよ」

「何か賭かけてるんだっけ？」

「勝った方が、なんでも言うことを聞くんだよね」

　由ゆ紀きがにやりと笑ってこちらを見た。

「俺おれが勝ったら由紀の一番大事なものをくれって言うつもり」

「……えっ、そ、そうなの？」

　動どう揺ようした由紀が目を丸くした。

「そのスカートの下に隠かくしてる……」

「だ、ダメだよ、そんな……」

「パンツをもらう」

「……絶対に負けない」

　由紀はキッと福ふく原はらを睨にらんだ。

「でも、由紀が福原君に勝てるとは思えないけどなあ」

　女子生徒が笑いをこらえながら由紀を見た。

「どういう意味よお」

「だってさ由紀は頭を使うのは苦にが手てっていうかねえ……」

「そのくらいの方が女の子は可愛かわいいんだよな、由紀」

　由紀がむくれているので、福原はフォローしつつ机の上に座った。

「馬ば鹿かで悪かったね」

「でも、この総合チェス、由紀みたいに考えない人間を相手にする方がやりづらいんだよ。たまに意外な行動を起こされたりして」

　福原はチェス盤ばんの駒こまの配置を確認しながら言った。

「じゃあ始めよっか。あ、食べながらでいい？　ねえ見て見て」

　すでに由紀の機嫌は直っている。感情豊かな由紀は切り替えが早い。

「見てるよ。意外に小さいんだよな」

「今日のチャームポイントは、赤と緑と黄色のカラフルな感じです。ねえ、可愛い？　エヘヘ、小さくて可愛いでしょ。リボンもついてるし」

「ああ、可愛いよ。でも、小さくても三つあるだろ」

「朝とお昼と放課後のぶんだからね。ちょっとずつのほうがいいんだよね。我が慢まんするの辛つらいしね」

「放課後はいらないんじゃないか？」

「放課後のぶんは、部活終わった後に、部室でみんなでつまんだりするの。フルーツとかチョコとか入ってる」

　由紀は弁当を食べながら言った。

「自分で作ってんの？」

「うーん、今日もたまたま妹に作ってもらってるんだよね。お父さんのぶんも作るから労力は一いつ緒しよ……ゲホッ、ゴフッ、水」

　由ゆ紀きの手が机の上のペットボトルを倒した。

「おっと」

　福ふく原はらは机から落ちたペットボトルをさっとキャッチした。

「ほら。気をつけろ」

「……ありがと、すごい反射神経だね」

「ゆっくり食べな。せっかく可愛かわいい妹が作ってくれたんだ」

「中学生なのに偉えらいよねー」

　女子生徒がクスクス笑っている。

「青あお山やま家の奇き跡せきだよな」

「うんうん、パーフェクトだよね。美少女で性格も良いし、声もアナウンサーみたいに綺き麗れい。中学生にしては色っぽい体もしてるしね。中等部にわざわざ見に行ったりする男の子もいるしねえ」

「可愛いだけじゃなくて、頭も切れるんだよな。きっと由紀の良いところを全部持っていった」

　この学校の中等部に所属している由紀の妹は、高等部でも有名なのだ。表向き完かん璧ぺきなる美少女の彼女には、高等部の男子生徒にもファンが多数いる。

「うるさいなあ、君の番だよ」

　由紀がチェス盤ばんを指差した。

「ビショップを四マス前進」

「そうきましたか。ちょっと待ってね……」

　由紀が考え込みつつ、ふと顔を上げた。

「あれ、今日は観客がいないね。いつもはこのゲームニヤニヤして見てるのに」

「微び分ぶんの小テストがあるからだよ。だからみんな予習をしてる。あの先生、シビアに成績に結びつけるじゃん」

　女子生徒が言った。彼女は由紀の後ろの席で教科書を開いている。すでにほとんどの生徒が登校しており、席で勉強をする姿が多かった。

「えー、どうしよう」

　由紀が悲しげな表情で福原に訴えた。

「由紀がいまさら焦あせってもしょうがないだろ」

「君はいいよね。のんびり植木鉢に水をやっていてもいい点数が取れるんだからさ」

「いいから、続けようぜ。このテストの点が原因でお嫁よめにいけなくなったら俺おれが責任とってやるから」

「……絶対だよ」

　由ゆ紀きはチラッと福ふく原はらを睨にらんでから、チェス盤ばんに視線を向けて考え込んでいる。盤上の駒こまの動きがしばらく止まった。

　福原は窓の外を見た。大きな雲がゆったりと流れていた。鳥の囀さえずりが窓ごしに聞こえた。

「……あのさあ」

　福原は外を見たまま口を開いた。

「うーん、もうちょっと待ってね。ここがターニングポイントだから。飛ひ車しやでビショップにマッチアップするべきか……」

「なあ由紀」

「え、どうしたの？」

　声のトーンの変化に気づいたのか、由紀がいぶかしげに顔を上げた。

「俺おれがもしもエスパー的な人間だったらどうする？」

「……はあ？」

「だから、超能力が使えたりしたらどうする？」

　福原は由紀の目を見つめて言った。

「超能力……あはは」

　由紀が呆あきれたように笑った。

「よし、ここはレオパルドを発進させちゃおう……あれ、私のタンクがない」

「ほら、レオパルド。これを動かすと思った」

　福原はタンクの駒を放り投げた。

「あれ？　さっきまで盤上にあったのに」

「俺って最近変なんだよな」

「ずるしたでしょ。前だってそんなこと言ってたじゃん。透とう視し能力が開花したから私のパンツの色を当ててみせるって。確かに一週間連続で当てたけど、でも、それってブラジャーの肩かた紐ひもの色を見て当ててたんだよね。私が上下おそろいの下着を付けるの知ってて……」

「変な夢も見るんだよな。やけにリアルな映像のような」

「……また裸はだかの私が夢に出てきて踊ってたとか言うんでしょ……レオパルドを動かすね。五のＤにレオパルド」

「妙に心臓の鼓こ動どうが激しくなったりしてさ」

「カフェインの取りすぎじゃない？」

「由紀がそう言うなら気のせいかな」

　福原はため息を吐ついた。

「でもさ、超能力使えたりエスパーだったりしても、君は君なんだから、超能力使ってずるしたりしなきゃ、こうして遊んであげるからさ」

「……そっか」

「気をつけな、そういうのって人に言っちゃいけないらしいよ。実は私も未来から来ているんだけど、隠かくしてる」

「タイムマシーンに乗って？」

「そこらへんの設定は秘密だよ。でもね、この総合チェスで負けるたびに時間を戻しているから、絶対に私が勝つわけなんだよね、エヘヘ」

「へーえ、ラベンダーの香りがしそうな話だな……よし、ランサーを動かす。由ゆ紀きはガードが緩ゆるいから一気に突き刺してやる」

「ちょっと待ってよ。うーん、あ、食べてていいから」

　由紀が弁当箱を差しだしたので、ハーブの香りのするチキンをつまんだ。

「うまいよ。このチキンのコックに愛してるって伝えてくれていい」

「チキンを作った三丁目の肉屋さんの主人に？」

「由紀の可愛かわいい妹にだよ」

　福ふく原はらは缶コーヒーを振ってからプルタブを開けた。冷たいコーヒーを飲むと、ほんの少しだけ頭がすっきりとした。

「それ、速はや水み君にもらったんでしょ」

　見ると、由紀がじっとこちらを見つめていた。

「なんで？」

「だって、速水君も飲んでるもん、そのインフレコーヒー」

　由紀が、コーヒーを飲んでいる速水広ひろ樹きをチラッと見た。速水は教室の中央最後尾の座席に浅く座り、雑誌をパラパラとめくりながらコーヒーを飲んでいる。体が大きいため机が小さく見える。読んでいる雑誌はナイフマガジンだ。月刊世界の戦闘兵器、なども愛読書なのだ。

　速水の周囲は人がいなかった。威い圧あつ感かんのある風ふう貌ぼうの速水は、クラスで少々距離を置かれている。孤こ立りつしているわけではなかった。ただ、周囲の生徒からのアプローチは遠えん慮りよがちであった。

　連帯感のあるこの一組において、距離感のある生徒は速水を含めて二人いる。言い換えれば、二人しかいないとも言えるが。

　ちなみに、由紀の言うインフレコーヒーとは、この学校の三階の休きゆう憩けい所じよにある自動販売機のコーヒーの通称だ。販売機にルーレットがついており、ボタンを押すタイミングによって当たりが出る。当たりはランダムではなくタイミングなのだ。それも、当たったコーヒーのボタンを押す時にもルーレットが回り、運と腕がよければ十本ぐらいは連続で出すことができる。ただし、同じ種類のコーヒーしかなく、味の方もただ苦にがいだけのものなのだ。

「他ほかの奴やつらも飲んでるぞ、ほら」

　福原は雑談している男子生徒たちを見た。青いパッケージの缶コーヒーを持って駄だ弁べっている。

「あれは遊びで取ったやつでしょ。ロッカーに入れて貯たまっちゃったから、仕方なく温ぬるいまま飲んでる。でも、君の冷たいのは、さっき買ったばかり」

　他ほかの生徒も買うのだが、飲むというより、一種のルーレットゲームとしての遊びとなっている。獲かく得とくした景品は、一口ほど飲んで捨てられたりするのだ。

「意外にクセになる味なんだよ」

　福ふく原はらは由ゆ紀きに飲みかけのコーヒーを渡した。

「……うぐう、飲めないよ」

　由紀が一口飲んで首を振った。

「君と速はや水み君ぐらいだよね。好きでそのコーヒー飲んでるの。なんでそんなまずいの飲めるの？　メリットは？　ねえ、これ飲んでみて」

　由紀が、後ろの席で教科書を広げていた女子生徒に缶を渡した。

「いろいろ成分が入っててまずくなってるんだな」

「えー、何が入ってるのお？　うわあ、まずいね、これ」

　コーヒーを飲んだ彼女が言った。

「あっちのほうがすごくなるやつ。だから、俺おれも速水もすごそうだろ。今度見せたげる」

「ふへへっ、ちょっと興味あるなあ」

　彼女はコーヒーを噴ふきだしながらケラケラと笑った。

「俺がいろいろ教えてやるよ。ローションプレイとパンストプレイは両立できないとか」

「もう、やめなよ福原」

「由紀といろいろ研究したんだよな。見せ合ったりし、縛しばり方も試したりして」

「それは大昔のことでしょ。君がそんなことばっかり言うから、クラスの女の子たちが私をからかうんだよ。違うんだからね。福原のお姉ちゃんと仲がよかったの。お姉ちゃん、すごく優やさしくてちょっと不思議な感じの人でさあ。だから、福原とも……」

「その話になると、すごくむきになるねえ」

　女子生徒が由紀の言いい訳わけを聞きながらニヤニヤしている。

「あーあ、汚いなあ。セーラー服がコーヒーで汚れちゃってるじゃん」

「大丈夫だよ。そのコーヒー、コーヒーっぽい飲料水だから洗うと落ちるから」

　由紀は机を拭ふいたあと、たしなめるように福原を見た。

「……あんまりさ、いい噂うわさ聞かないよ。妙に羽は振ぶりがよかったり。こんなこと言いたくないけどさあ、距離を取った方がいいよ」

「速水と？　別に仲良くもないけど」

「でも、たまにひそひそ話したりしてる。それで、よくコーヒーとかガムとかもらっているでしょ」

　由紀は不満げだ。

「インフレコーヒーは当たったから、もらっただけだよ。逆に断ると怖こわいだろ。可愛かわいいもんだろ、飴あめとかジュースとか」

「コーヒーなら私があげるよ。飴とかガムとかもあるし。みんながいろいろくれるから机がいっぱいで困っちゃう。みんないつも私がお腹なか減らしてると思ってるのね」

　由ゆ紀きは机の引出しを開けてみせたあと、ほんの少しだけ硬かたい表情になった。

「……もしかしていろいろ困ってる？」

「なんで？」

「だって、ほら、もともとお姉さんとふたり暮らしだったのに。ねえ、よかったら、うちの親に相談しようか…………ごめん」

　由紀が目を伏せた。

「なんで謝あやまる？」

「だって、君、怖こわい顔をしてた」

　由紀はぐっと唇を嚙かんでいる。

「怒ってないさ、別に。些さ細さいなことだから」

　福ふく原はらは笑い顔を作った。

「……本当に？」

「ああ、気にしなくていいよ」

「深しん刻こくに考え込まない方がいいよ。福原は物事を複雑に考えるタイプなんだから」

「はあ？」

「物事は意外にシンプルにできているんだよ。福原は全すべての情報を取り込んで考えようとするから」

「……由紀のくせに、偉えらそうに説せつ教きようするなよな」

「痛い痛い、ごめんなさい」

「あはは、夫ふう婦ふ喧げん嘩か」

　女子生徒が小学生のようなことを言った。近くの席で教科書を見ていた生徒も、予習をやめてキャーキャー言いだした。そんな彼女たちに、顔を赤くして由紀が怒っている。由紀の単純な反応はからかいがいがあるのだろう。

「今日はもういいや」

　由紀周辺が騒さわがしくなったので、福原は苦にが笑わらいをしながらチェス盤ばんを窓まど際ぎわの棚たなの上の安全な場所へと運んだ。

　そんな時、教室の喧けん騒そうが不自然に静まった。生徒たちの視線は教室のドアに向いている。

「朝から来るのめずらしいね」

　由紀がつぶやき、教室に入ってきた女子生徒を見つめている。

　彼女は周囲の視線など気にする素そ振ぶりを見せずに、無言で窓際の最前列の自分の席に向かった。すらりとした体のラインに、ウエーブがかった髪を揺らしながら歩く姿は、優ゆう雅がに泳ぐ熱帯魚のようにしなやかに見えた。

　立たち花ばな飛鳥あすかは、自分の座席の周囲で雑談をしていた女子生徒たちを一いち瞥べつしてどかすと、机のフックに鞄かばんを掛けた。周囲にいた女子たちは無言で飛鳥から距離を取っている。

　教室の中で、彼女の周囲だけ温度が下がったような、そんな感覚があった。冷えた空間。冷気の伝染。

　飛鳥は椅子に座る寸すん前ぜん、棚たなの上にチェス盤ばんを運んでいた福ふく原はらに不自然に視線を向けた。

　福原は違い和わ感かんを感じて振り向いたが、飛鳥はすでに椅子に座り、机の上に両手を投げだすようにして窓の外を見ていた。こちらを見たような気がしたが、気のせいだろうか。

「来なきゃいいのにな」

　近くにいた男子生徒は迷めい惑わくそうな視線を向けている。

　飛鳥は勉強はできるのだが、学校を無断で休んだり遅刻したりと、いろいろと問題のある生徒だった。学校に来ても、他ほかの生徒とコミュニケーションを取ることもせず、ただ椅子に座っているだけなのだ。身動みじろぎしない飛鳥はマネキン女と揶や揄ゆされている。

　福原は飛鳥を横目で窺うかがった。静かに座っている姿は絵になっている。緩ゆるやかにウエーブして肩の下まで垂れている光こう沢たくのある髪、スマートなボディーラインに白い肌はだ。無む駄だのない方程式のような無む機き質しつな美しさ。マネキンと例えられるのもわかる気がする。

「ねえ」

　席に戻った福原に、由ゆ紀きが不満げな視線を向けていた。

「どうした？」

「立花さんをじっと見てたねえ」

「相変わらず、無ぶ愛あい想そうだなって思ってさ」

　そんな態度を貫く飛鳥は、最初は周囲の女子も気を遣つかい声をかけていたのだが、今は周囲に怖こわがられ距離を置かれている。飛鳥に近づくのは、彼女の態度に文句を言ったりする男子生徒程度だった。

　福原自身、飛鳥との会話の最新履り歴れきは、一ヶ月前に彼女の席の前で立ち話していた時に、どいて、と言われた程度だった。

「彼女はなんで学校に来てるんだろう」

　誰だれかがつぶやいた。飛鳥はじっと空に視線を向けていた。ホームルームの始まりを知らせるチャイムが鳴った。
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　校庭からは運動部の掛け声が響いている。フェンスの向こうには幾き何か模も様ように並んだ住宅街の屋根が見える。福原が立っている校舎の屋上には湿しめっぽい風が吹いていた。

「よお、待たせたな」

　声に振り向き、福ふく原はらは投げられた缶コーヒーをキャッチした。こちらに歩いてきたのは速はや水みだった。

「時間どおりだろ」

　福原は再び校庭に視線を向けながらコーヒーを開けた。

「この暑い中、正しよう気きの沙さ汰たとは思えねえな」

　速水もフェンスに寄りかかり、校庭で活動する運動部の姿を目にしている。

「また福原も参加するか？　この前の陸上部の大会で少しは儲もうけたんだろ。来週はバスケットボール部の大会がある。八割がたうちの学校が勝つから、賭かけの焦しよう点てんは点差と、誰だれが何点入れるかとかになるだろうな。チケットだけでも買うか？」

　福原は首を振った。

「この前のは、一日潰つぶしたわりには大したことなかった。どのコースの選手が勝つかなんて、ベストタイムでほとんどわかる。賭けは成立していなかった」

「まあ、遊びだからな。休日に本格的にやるんなら、競馬場にでも行けばいい」

　校庭のトラックで陸上部がリレーの練習をしているのが見えた。トラックの中ではラグビー部とサッカー部が活動している。ごっちゃ混まぜの放課後の校庭だ。

「最新のランキングが決まったぜ。福原は総合七位だな。たまにしか参加をしないわりには落ちてない。三年が受験で抜けてるから、上位ランクはほとんど二年だ」

「そっか。七位か」

「前のポーカーで稼かせいだポイントが効きいたな。その時の賞金がもう出てる」

　速水がポケットから茶色い封筒を出し、福原に差しだした。

「次は何があんの？」

　福原は封筒を受け取らずに聞いた。

「次はでかいぜ。花形の麻雀マージヤンだ。あいつも参加する。総合、麻雀部門、共にランキング一位のブルーアイ。もしかしたら、麻雀部門四強が出で揃そろうかもしれねえ。そうしたら夏休み前にでかい金が動く。この学校の奴やつら、月の小こ遣づかい十万単位でもらうような金持ち連中ばかりだからな」

　学校サイドへの情報漏ろう洩えいを防ぐためにコードネームのような通つう称しようがある。また、通称で呼ばれるのは総合ランキング十位以内のプレイヤーだけだ。

　総合一位のブルーアイは、本名から取った通称だが、他のプレイヤーはゲームの性格や打ち筋などで自然に通称が決まることが多い。

　麻雀の四強のブルーアイ以外の三人は、ドラを呼び込むドラゴン、トリッキーな打ち筋の魔ま術じゆつ師し、スピード重視のスピードスターだったはずだ。

　プレイヤー同どう士しがゲームで金を賭ける他ほか、競馬のようにプレイヤーに周囲の生徒が金を賭ける。そんなシステムが高等部から中等部をも巻き込みできあがっている。速水はシステムの管理サイドを請うけ負おうグループに所属している。

「麻雀マージヤンなら速はや水みもやるんだろ。参加しないのか？」

「コーディネーターは参加できねえよ。それに、所しよ詮せん俺おれの腕じゃあ無む理りだ。遊びでやる程度だよ。特にあの四強は格が違う」

　速水は低い声で笑った。巨大なギャンブルシステムが構こう築ちくされているため、この学校の生徒には相当に腕のたつ人間がいる。特に麻雀の上位四人は半年以上ランキングに変動がない。それほど別格だった。福ふく原はらから見ても、天才と認めざるを得ない生徒も数人いる。

「福原は、麻雀部門ランキングは五位だ。精密機械の福原。なあ、それより受け取れよ」

　速水は茶封筒を福原に押しつけた。

「いらない」

　福原は首を振った。

「これはルールだぜ」

　速水がギロリと鋭するどい目つきで睨にらんだ。

「次のゲームの参加料と、残りは俺自身に賭かける」

「やる気か？」

　速水が意外そうに声を上げた。

「最近参加してねえから抜けたいのかと思ったぜ。だが、やる気でてきたな。麻雀であの四強を崩くずせるのは福原だけだ」

「そろそろ、ブルーアイも王座から陥かん落らくすべきだからな。いつまでも好きにやらせておくわけにはいかない」

　福原は宣言した。

「俺はおまえの腕を買っている。本当なら福原がランキング二位でもおかしくない」

「ランキング二位？」

「ブルーアイは天才だからな。それに、福原は詰めに甘あまいところがある。敵に同情しないで冷れい酷こくにプレイができれば、ナンバーワンも夢じゃない……と、思うが」

「そんな感情持ち込まないさ」

「早さつ速そく参加の登録と準備をしておく。ベスト４フオー以外は予選からだからちょっと面めん倒どうだがな」

　速水が福原の肩に手を置いた。

「勝てばランキングが相当に上がる。俺とトップを目め指ざそうぜ。俺が引き抜いたプレイヤーが一位を取れば……」

「金が入るんだろ」

「ああ、そうさ」

　速水はにやりと笑い、軽く手を上げ屋上の出入り口へ歩いていった。

　福原は速水を見送ったあとも、しばらく屋上にいた。

　屋上にはベンチが並んでいる他ほか、古い机などが積み重ねてあったりと乱雑だ。中央の円形ベンチの屋根は、緑色の蔦つたで覆おおわれ小さな山のように見えた。棄すてられたリゾート地のような寂さびしさを感じる風景だった。

　校舎のこの屋上は、立ち入り禁止で使われておらず、ゴミ置き場のようになっている。人もほとんど入ってこない。ただ、福ふく原はらや速はや水みは屋上の複製キーを持っているので、自由に出入りをしている。この場所は妙に落ちつける。

　福原は校舎に戻る前に、蔦で覆われた屋根付きベンチへと向かった。裏手に回って福原は、はっと立ち止まる。そこにはコンクリートの流し場があり、ひとりの女子生徒が寄りかかっていた。

　視線を空に向けて立っているのは立たち花ばな飛鳥あすかだった。

　彼女は身動みじろぎせずに視線だけを向けた。影で表情はよく見えないが、瞳ひとみは冷たく光っている。陶とう器きのような額に濡ぬれた髪が張りついていた。

　よく見ると、飛鳥のセーラー服は濡れていた。濡れたセーラー服が飛鳥の体のラインを露ろ出しゆつさせている。マネキンというより、彫ちよう像ぞうのように均きん衡こうの取れた上半身だった。服を乾かすように立っている無防備な飛鳥を見て、福原はどきりとした。

「なに？」

　じっと見つめている福原に、飛鳥が冷たく言った。

「顔を洗おうと思ってさ」

　福原は、飛鳥の体に見とれてしまったことを後こう悔かいし、目を逸そらした。

「悪かったわね、ここにいて」

　飛鳥はそう言い、水道から離れた。

「よくここに入れたな。鍵かぎ持ってるのは俺おれらぐらいのはずだけどな」

　福原は立ち去りかけた飛鳥に言った。言い返してこないと思っていたが、飛鳥は立ち止まった。

「お姉さんがいなくなって、お金を稼かせがなきゃいけない？」

　振り向いた飛鳥は無表情に言った。

「……なんだと」

　福原は啞あ然ぜんと顔を上げた。

「なんで知ってる」

　福原は飛鳥の手首をつかんだ。飛鳥は過か敏びんに反応して腕を引っ込めようとした。

「私に触さわらないで」

　福原は離さなかった。飛鳥の腕は意外に華きや奢しやで冷たかった。手首から、とくんと血流の鼓こ動どうが伝わった。

「あなた、やっぱり……」

　飛鳥あすかがじっとこちらを見ている。

「なんだよ」

　福ふく原はらが睨にらむと、飛鳥は目を逸そらした。

「別に。離して」

「……誰だれから聞いた？」

「彼女と知り合いだっただけ」

　福原は小さく息を吐いた。

「あれは世話焼きだからな」

「どこにいるかは知らない。離して」

　突き飛ばすように手を離すと、飛鳥はつかまれた右手を胸に添そえこちらを向いた。

「どこにいたっていいさ。まあ逃げたんだろうけど、うるさいのがいなくなって、よかったくらいだよ」

　福原は笑ってみせた。

　福原は、借金で両親が蒸じよう発はつしてからずっと姉とふたり暮らしだった。姉はただ、自分に学校の成績や社会的な成功を望んでいた。福原もそれに応こたえているつもりだった。

　姉は前々から妙なところはあった。残された借金をどう返したのか、どのような仕事をしていたのか、福原には何も喋しやべらなかった。

　そんな姉を何回も問いつめたことを覚えている。しかし、彼女は黙って首を振るだけだった。そんな姉との距離は徐じよ々じよに開いていった。そして、突とつ如じよ姿を消した。

　福原は水道で顔を洗った。姉を思いだした。例えるなら人形のような姉だった。可愛かわいいだけの意思のない人形。ただ座って微笑ほほえんでいるだけの存在。汗を洗い流したい気分になり、頭から水をかぶった。

　濡ぬれた髪を絞しぼってから顔を上げると、背後にまだ飛鳥が立っていた。

「なんだよ」

「……逃げているのはあなたよ」

　飛鳥の抑よく揚ようのない口調は非難めいて聞こえた。

「なに言ってるんだ？　クラスにも馴な染じめないおまえが言うセリフじゃないよな」

「…………」

　飛鳥の冷たい表情を見て、何故なぜか福原は姉を思いだした。表情も顔の造ぞう形けいも全く違うのだが、共通する匂においのようなものを感じた。

「なんでおまえは学校に来てるんだよ」

　福原は流し場に手をついて言った。

　飛鳥は屋上の出入り口へと歩いていく。しかし、扉とびらをくぐる前に、ためらった様子で振りかえった。

「……気をつけた方がいいわ」

　飛鳥あすかは妙なことを言い残すと、校舎へと戻っていった。

　福ふく原はらはフェンスまで歩き凭もたれかかった。変な気分だった。屋上からの景色が、いつもと違って見えるような気がした。

　ぽっかりと空あいた胸の中に、何か別のものが入っているような、そんな感覚があり、息苦しかった。心臓が異常に高鳴っている。

　福原は歯を食いしばり、フェンスにしがみついた。

　活動する運動部の姿が見えた。木々の濃い緑。屋上の灰色のコンクリート。湿しめっぽい風の感覚。真っ白な積せき乱らん雲うん。チャイムの音。校庭のトラックを走る陸上部の姿。




　最後の明めい瞭りような記憶はここまでだった。

　その後、記憶はクラッシュした。継つぎ接はぎの記憶と思し考こう。時系列と映像がパズルのピースのようにばらばらになっている。

　そのピースは徐じよ々じよに細こまかく砕かれ、混まぜられ、再び形を形成した時には──

　──こうなっていた。
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「要するに、誰だれもここがどこだかわからない」

　男の声。

　混乱は不自然に収しゆう束そくしていた。部屋の十一人は、部屋の中央で寄より添そうように座っている。腕を繫つなぐ鎖くさりが外れないのだ。鎖が擦こすれる音と呼吸音だけが耳みみ障ざわりに響いていた。

「まずは脱出することだよ。ここがどこだかは、それから考えよう」

　声を出した者は、先ほど田た中なかと名乗った、ひょろりと背の高い男だ。見た感じ大学生ほど。

　福ふく原はらは、部屋の天井からぶら下がっている物に視線をやった。首を吊つっている人間。誰も触ふれないが、あれがあるだけで、強烈な圧迫感と息苦しさを感じる。福原は必死で、ただ心を落ちつかせた。

　部屋を確認する。学校の教室よりも狭せまい程度、五メートルほどの正方形。天井も同じくらいの高さだろうか。要するにキューブ状の箱に閉じ込められている。そんな殺さつ風ぷう景けいな部屋は、がらんとした自分の部屋を連想させた。

　扉ドアのようなものが二つほどある。先ほどパニックになった女が必死で扉に駆け寄ろうとしたが、あっけなく鎖に引き戻された。床ゆかと左手首を繫ぐ鎖の長さは一メートルほどしかない。その女は現在膝ひざを抱えて座っている。

　部屋にいる人数は十一人だった。福原は人数を何度も確認していた。何回数えても、もっと人がいる気がしたのだ。そして何度も背後を振りかえった。背中に誰かがいる気がしてならなかった。

　ジャラジャラと部屋に音が響いている。鎖はとてもではないが切ることはできなかった。必死になって外そうとしたのだが、手て錠じようが手首に食い込むだけだった。扉を調べることは不可能だ。

　そもそも、扉にはドアノブの類たぐいは見当たらない。本当にドアなのかすら確認できていない。

　自分の姿を確認した。ジーンズと英字がプリントされた黒いＴシャツ。自分の私服だった。いつもはめている腕時計などはなくなっている。

「大丈夫？」

　小さな声が聞こえた。ロングヘアーの若い女性が、小学生ほどの女の子を抱きしめていた。彼女はもうひとりの女性のように取り乱したりはしなかったが、ずっと体を震ふるわせ続けていた。

　部屋にはトランク状の箱が積み上げられている。まだ誰もそれには触ふれていない。不自然に存在をアピールしているそれは、何か妙な不安をかきたてた。

　またキューブ状の部屋の壁に丸いアナログ時計が一つかかっていた。しかし、それは十二時を指したまま動いていない。見ているうちにおかしな事にも気づいた。その時計は、針が一本しかなかった。

　部屋は不自然なバランスで膠こう着ちやくしていた。どう動いていいのか判断がつかなかった。

「とにかく、なんとかしないと」

　田た中なかと名乗った男がまた声を出した。彼だけは立ちあがり鎖くさりを揺らしている。

「訳わけわかんねえ」

　誰だれかがつぶやいた。

「なんとかしてよお」

　頭を抱えた女性の声は震えていた。

「落ちつこう。この鎖だって外せるはず。大丈夫だから」

　田中が作った声を出した。やっとパニックの収しゆう束そくした空間を刺激したくないのだろう。微妙なバランスを保っている状態なのだ。しかし、動かないわけにもいかなかった。

「ずっと考えていても、どうしてこうなったかわからない」

　小学生の女の子を抱きながら女性が言った。

　この膠着状態を動かすには何かが必要だった。状況打開の取とっ掛かかりや、現状の情報か、ほんの少しの希望。

「そのトランク」

　福ふく原はらは積みあがった箱を指差した。福原と反対側の位置に積み上げられている。こちらからでは無む理りだが、トランクに近い側の人間は届かないか。

「なんか嫌な感じだけど、見てみようか」

　田中がうなずいた。確かに嫌な予感がするが、これ以上状況が悪くなることはないはずだ。

「……届とどかない。そっち届かないか？」

　田中のポジションからトランクまでは距離が足りない。田中は一番距離が近そうな男を見た。

　福原たちの視線に促うながされ、渋しぶ々しぶその男はトランクへと近づく。左手を鎖に引っ張られながらトランクに右手を伸ばす。

「もう少し……少し右」

　ぎりぎりまで両手を伸ばしている男に、田中が指示を出す。男の指先が積みあがっているトランクの持ち手のひとつに引っかかる。

「よし」

　男がトランクを引っ張った。

「きゃっ」

　少女が小さく悲鳴を上げた。ガラガラっと激しい音が部屋に反響した。崩くずれたトランクは床ゆかに投げだされ無む秩ちつ序じよにバウンドし、硬こう直ちよくする福原の近くまでトランクのひとつが床を滑すべってきた。

　福原は細く息を吐いてから、トランクを引き寄せた。

　スチール製のトランクは真っ黒にペイントされている。ビジネスマンが持ち歩くものより少し大きい程度だ。

「開かない」

　同じくトランクを調べた田た中なかが首を振った。

「なんだ？　このアルファベット」

　福ふく原はらが持っているトランクのボディーには、Ｄと書かれてる。

「こっちにもアルファベット……Ｂだ」

　田中が言った。

　数人でさらに調べると、トランクそれぞれに別のアルファベットが割り振られていることがわかった。

「鍵かぎが掛かってるんだ」

　福原はトランクとしばらく格かく闘とうしたが、全く開く気配はなかった。鍵穴はあるのだが、鍵がどこにあるのかわからない。

　そんな時、ふと気づいた。左手首の手て錠じようにもアルファベットのマークがついている。アルファベットはＣとある。

「なあ、手錠にもマークついてないか？」

　福原が聞くと、他の手錠にも同様に割り振られていることがわかった。Ｃの手錠をしている福原は、Ｃのトランクを受け取れということかもしれない。しかし、トランクも手錠も開きはしない。

「何か使えるものは……」

　田中がポケットを探っている。福原もズボンを調べる。部屋の鍵には、小さなナイフのキーホルダーがついていたのだが、財布や部屋の鍵などの小物は全すべてなくなっている。

「ん……？」

　福原は尻しりポケットを探って顔をしかめた。ポケットの中に鍵があったのだ。取り出してみる。自分の部屋の鍵ではない。自転車用のようなチープで小さなものだった。

　持ち物を調べていた周囲の数人も声を上げた。同じく鍵を見つけたようだ。

「この鍵だ」

　福原の鍵にはＣとマジックで表記されていた。

　Ｃのトランク。しかし、手元にＣのトランクはなかったので、迷うことなく手錠に差しこんでみる。手が震ふるえなかなか鍵穴に入らない。自分が相当に緊張していることに今気づいた。

「……開いた」

　鍵が回り、左手の手錠がガチャリと緩ゆるんだ。鎖を外すと体がすっと楽になった。体全体が鎖くさりに対してストレスを感じていたようだった。

「ポケットを調べてみな、手錠が外れる」

　同じくロックを解除した田中が、まだ行動していない数人に声をかけた。

　そんな間に福ふく原はらはＣとマークのあるトランクを見つけていた。鍵かぎ穴あなに鍵を挿そう入にゆうして回した。手て応ごたえがあり、シリンダーの回る感かん触しよくのあと、ロックの外れた音がカチッと室内に響いた。

　その音に周囲が視線を向けた。ごくりと唾つばを飲み込む音が聞こえた。

　部屋は静まり全すべての視線が集中している。福原はトランクを床ゆかに横にし、ゆっくりと開いてみる。視線が注がれた。

「うお……！」

　周囲の男性が声を上げた。福原はただ、トランクの中の物を凝ぎよう視しした。

　トランクの中には様々な物があった。ビスケットの袋。ペットボトル。カードのような物。そして十個ほどの分厚い札束と……[image: ]けん銃じゆう。




　　　　　　　＊




　トランクの中の物は、凝ぎよう固こしていた密室の人間を変化させた。

　全ての人間は鍵を持っており、十一個全てのトランクが開いた。それぞれ中の物は同じだった。真っ赤なパッケージのウエットタイプのビスケットの袋。五百ミリリットルのミネラルウオーターのペットボトル。カードのような物。札束は百万円の束が十個、合計一千万円。そして[image: ]銃。本物を触ったことはなかったが、その重さと冷たさにはリアリティーがあった。

　トランクの裏側には紙が貼はってあった。







トランクの中のアイテムは、持ち主の物となります。

アイテムは自由に使ってください。

[image: ]銃の弾丸は一発です。

[image: ]銃には実弾か空砲のどちらかが込められています。

カードは左胸に装着してください。










　福原は壁かべ際ぎわに座り中の物を調べていた。札束は本物だった。指が切れそうなほどぴんとした一万円札がおそらく千枚。カードの裏には服に装そう着ちやくするためのフックがあったが、まだ胸に付けてはいない。指示どおりにすることに違い和わ感かんがあった。

　そして[image: ]銃。回転式のものだが、シリンダーが接着されているようで動かない。開くこともできなかった。しかし、確かに弾丸は一発入っているように見える。

　自由に使ってくださいとあるが、これらをこの部屋でどう使えばいいというのだろうか。風船のように膨ふくらむ疑問と不安。

　しかし、これがこの部屋の空気の流れを滑なめらかにした。どす黒い空気であったとしても、淀よどみは解消された。金が潤じゆん滑かつ油ゆとなり歯車が回転しだした。

　そんな金を手に、手て錠じようの外れた人間たちは交流を始めた。[image: ]けん銃じゆうをトランクの奥にしまい、札束を弄もてあそびながら会話を始める。自分のこれまでの人生に触ふれつつ自己紹介をした。

「……こんなわけだよ」

　田た中なかが自じ嘲ちよう気味な笑みを浮かべながら紙し幣へいを調べている。トランクはこの部屋にいる十一人全すべてに行き渡った。中のものは全て同じ物。金額も同額だった。

　今声を出していた大学生の田中は、パチンコ依い存ぞん症しようで、サラ金などに多額の借金があるようだ。実家からの仕送りをせびっては、借金の返済に当てることもなく、ただパチンコに興きようじて、学校にもほとんど行っていないらしい。

「朝いちでパチ屋に並びに行こうとして、駅に向かうサラリーマンや学生とすれ違う時に、このままじゃあダメだなって思うんだけどな。でも、つい行っちまう」

　田中は軽い口調で言った。

「わかるな。パチンコやってない時、すげえイライラするんだよな」

　隣の男が同意した。

「そのうち、やってる時もイライラしだすから、そうしたら完全に中ちゆう毒どくだよ」

　他ほかも同様に、金銭的に困っている人間が多かった。詐さ欺ぎなどで多額の借金を背負ったり、女に貢みついだりと。追いつめられている人間たち。

「俺おれも借金があるんだよな」

　壁を背にして座る男が言った。眼鏡めがねをかけている細い男性は滝たき川がわと名乗っていた。現在はフリーターのようだ。年齢は二十歳。

「何でこしらえたのよ？」

　女が視線を向ける。ずっと取り乱していた彼女だが、現在は落ちついている。よく観察すると化粧が濃く、髪も毛先がぼさぼさと荒れていた。若く見積もっても二十代半なかばだろうか。女性の年齢としは首筋の肌はだを見ればわかるのだ。

「キャバクラ。最初は付き合いで行ったんだけど、その店の女の子と付き合うようになって……」

「お金をむしられたのね」

「彼女はそんな子じゃないさ」

「優良客ね。それで、彼女は店を辞やめて連絡が取れないんでしょ？」

「…………」

「私もそんな店で働いていたもの。ちなみに、さっき名乗ったカオルって名前はお店の源げん氏じ名ななのよ」

　カオルは少々疲れたような笑みを浮かべた。

「あんたも金に困ってたのか？」

　滝たき川がわが言った。

「私は……歳とし下したの男の子に貢みついでね。こうしてお金は回っていくのよね。あなたも、もう少し大きくなったら気をつけなさいね」

　カオルは、もうひとりの女性と一いつ緒しよにいる女の子に言った。

　少女はこくりとうなずいたが、一瞬だけ冷たく笑ったように見えた。

「あなたの名前は？」

「舞まい……です」

　少女はか細い声を絞しぼり出した。クリーム色のキュロットスカートから細い足が伸びている。白いミュールに手入れされた足の爪つめ。妙に大きく見える目と小さなピンク色の唇をぎゅっと閉じた。

　その少女を先ほどからケアしているのが、たぶん二十歳ほどだろう理り沙さと名乗った女性だった。

　福ふく原はらはそんなやり取りを横目に、何故なぜこうなったのか考え込んでいた。このメンバーに何か共通点でもあるのだろうか。

　確認できた範囲で、頭の中でメンバーを整理してみる。





　カオル　推定二十七歳　女性　サービス業

　舞　　　推定十二歳　　女性　小学生

　理沙　　推定二十歳　　女性　短大

　田中　　二十一歳　　　男性　大学生

　滝川　　二十歳　　　　男性　フリーター

　中西　　十八歳　　　　男性　高校生






　その他に四人の男性。二人がフリーターで残りの二人が大学生だと話していた気がする。福原を含め合計十一人。

　中なか西にしは福原と同じく高校生だが、名前と年齢を名乗っただけでずっと沈黙している。あとの男性はそれぞれ、この状況から目を逸そらすかのように会話を続けていた。

　福原はそれらの会話を聞きながら思った。ほとんどの人間が金に困っているようだった。トランクの中の一千万で、この異常な状態にフィルターがかかってしまうほどに。しかし、それだけの理由でこの状態になったとは思えなかった。

「ねえ、君って何か知ってんじゃないの？」

　考え込んでいた福原に、囁ささやくように言ったのは理沙だった。理沙は舞の頭を撫なでながら疑わしげな視線を向けている。

「なんで？」

「福ふく原はら君だっけ？　だって他ほかの人はこの場所がどこなのか調べるように見てるけど、福原君は人間のほうを見ている気がするから」

　怯おびえているだけかと思ったが、彼女は意外によく観察していた。

「どうしてここにこのメンバーが連れてこられたのかって考えていたんだよ」

「理由なんてわからないって結論が出たじゃない」

「理由はわからなくても、この十一人の理由はあるはずだ。何か共通することがあったりとかさ」

　プロフィール以外にこのメンバーに共通することがあるのだろうか。住所も出身地もバラバラだった。全体的に若くはあるが、共通点はその程度だ。

「そっか、そうだよね」

　理り沙さはうなずき考え込んでいる。

「最近の行動で何かあった？　例えば何かを拾ったり、何かを見たり」

「……ないなあ。強しいて言うなら、やっぱり頭が変な感じだったくらい。みんなもそう言ってたよね。ここまでの記憶もないし」

「共通するのはそれくらいなんだよな」

　福原の感じていた違い和わ感かんは、他の人間にもあった。ここに来る過か程ていを憶おぼえていないだけではなく、それ以前の違和感。妙に頭がボーっとしたり体調の変化など。妙な夢に不安定な感情。しかし、それがこの状況に直接結びつくとは思えない。

「……あと、変な夢も」

「やっぱり見てるのか」

「うん。真っ黒な炎ほのおに巻かれる夢。あと、リアルな映像。人々が争あらそうような怖こわい感じの映像なんだけど、夢の中ではそれに興奮している私がいて。起きてから怖くなった」

　福原の見る夢もそんな感じだった。なんらかのメッセージなのだろうか。

「小説だとさあ……」

「え？」

「ほら、共通の知人がいたりとかするじゃない」

「……ああ、そっか。それで、ここに集められたり」

「それで、どうしてここに集められたの？」

　理沙に凭もたれていた舞まいが目を開けた。

「ストーリーで一番多いのは恨うらみを買ってたりとか。それでここに集められた」

「舞は何もしてないよ」

　舞が目をぱちくりとさせた。

「そういうのは自分じゃ気づかないんだよ。理由は恨みじゃないかもしれない。とにかく俺おれらをここに集めて……」

「それでどうなるの？」

「例えば、クリスティーの、そして誰だれもいなくなった、だと、ひとりずつ……」

「やめなよ。こんなちっちゃな子に」

　理り沙さが目を瞬まばたいた。怒ったその表情は意外に色っぽかった。こんな状況でなければ魅力的に見えたかもしれない。

「悪かったよ」

　福ふく原はらは素直に謝あやまった。死の恐怖はすぐそこ、頭上にあった。そんな恐怖から目を逸そらそうと、ついくだらないことを言ってしまった。

「もう一度、みんなで出口を探そうか」

　ざわつく空間の中、田た中なかがトランクを手に立ちあがった。

　すでに二つある扉ドアらしきものは調べている。ノブもないそれは開かなかったのだ。しかし、その他ほかに出口らしきものはなかった。だからといって、このままここに閉じ込められているわけにはいかない。

　その意見に同調する仕し草ぐさを見せた周囲。そんな時、小さな声が行動を遮さえぎった。

「あの人、あのままでいいの？」

　言ったのは舞まいだった。彼女はぺたんと座り込んだまま、天井から吊つり下がっている人間を指差していた。

　そんな舞の言動に、周囲の人間はあからさまに顔をしかめた。福原も同じく思った。正直、何故なぜこのような余よ計けいなことを言うのだと感じた。無視せねばならない現実があるということを、子供は知らないのだ。

「……無む理りだろ」

　誰かが言った。

「でも、まだ生きてるかもしれないよ」

「もう死んでるよ」

　舞はそれでもぶら下がる人影にじっと視線を向けている。部屋の空気が再び停てい滞たいした。無理やり頭の中から排除していた現実を直視せねばならなくなった。乱暴で無作法な言葉が原因だった。

「……降ろすだけ降ろしてみようか？」

　言ったのは田た中なかだった。

「無理だよ。それに届とどかない」

　その人間の足は三メートルほどの高さで揺れている。例え肩かた車ぐるまをするなり届いたとしても、降ろすことはできない。

　福原はぶら下がる人間を見つめた。薄暗く男か女かも判別できなかった。だぼだぼの真っ黒い服を着ている。顔はわからない。

「…………」

　空気の停滞した部屋の中で、福ふく原はらは何故なぜか学校の教室を思いだした。生徒だけでのホームルームの時間。大した議題もなく、来月の目標の設定など、だらけた時間が流れていた時に発言したのは由ゆ紀きだった。

　発言内容はクラスに馴な染じめない立たち花ばな飛鳥あすかのことについてだった。もう少し、私たちが気を遣つかうべきじゃないか、クラスメイトじゃないか、とそんなことを言っていた。その時に飛鳥の姿はなかった。

　誰だれもが思った。余よ計けいなことを言いやがって、と。目を逸そらすべき正論を、何故ここに持ち込む必要があるのか、と。そして、後ろめたさを感じながらも、その議論は却きやつ下かされた。

　その日の下校途中で、福原は久々に由紀に真剣に怒った。無む邪じや気きすぎる由紀の言葉に対して、家に着くまで責せめ続けた。由紀は反論せずに、ただ涙をこらえていたことを憶おぼえている。

　由紀の言動は、飛鳥の孤こ立りつした現状を浮うき彫ぼりにしただけではないか。時に正論は冷たい現実だけを露ろ出しゆつさせるのだ。

「まずは、俺おれたちが出ることを考えるべきだろ。それから、警察かなんかに通報すりゃいい」

　言ったのは滝たき川がわだった。眼鏡めがねを指で押さえながら、吊つり下がった人間を見上げている。しっかりとトランクを持っていた。彼の思し考こうは、すでにトランクの金を持って外に出ること。そう明確にシフトしているようだった。

　トランクの中のアイテムは、持ち主の物となります。そんな表記を信じたようだ。トランクの中の金はもう自分の所有物だと。

「そうよね。まずは外に出ることよ」

　カオルが立ちあがって言った。周囲もそれに同調する空気の中、カチンとロックが外れたかのような音がどこからか聞こえた。

　一瞬時が止まり──絶ぜつ叫きよう。

「いやあああ！」

　どさっと鈍にぶい音と振動。甲かん高だかい悲鳴が部屋に響いた。福原は啞あ然ぜんと呼吸を止めた。

　紐ひもが緩ゆるみ、首を吊っていた人間がいきなり落ちてきたのだ。それは、ただ無む造ぞう作さに落下した。

　その下にいた滝川は直撃を免まぬかれたが、腰を抜かしたようにへたり込み固まっている。その横で、首にロープを巻きつけた人間が仰あお向むけに倒れている。

　悲鳴がおさまっても誰も動けなかった。体を固めたまま、思考停止と沈黙。

　全すべての人間が、自分以外の誰かが行動を起こすことを待っていた時、沈黙が破られた。

「……うあ」

　滝川がうめきながら後ずさりをした。

　喘ぜん息そくのようなか細い悲鳴が聞こえた。その悲鳴は自分の口から漏もれたものだった。福原は体を震ふるわせたままそれを見つめた。

　ずっと首を吊つられていたはずの人間の上半身が、いきなりすっくと起き上がったのだ。

　そんな光景を十一人は身動みじろぎせずに凝ぎよう視しし続ける。

「…………」

　体を起こしていた人間は、しばしその状態で硬こう直ちよくしていたが、不意にその首がくるりと一回転した。

「ヒャーハッハッハッハ、ハハハハハハハ、ウヒャヒャヒャヒャヒヒャー」

　甲かん高だかい笑い声に、周囲の人間が尻しりから崩くずれ落ちた。福ふく原はらも背中を激しく壁に衝しよう突とつさせた。

　それは大口を開けてケタケタと笑いつづけている。

　その時、福原はやっとそれが人間ではなかったことに気づいた。それは人形だったのだ。人間大のパペットのような粗雑な物。ぼさぼさの髪にのっぺりとした顔。だぼっとした袋のような服装で、右手に銃を持っている。

　思し考こう停止の周囲をよそに、それはいきなり喋しやべりだした。

「みなさーん、こんにちはっ」

　チカチカと人形の瞳ひとみが点てん滅めつしている。パカパカと開く口からは、甲高い電子音声が響いた。

「カード持ってます？　ちゃんと左胸に装そう着ちやくしてくださいねっ」

　手に持っていたカードを見ると、いつのまにか数字が表示されている。カードには薄い電子ビジョンがついているのだ。そこには、数字で１、その下にＹＥＳという丸いタッチパネルが表示されていた。

「カードを持っている方をプレイヤーと呼びまーす。プレイヤーは、常にカードを一枚持っていることが条件でーす。取り換えっこをしてもいいですけど、ひとり一枚でーす」

　人形は再びクルクル首を回した。人形はこの状況の説明をしているのだと気づいた。

「それでですねー、プレイヤーは選択をしなければなりません。ここから出るか、待たい機きをするか。上手うまくいけば、トランクのお金を全すべて持ちだすことができちゃいます。ラッキー」

　人形は言葉を止めてからケラケラと甲高い声で笑った。その金切り声に周りの人間の体がびくっと反応した。

「さーて、ちょっと難しい説明するので、よーく聞いてくださいね」

　人形の声のトーンが低くなった。

「ここには十一人の人間がいます。ここから出るには、カードのイエスボタンを押して、プレイヤーの過半数を確保することです。ボタンを押したプレイヤーが過半数となった時点で、扉ドアが一回だけ作さ動どうします。ボタンを押せるのはひとり一回だけです。取り消しはできません」

　部屋の壁を見た。やはりあれは扉だったのだ。人形は作動すると説明した。

「しかし、上手くプレイヤー要素を分配して扉を作動させなければなりません。分配に失敗した集団は、トランクの中のお金を没ぼつ収しゆうされてしまいます。アンラッキーですね。ショボーン……」

　静まり返る室内で、全すべての人間が人形の言葉に聞き入っていた。聞き逃してはまずいという感覚があった。運命はあのパペット側が握っているのだ。操あやつられる側はこちらなのだ。

　福ふく原はらは必死で人形の言葉を頭に入れ理解しようとした。プレイヤー要素の分配？　要素とはなんなのだ？

　また、人形の説明で妙に回りくどい表現があるような気がした。しかし、それが何であるかはっきりとしないまま人形が続けた。

「交渉はスマートに。また、時計の針が一回転、つまり一時間経過した時にですねえ、ここの場所に残っていたプレイヤーがいたら……」

　人形がしばらく言葉を止めた。

「その中のプレイヤーのうち、一人が首を吊つられてしまいまーす。ウゲー……こんな感じ」

　人形が自分の首についたロープを引っ張った。

　どくんと心臓が高鳴った。一人が首を吊られる？

「それでは、ゲームのスタートでーす。パンパカパーン」

　同時に発砲音がして、再び悲鳴が起こった。人形が銃を撃ったのだ。福原は反射的に伏せたが空砲のようだった。

　しばしの沈黙。待っても、もう人形が喋しやべることはなかった。

「……動いてる」

　指差し言ったのは舞まいだった。

　時計の針が少しだけ動いていた。通常の時計の長針でいうと、一分経過した程度の角度。あの時計は一周一時間だと言っていた。一時間がタイムリミット。

　──ゲームのスタートです。

　ゲーム？　これはゲームなのか？

　福原は頭を振り、部屋の中を見つめた。扉ドアが作さ動どうすると言った。あの二つの扉が出口なのだ。作動の条件もある。ボタンを押したプレイヤーが過半数となった時点で、扉が作動します、と。そして、作動するのは一回だけとも言った。

　まず思った。人形の言葉は真実なのか。そして、肝かん心じんなことが教えられていないことにも気づく。何故なぜ自分たちがここにいるのか、それが一番知らねばならない、知る権利のある情報だった。

　しかし、そんな福原の思し考こうとは裏うら腹はらに、室内の人間は人形の言葉に流された。

　金を持ちだすことができる。そんな言葉。

　もうひとつ。一時間後にここの場所に残っていたプレイヤーがいた場合、その中のプレイヤーの一人が首を吊られてしまう。

　つまり、ここからの脱出を果たしたプレイヤーは金を手にすることができ、残されたプレイヤーは死の可能性がつきまとう。

　そんな飴あめと鞭むちのような条件に、彼らは行動を開始した。

　すでに、ほとんどの人間が立ちあがり、再び扉ドアを調べ始めていた。ドアノブのない二つの扉に群むらがっている。

　部屋の中央には、先ほどまで喋しやべっていた人形がぽつんと取り残されたように座っている。ぼさぼさの髪に隠かくれた両目が微かすかに光っていた。

「あなたは調べなくていいの？」

　振り向くと、少女が壁かべ際ぎわに座ってじっとこちらを見つめていた。

「舞まいちゃんだっけ？」

　彼女と福ふく原はら以外は扉を調べている。先ほどまで舞をかばっていた理り沙さも、トランク片手に扉を見ている。

「心配しなくても大丈夫だよ」

　福原は彼女の前にしゃがみ込み、優やさしく言ってやった。十一人の中で彼女だけ飛び抜けて若い。次に高校生の福原と中なか西にしがおり、それ以外はすべて大学生以上の年齢だった。

「別に心配してないよ。ママかパパがきっと迎えに来てくれるもん」

　舞は言った。

「そうだね」

　福原はうなずきつつ安あん堵どした。下手へたに状況を知って泣なき喚わめかれでもしたら大変だった。

　舞は指示どおりにカードを胸に装そう着ちやくしている。それを見て、ふと気づいた。カードの表示。イエスのタッチパネルは同じ。ただ、その上の数値。彼女の数値は０だった。福原は１である。この違いの意味はなんなのか。そういえば、イエスのタッチパネルの意味はわかったのだが、この数字の意味は教えられていない。まだ伝えられていない事柄があるのだろうか。

　情報が少なすぎた。福原は、舞に声をかけてやってから、自分も扉ドアを調べることにした。

　片方の扉に近寄り、調べていた田た中なかに声をかける。

「出られそう？」

　田中は首を振った。

「開かない。やっぱり電動だ、ほら」

　田中が指を差したのは、扉の下の床ゆかだった。床には半円のラインがあり、扉の下部と繫つながっている。要するに円の上に扉を置いたような位置になっているのだ。

「開く時どうなるのよ、これ」

　カオルが眉まゆ根ねを寄せている。

「回転するんだよ。この半円の床ごと回転する。ほら、忍にん者じやの隠かくし扉とびらのようなもんだ」

　田中がそう説明した。もうひとつの扉も同じ感じだった。壁にターンテーブルが付いている。電動でテーブルが回転し、壁の一部が扉として回転するのだ。

「スイッチは、このカードというわけか」

　福ふく原はらはじっとカードを見つめた。ターンテーブルの上に乗り、カードのスイッチを入れ作さ動どうさせる。そうすれば外に出られるということだ。要約すればとてもシンプルだ。

「イエスボタンを押すって言ってたわね。押してみる？」

「待ったほうがいいだろ。取り消しはきかないって言ってた」

「押すんなら、扉ドアに乗らないと」

「条件を満たさないと金を持ちだせないって言ってた」

「出ることが最優先だろ」

「半円の上に全員は乗れないぞ。多くても六人ぐらいだ」

「言われたルールどおりにやるべきだよ」

「分配ってなんだかわからないだろ」

　議論が交わされる中、福原は扉部分の壁を調べてみた。すでに他の連中が調べたとおり、動く気配はない。やはり電動ロックされているのだ。

「……ん？」

　福原は扉を触さわりながら顔をしかめた。

「どうした？」

　議論していた田た中なかがこちらを向いた。

「いや、手て触ざわりがなんか変なんだ」

　福原は扉をごしごしと擦こすってみる。扉の上に何か貼はりつけられているような感じだった。

「やっぱり」

　福原はうなずいた。扉と同じ色の紙が貼り付けられていたのだ。その紙の端をつかんで慎しん重ちようにめくる。紙はペリペリと音をたてて剝はがれていった。

「…………」

　扉には文章が書かれていた。







扉Ａ　プレイヤー要素の１|４の人間が脱出できる

この扉から脱出したプレイヤーは全ての金を持ちだせる










「四分の一だよな。どういう意味だ？」

　その文章をじっと眺めるプレイヤーたち。

「そっちの扉を調べてくれ」

　田中が向こうの扉近くにいた数人に言った。すぐに同じように扉が調べられる。

「……剝がれる」

　やはり、同じく紙が剝はがれ文章が出現した。







扉Ｂ　プレイヤー要素の１|２の人間が脱出できる

この扉から脱出したプレイヤーは金が半分減る










　それらの文章を見つめて皆は沈黙した。

　福ふく原はらは意味が理解できずに、ただ文章を見つめていた。わかったことは、どちらかの扉ドアから脱出すること。選ぶ扉によって、持ちだせる金額に違いが出ること。

　扉Ａから脱出すれば一千万を全すべて持ちだせる。扉Ｂは五百万円となる。

　わからないのは、１|４だけ脱出できる、という言葉の要素。扉Ｂは１|２だけ脱出できる。

　どういう意味だ？

　そして十一人に何をやらせたいというのだ？　目的はなんなのだ？

「あれじゃねえか。プレイヤーを分配するとかなんとか……」

　言ったのは眼鏡めがねをかけた滝たき川がわだった。

「そうだ、プレイヤーの二分の一が扉のＢから脱出。四分の一がＡから脱出。それでいいんだよ」

　田た中なかが同意した。しかし、カオルが口を挟はさんだ。

「ちょっと待ってよ。そんな分配はできないわ」

「なんでだい？」

「だって、私たちは十一人じゃない」

　カオルはそう言った。

　そのとおりだった。十一人の半分などはない。四分の一だってそうだ。再び室内は沈黙した。

　福原は時計を見た。時計の針はさらに動いていた。十分ほど経過している。残り時間は五十分ほどだ。

　他ほかの連中も時計を見て顔を歪ゆがめている。針が一周回った時に、この場所に残っていたら、その中のプレイヤーの一人が首を吊つられることになる。あの人形パペツトのように。

　人形の言葉を信じているわけではなかった。しかし、この状況が異質すぎるのだ。すでに十一人はこの状況をセッティングした者の手ての内うちにある。それだけは事実だった。

　室内にぴりぴりとした空気が流れだした。焦じれや不安や恐怖が混まざり渦うず巻まき淀よどんでいる。

「落ちつこう。誰だれか思いだせる？　あの人形の言葉を」

「なんて言ってたかしら」

「正確に思いだそう」

　田た中なかの言葉に皆が回かい想そうする。しばしの沈黙。

「──十一人の人間がいます」

　意外な声の方向に福ふく原はらは周囲を見まわした。声を出したのは舞まいだった。彼女は壁かべ際ぎわに座ったまま続けた。

「ここから出るには、カードのイエスボタンを押して、プレイヤーの過半数を確保することです。ボタンを押したプレイヤーが過半数となった時点で、扉ドアが一回だけ作さ動どうします。ボタンを押せるのは一回だけです。取り消しはできません。上手うまくプレイヤー要素を分配して扉を作動させなければ、トランクの中のお金は没ぼつ収しゆうされてしまいます──って言っていたような気がする」

　舞は言ってから、膝ひざを抱えて目を閉じた。福原は驚きよう嘆たんした。この状況での記憶の正確さは、子供にしては異い様ようだった。他ほかの十人も不思議そうに舞を見つめていたが、すぐに議論を再開させた。

「確かにそんな感じだった」

　田中がうなずいた。

「上手く脱出すれば、トランクの金がもらえるってことだよな」

　周囲の人間がうなずきあっている。恐怖と希望。そんな二つの要素がこの場所で揺らいでいる。

　福原は思った。まるで人間の感情を弄もてあそぶかのような状況設定だ。そんな人間の感情を玩具オモチヤにしたゲームだというのか。何か妙だった。

　それでも、福原は思し考こうを回転させ続けた。まずはこの状況からの脱出が先決だ。

「プレイヤー要素の分配か……」

　人数ではないのだ。人間を千ち切ぎるわけにはいかないからだ。だとしたら、他に分配するべき要素が存在することになる。

「とにかく出るべきじゃないの？　スイッチを入れてここから出ることが一番よ。なんか怖こわいもの」

　カオルが言った。

「みんなで同じターンテーブルに乗って脱出しようか。乗らなくても回転と同時に扉を抜ければ……」

　田中がカオルの意見を受けて言った。

　しかし、すぐに反対意見が続出した。

「人形の言ったルールどおりにやるべきじゃないか？」

「同じ扉から脱出したら、たぶん金は没収される」

　そんな類たぐいの意見。

「待てよ、上手くやっても金が手に入る保証はないぞ」

「現金やこれだけのシステムを用意したんだぜ。たぶん、本当にもらえる可能性が高いはずだ」

　滝たき川がわが言った。福ふく原はらはそんな意見を言う彼らを見て、違い和わ感かんを憶おぼえた。明らかに欲望に流されすぎている。もう少し、恐怖や不安が高まってもいいはずだ。現に福原自身、このシチュエーションに足が震ふるえつづけている。それとも、彼らは恐怖から目を逸そらすために、あえて現金げんなまという現実感に身を委ゆだねているのだろうか。

　恐怖と欲望。そんな感情が振り子のように揺れている。揺れは徐じよ々じよに大きくなっていくような気がした。この状況設定がそうさせているのかもしれない。

　議論は続いている。上手うまくプレイヤーを分配し脱出をするべきか。それとも、脱出だけを最優先にすべきか。

　この時点では皆は協調していた。協力して脱出を目め指ざすべき仲間だからだ。同じ境きよう遇ぐうに陥おちいった者同どう士しの連帯感。

「ねえ、もう一回、ここに来た経緯いきさつを思いだしてみようよ」

　高校生の中なか西にしが言った。しかし、瞬しゆん時じに否定される。

「そんな悠ゆう長ちような時間はねえ。もう十五分も経たってる」

　滝川が時計を指差した。針は四分の一を回っている。

「とにかく、プレイヤーを分けて、このターンテーブルの上に乗ればいいんだよな。そして、カードのスイッチを押す。六人以上がイエスにタッチすればいい」

　田た中なかがＡの扉ドアの前に立ちつぶやいている。そんな田中を見て、福原は気づいたことがあった。

「それ……」

　福原は田中の胸を指差した。田中は指示どおりにカードを左胸に装そう着ちやくしている。

「なに？」

「そのカードの数字」

　田中のカードには、皆と同じようにイエスボタンと、その上に１という数字が表示されている。

「１の意味はなんなんだと思う？」

　福原は自分のカードも見せた。やはり１と表示されている。

「……私は２ってあるけど」

　カオルがカードを提示した。彼女のカードには２と表示されている。

「私も」

　理り沙さもカードを見せた。２と表示されている。

「性別なのかな？」

　田中が周囲のカードを調べる。確かに男性には１が表示されている。

「私は０ゼロだけど」

　言ったのは舞まいだった。カードには０が表示されている。

　福原はじっと舞を見た。分類するなら彼女も一応女性のはずだった。

「性別じゃねえな。これが、ナントカ要素じゃねえのか？」

　滝たき川がわがカードの数値を調べながら言った。

　皆で全員のカードを調べてみる。１が一番多かった。八人の男性全すべてが１を持っていた。女性の三人のうち二人が２、一人が０ゼロ。

「これでわかった。この数値がプレイヤー要素なんだよ」

　田た中なかがうなずいた。

「これを分けるってのか？」

「そうだよ。数字を全部足すと──12になる。だから、正解はカードの数字を分けるんだよ。カードの数字の四分の一を持っているプレイヤーがＡの扉ドア。二分の一がＢの扉……」

　田中はそう言ったあと、はっと口をつぐんだ。それに気づいた周囲の人間も同様だった。不ふ穏おんな空気が流れた。

　福ふく原はらもとっくに気づいていた。

　その分配方法が正解だとすると──誰だれかがここに残らねばならない。この部屋に。

　この場所に残っていたプレイヤーがいた場合、その中のプレイヤーの一人が首を吊つられてしまいます。

　そんなペナルティーを受ける人間が出現する。

　沈黙する部屋の中で福原は必死で計算をした。焦あせる気持ちを落ちつかせて考える。二分の一の６はＢへ。四分の一の３はＡへ。そして残るのは３。

　残る可能性のあるのは、３というプレイヤー要素。つまり、合計３となるカードを持っているプレイヤー。二人か三人だ。１のカードが三人で３を満たす。１と２のカードの二人で３を満たす。

　気づいた。それプラス０ゼロのカードを持ったプレイヤーが加わることもできる。０は要素を増やすことはないからだ。つまり０はどこでも選択できるカードだ。

　思った。そんな死の可能性があるなら、とにかく脱出だけを優先するべきだと。首を吊られるという明確なペナルティー提てい示じはあるが、分配に失敗して脱出した時のペナルティーの提示はない。ただ金を失うというだけだ。その金だって、もともと自分の物ではないのだ。

　顔を上げると、未いまだに部屋の空気は淀よどんでいた。お互いに視線を絡からませ様子を窺うかがっている状態。

「脱出優先だよ。じゃないと、誰だれかが首を吊られる危険を冒おかさなきゃならない。考える必要はないじゃないか」

　福原はそう言った。この部屋での正論。正義ある発言だった。それが選択すべき正解であるはずだ。

「確かに」

　田中がうなずいた。周囲の人間も曖あい昧まいながらもうなずいている。福原はそんな彼らの態度に顔をしかめた。この状況で脱出に迷う必要などないはずだ。

「じゃあ、早く脱出しよう。みんな同じ扉ドアからがいい。一いつ緒しよに行動したほうが安全だろ」

　福ふく原はらはまくしたてた。

「待てよ、まだ時間はあるんだ。いろいろ慎しん重ちように調べたほうがいいに決まってる」

　福原の意見を滝たき川がわが制した。見ると針は二十分の位置だった。確かに調べる時間はまだあるのだが。

「早めに出たほうがいいんじゃないか。誰だれかに危険が及ぶことは避さけないといけない」

　福原は言った。当然の主張だ。タイムリミットがある以上、少しでも早く行動することに越したことはない。そんな意見に周囲はうなずいている。正当な意見を言う福原を評価している。そんな雰ふん囲い気き。

　同時に妙な空気も感じた。違い和わ感かん。他人と違う場所にいるようなそんな感覚。このような違和感は、どこかで感じたことがあったように思えた。

　福原の脳のう裏りに、ふと浮かんだシーンは教室だった。クラスメイトと笑顔をかわしつつも、違う場所にいるようなそんな違和感。

「まあ、彼の言うことももっともだよ。できるだけ調べてから脱出したほうがいい」

　田た中なかが福原の肩をポンと叩たたいた。仕方なく福原は同意した。慎重に行動する選択もあるのだ。

　集団は数人単位に分かれ、部屋の調査や議論と、行動を再開していた。理り沙さは舞まいの元に戻り、序じよ盤ばんと同じように肩を抱き声をかけてやっている。そんなシーンを見て福原は安あん堵どした。混乱は起きていない。彼らは冷静に行動をしている、と。

　福原は再び扉を調べることにした。電気ロックが掛かっている扉。ターンテーブルに十一人一緒に乗ることができるだろうか。回転速度はわからないのだ。回転中に向こうに走り抜けられるかもわからない。二ふた手てに分かれるべきか。

　福原は目の前の扉を見ていて疑問が沸わいた。

　プレイヤー要素の１|４の人間が脱出できる、との文章。妙に文章が回りくどくないだろうか。もっとシンプルにできそうなものだが。

　この文章でどこがおかしいのか考えてみる。しばらく考えて、この文章には同じ意味の言葉があることに気づいた。プレイヤーと人間。何故なぜ使い分けているのだろうか。

　シンプルに、プレイヤー要素の１|４が脱出できる。それかプレイヤー要素の１|４のプレイヤーが脱出できる。そんな文章にするべきだ。少々考え過ぎだろうか。

　相談しようかと振り向き、福原はどきりとした。この室内で福原だけがひとりで立っていた。他はいくつかのグループに分かれ話し合っている。この空間的なポジションは、自分の置かれた立場を表現しているかのように思えてしまった。

　舞の周囲が混乱していた。見ると、カオルと理沙が言いい争あらそっている。

「なにしてんの？」

　福ふく原はらは駆けより声をかけた。

「なんでもないわ」

　答えたのはカオルだった。そのカオルの表情に福原はたじろいだ。異い様ような雰ふん囲い気きがあった。おかしいのはカオルの視線だった。全く瞬まばたきしない瞳ひとみは夜行性の動物のように光っているように見えた。異常なまでに瞳どう孔こうが開いている。

「なんでもなくないでしょ。なんでそんなことするの？」

　理り沙さがカオルを睨にらんでいる。

「あんたには関係ないでしょ」

「関係なくないわよ。勝かつ手てなことしないでよ。子供を騙だますようなことをしてさあ」

　立ちあがったカオルの手を理沙がつかんだ。

「離しなさいよ。あんたみたいな猫ねこかぶりが一番嫌いなのよ」

　カオルが理沙を突き飛ばして、その場から離れていく。

「ちょっと……」

　むっとした理沙がカオルを追いかけていった。

　福原の前で、舞まいがひとり取り残され、ぽつんと座っている。

「どうした。何を話していた？」

　福原はしゃがみ込んで、舞に聞いた。

「……カードを交換してくれって言われたの」

　舞はカードを見せた。

「それって……」

　舞の持っているカードには、２の数字が表示されている。

「カオルさんと交換してあげたの」

　舞はにこりと笑った。

　福原は顔をしかめた。何故なぜこのようなことをしたのか。すぐに意味を察さつ知ちする。

　彼女はやる気になっているのだ。プレイヤー要素の分配。それを満たして金を手にして脱出する。そんなゲーム。

　０ゼロのカードは、数字の分配割合に影響することがないため、扉ドアからの脱出が容よう易いになる。その理由からカオルは０のカードを舞から奪った。

　福原は部屋を見て啞あ然ぜんとした。

「……なによ」

　理沙が硬こう直ちよくしている。

「良い子ぶらないでよね」

　カオルは理沙に銃を向けていた。トランクに入っていた[image: ]けん銃じゆうだ。トランクには空砲か実弾が一発入っていると。

　福ふく原はらは目を擦こすった。カオルの後ろに誰だれかがいるように見えたのだ。しかし、当然そんなはずはない。

　おかしいのはカオルの様子だった。衝しよう動どう的てきに銃を向けたはずのカオルの表情は冷さめていた。まるで、人形ように固まった表情。

　周囲の男はそんな様子を遠巻きに見つめている。誰だれも止めようとはしなかった。

　カオルは銃を理り沙さに向けたままＡの扉ドアの前に立った。金を全額持ちだせる扉だ。

「四分の一よ。数字があと三つ集まれば、要素を満たせるわ」

　カオルはそう言った。

「おい、なに言ってんだよ」

　福原はカオルを触しよく発はつしないよう、ゆっくりと理沙へと歩み寄り言った。理沙は未いまだ銃口を向けられ石のように立っている。

「あんたこそ、なに言ってんの」

　カオルの視線の温度が下がっていた。しっかりとトランクを握り、福原を見下ろしている。

　周囲を見た。一いつ緒しよにカオルを非ひ難なんしてくれると思っていたが、全くそんな行動はなかった。この集団の中で浮いている自分自身を感じた。

「この状況で金にこだわってるんじゃないだろうな」

　福原は周囲の人間に問いかけた。そんな福原への返答は、冷たい視線のみだった。

　気づいた。すでにカオル以外の人間もやる気になっている。カオルの行動が欲望を後押しするきっかけとなったのだ。この状況から金を持って脱出しようと。

「なあ、話し合おう。ここにいる全すべての人間にとって、いい方法があるはずだろ」

　福原はそう訴え説せつ得とくする。

「そうだな。議論する必要はある。だが、議論すべき枠わくに君はいない」

　田た中なかは無表情にそう言った。カオルと同じく固まった表情だった。

「どういうことだ？」

「俺おれらは話し合ったんだよ。脱出して金も持ちだそうと」

　滝たき川がわが平然と言った。

　ふと思った。すでに彼らはやる気になっていたのでは？　揺れていた感情の振り子は、とっくに振り切れていたのだ。カオルが動く前からすでに、迅じん速そくな行動を取っていたのだと。

　序じよ盤ばん慰なぐさめあったあの人間関係は突つき崩くずされている。いや、もともとそんな人間関係などなかったのかもしれない。本当の人間関係は、目に見える利益などで集まったり離れたりするシンプルなものだったのだ。

　そして、福原はそんなコミュニティーから排はい除じよされていた。正論を言ったからではない。ただ浮いていたからだ。他人と違う言動で、足並みを乱した。そんな些さ細さいな要素。

「ふざけんなよ」

　福ふく原はらは滝たき川がわにつかみかかろうとして動きを止めた。滝川たち三人が福原に銃を向けている。

「……銃は俺おれも持ってるぞ」

　福原は尻しりポケットに手をやる仕し草ぐさをしながら滝川を睨にらんだ。銃はトランクに入ったままだった。そのトランクは背後の壁かべ際ぎわに置いてある。それでも、持っているふりをした。

「撃ってみるか？　空砲か実弾か」

　滝川がにやりと笑ってみせた。

　福原はごくりと唾つばを飲み込んだ。実弾でも空砲でも、撃ってしまった場合、福原にとって最悪の状況に陥おちいる。空砲だった場合、もう福原に武器はなくなる。また、銃を撃ったという言いい訳わけを与えてしまい、銃を向けられながら半殺しの目に遭あわされる可能性がある。今の彼らならやりかねない。

　実弾の場合でも同じだ。さらに福原の立場は悪くなり、他人を傷つけてしまったという事実も残る。重要なのは弾丸が一発だけということだ。

　[image: ]けん銃じゆうは抑よく止し力りよくなのだ。核兵器と同じく、使うことのできない抑止力だけの存在。

　福原は滝川を睨みつけたまま、背後の壁際まで後退した。

「そこで大人おとなしくしてろ」

　滝川が馬ば鹿かにしたような視線を向け吐き捨てた。

　そんな福原に周囲が向ける視線。異物を見るような敵意と嘲あざけりを含んでいた。そんな視線に、怒りよりも、集団から排はい除じよされたという不安感が沸わきあがった。

　ほんの些さ細さいなきっかけでこうなってしまった。何がいけなかったのか。福原はただ壁際で呆ぼう然ぜんとした。横を見ると、あの人形がじっと座って福原を見つめていた。

「……大丈夫？」

　そんな福原に声をかけたのは舞まいだった。彼女はほんの少しだけ怯おびえたような表情でこちらを覗のぞき込こんでいる。

　そんなシーンを見て、この二人以外の全員がにやりと笑ってるような気がした。哀あわれみと優ゆう越えつ感かんの混まじった笑み。

　集団は二つに分かれていた。福原と舞の集団と、その他の集団。カオルに銃を向けられた理り沙さもこちらに来ない。

　福原は思った。もともとこのゲームは、十一人から二人を排除するゲームだったのでは？　扉ドアから脱出できる要素は９。残りの３はこの部屋に残らねばならない。要するに、１と２のカードを持った二人は残らねばならない。それを察したカオルは、いち早く２のカードと０ゼロを交換し手に入れたのだ。

　思った。重要なのは早く気づくことではないのだ。早く行動を起こすことだった。行動を起こす決意をすること。本気になった人間が勝つゲームだったのだ。

　そうして温ぬるい思し考こうの自分と、この中で一番弱い少女が取り残された。排除すべくして排除されたのだった。

　舞まいが持っていた０ゼロは、子供だからとのハンディーキャップだったのかもしれない。

　福ふく原はらは自分の愚おろかさを呪のろうと同時に、舞に同情した。こんな状況だからこそ、一番の弱者を助けだすべく協力しなければならないはずだ。だが、周囲は無む慈じ悲ひに彼女を蹴け落おとす選択をしたのだ。

　時計を見た。すでに半分ほど回っている。このまま、ただ破は滅めつを待てというのか。

　そんな時、福原はまだこの室内の空気が淀よどんでいることに気づいた。スムーズに流れていない。排除するべき要素が確定したはずなのに、未いまだに不安定なこの室内。

「ん？」

　視線を合わせた舞が小首を傾かしげている。

「なんでもないよ」

　福原は横目で他の集団の行動を見ながら、舞の脇わきにしゃがみ込んだ。

「ここから出なきゃいけないの？」

　舞は全く状況を把は握あくしていない。出ることができない立場であると全く自覚していない。

「大丈夫、出ることはできる」

　福原はうなずき、舞の手を握って扉ドアと逆サイドの壁かべ際ぎわに連れていく。

「ここに座ってな。これからは俺おれ以外の言うことを聞いちゃいけない。じゃないと、出ることができなくなる。パパとママに会えなくなるかもしれない」

「出られなくなるの？」

「俺の言うことを聞いていれば大丈夫。トランクの鍵かぎを閉めて、鍵は──パンツの中に入れておきな」

「やめなさ……自分でできるよ」

　キュロットスカートをまくろうとした福原に、舞の表情が一瞬だけ変わった。舞は鍵を素直にパンツの中に入れている。

「……他ほかの人の言うことは聞いちゃいけないの？」

「君にはまだわからないかもしれないけど、あいつらは信用できない。自分のことだけが大切な悪い連中だよ」

　福原は振りかえって様子を見る。思ったとおり、場はさらに混こん沌とんとしている。やはり混乱はここからなのだ。まだ脱出へのゲームは始まったばかりだ。

　彼らはもうやる気になっているのだ。こちらだけ殴なぐられたまま大人おとなしくしているわけにはいかない。

　他人を排はい除じよしてでも生き残るべきだ。

　福原はそう思った。怒りや生への執しゆう着ちやくで、そんな感情でモラルや良識を消し飛ばした。そうしなければ、ここから脱出することはできない。

　福ふく原はらの心の中で感情の振り子が激しく揺れた。血液が沸ふつ騰とうするような感覚。手足の先まで電気が走った。

　ドクンと心臓が高鳴った。次の瞬間、福原は炎ほのおを見た。見えないはずの自分の背後の真っ黒な炎。そんな炎が自分の体に燃え移るイメージ。

　ほんの一瞬、痛みと熱にうめいた。心臓が燃えるように熱い。鼓こ動どうが異常に速くなった。

　──生き残りなさい。

　そんな声が聞こえた。生への欲求が急激に膨ふくらみ始め、福原の体を支配した。体がどす黒い炎に巻かれのけぞった。

「…………！」

　福原は大きく息を吐き出し自分の体を見た。炎などなかった。汗ひとつ搔かいていない。

　今のイメージはなんなのだ？

　妙に頭がはっきりとしていた。感覚が異常に研とぎ澄すまされている。思し考こうは強烈に冷え、逆に心臓は焼けるように熱い。体が自分のものではないかのように軽く感じた。

　福原は目の前の舞まいをじっと見た。彼女を見ながら、思考は高速回転を始めていた。ゲームの勝者となるための最善の行動。福原は胸の熱さに押されるように、行動開始の決意をした。

　舞は福原が唯ゆい一いつ持っているカードだ。彼女との関係が、この状況から脱出できる蜘蛛くもの糸いと。

「水を飲む？」

　福原は舞にトランクに入っていたペットボトルの水を飲ませてやりながら、背後の会話に聞き耳を立てた。福原の理想どおりの展開に動いている。

　しばし舞の世話をしたあと、振りかえる。集団がばらけていた。舞と福原を抜かした九人が、さらに細こまかい集団に分かれ始めていた。

　言い合いをしているのは田た中なかと滝たき川がわだった。それぞれの背後には二人ずつの男。要するに三人の男のグループ二つが言いい争あらそいをしている状況。

　その二つのグループは同種で構成されたものだ。田中を含む三人は大学生。滝川を含む三人はフリーター。そんな些さ細さいな要素。それでも、序じよ盤ばんから同種の人間同どう士し会話が多く、そのまま自然に集団が編成されたようだ。

　その脇わきで、イライラとした様子のカオルが、焦じれたように声を上げている。

　また、ぽつんと立っている男女二人の姿。困こん惑わくしたように立っている理り沙さと、おろおろとしているだけの高校生の中なか西にし。

　福原はにやりと笑った。

「何がおかしいの？」

　舞が首を傾かしげている。

「金に目がくらんだ人間の姿がおかしいんだよ」

　福原はふふっと笑った。異常なまでの欲望により、理性のコントロールを失った醜みにくい人間どもの姿。

　福ふく原はらは状況を整理した。状況のデータは福原の頭の中で整せい然ぜんと情報が処理される。

　シンプルに表現するとこうだ。





　扉Ａ　全ての金を持ちだせる。出られる要素は３ポイント

　扉Ｂ　半分の金を持ちだせる。出られる要素は６ポイント






　この条件を満たして扉ドアから脱出すれば、条件の金を持ち出せることができるのだ。また、過半数の人間がイエスボタンを押さないと、扉は作動しない。

　当然誰だれもが扉Ａからの脱出を望んでいる。一千万を手に入れることができ、脱出も果たせる。そう考えている。

　Ａから脱出できる最大の人数は四人。１のカードを持った三人プラス０ゼロのカードを持ったカオル。これで３ポイントの要素を満たすことができるからだ。

　しかし、四人は十一人の過半数ではない。あと三人以上の賛成をもらわねばならない。

　だから、場が混こん沌とんとしているのだ。

　福原は田た中なかと滝たき川がわが討論をしている姿を見た。二つの三人のグループ。あれら二つは３ポイントのグループだ。扉Ａから出るためのグループ構成。そして、どちらのグループが扉Ａから出るか言いい争あらそっているというわけだ。

　さらに、そのグループに入られなかった人間。ぽつんと立っている男女に決定権はない。中なか西にしが１。理り沙さが２の合計３。あの二人は出で遅おくれたためにグループから弾はじかれている。二人には選択権はない。たぶん、最終的にどちらかの男三人グループと一いつ緒しよに、扉Ｂから出ることになるだろう。

　このまま順調にいけばのことだが。

　時計の針はジリジリと回っている。欲望と焦あせりが混こん濁だくして理性を失わせている。集団の議論は空転。そんな揺れている感情が、福原には手に取るように読み取れた。

　男三人グループ同どう士しの言い争いは加熱している。ただし、それはぎりぎり討論の枠わく内ないではあった。福原としては彼らが暴力に訴え、同どう士し討うちをしてくれれば最良だったが、そこまで盲もう目もく的てきではないだろう。

　そして、その場からぽつんと距離を取って立っているだけの、行動力のない男女の姿。

　ある意味バランスを保っているこの状況。福原にとって逆転のチャンスなのだ。

　福原はタイミングを見て立ちあがった。

「立って」

　福原は舞まいの手を取る。

「どこに行くの？」

「いいから、俺おれと一いつ緒しよについてきて」

　福ふく原はらは舞まいの手を引っ張り部屋をそっと移動する。喧けん騒そうにまぎれて、二人の男女に接近した。

　気の弱そうな高校生の中なか西にし。理り沙さは近づいてきた福原に気づいてこちらを見た。

「ちょっと」

　福原は制せい御ぎよした声で話しかけた。

「どうしたの」

　理沙が後ろめたそうに視線を逸そらした。中西は時計を見ている。時間を気にしているようだ。扉Ｂでもいいから早く脱出したいと、そんな思し考こう。時計の針が一周で一時間とするなら、あと二十分ほどしかない。

「二人ともこっちに。話したいことがある」

　福原は有う無むを言わせず、二人を壁かべ際ぎわに引っ張った。この場で必要なのは迅じん速そくな行動なのだ。

「なんだよ」

　中西が面めん倒どうそうに福原に視線を向ける。

「俺らと組もう。そうすれば、この場所でのイニシアチブを握ることができる」

「はあ？」

「時間がないんだろ。このままだと、何も決まらない。だったら、俺たち四人が配分を決めればいい」

「でも……」

　理沙は困った顔をしている。

「話だけでも聞いてくれ」

　福原は強ごう引いんに説せつ得とくを開始した。

　この四人の合計ポイントは６なのだ。女性二人が２のカード。男性二人が１のカード。合計６。

　要するにこれで扉ドアＢの配分を満たすのだ。あとの問題は過半数を満たすこと。それは問題ない。

　過半数までの三人は、このグループが決めることができるのだから。つまり、決定権はこのグループにある。扉Ａから脱出する三ポイントの要素は、このグループの意思次し第だいなのだ。

「なにこそこそしてるのよ」

　集まる四人に気づいて、カオルが声を上げた。表情がとても強こわ張ばっている。焦あせりと恐怖に顔が歪ゆがんでいた。

　カオルの声に、激しく言い争っていた六人も言葉を止め、こちらを見た。

「あまりもので集まって何してんだ？」

　滝たき川がわがこちらを睨にらむ。

「あまりものじゃない。こっちの集団がスタンダードだ」

　福ふく原はらは舞まいの肩を抱き寄せながら、はっきりと言った。

　福原の言葉に、他の七人が顔を見合わせる。

「なに言ってんだ？」

「おまえらは、残るかＢの扉ドアしか選択はない」

　そんな言葉に福原はうなずいた。

「ちょっと違う。俺おれらはＢの扉を選択する。これでＢの６ポイントを満たせるからだ。そして、半分の金を払ってＢから脱出する。だから、あとはあんたら七人で、Ａの扉から脱出する人間と、残る人間とを決めればいい」

　室内が静まった。まだ状況がつかめていないのか、困こん惑わくしたような表情で視線を絡からませている。続けて福原は言った。

「それで、Ａの３ポイントを決定したい。要するに俺たちと組む気のある１のカードを持った三人を決める。それで合計七人。過半数は満たせる」

　胸の熱い炎ほのおに押されるように言葉がついて出る。

　福原の宣言に室内は妙な空気になった。重々しい沈黙の中には、迷いや裏切りなどの思し考こうが渦うず巻まいていた。蠢うごめく人間の感情がはっきりとわかる。まるで数字のデータ情報のように福原の目に映った。

「わかった。組もう」

　言ったのは田た中なかだった。田中たちの三人のグループが同意したということだ。

「まて、俺たちだって」

　滝たき川がわが声を上げた。

　再び、二つのグループが対立した構こう図ず。

　そんな状況を見て、福原はうなずいた。

「オーケー。それはそっちで決めてほしい。三人を決めればいいんだ。早くした方がいい、時間がないだろ」

　福原は時計を指差した。残り時間はすでに十五分を切っている。

「どうやって三人を決めればいいんだ」

　戸と惑まどったような六人の男たち。

「……残る三人を決めればいいんだよ。ほら、最初に俺たちが繫つながれていた鎖くさり。もう一度、利用できるんじゃないか？」

　福原は笑った。冷れい酷こくな言葉が吐と息いきのように出る。心臓の熱さが気分がよかった。逆に心は残ざん忍にんなまでに冷ひえている。自分が自分でない感覚があり不思議だった。

　そんな福原をちらりと横目で舞まいが見た。

　最善の方法はこれなのだ。この室内での暴力は禁忌タブーではない。最終的になし崩くずし的に暴力で決定される可能性は多々あった。そんな場合、男のほうが断だん然ぜん有利なのだ。特に隣の舞などは、真っ先に排はい除じよされるだろう。だからこそ、暴力をコントロールできる立場に立たなければならない。

　ある程度形勢が決まれば銃で牽けん制せいする。過半数を確保したということは、過半数の銃という抑よく止し力りよくを手に入れることでもある。最終的には多人数で少人数を銃で牽制しつつ扉ドアを抜ける形になるはずだ。それが理想的な解答なのだ。

　そんな福ふく原はらの意を知ったか、六人は顔を歪ゆがめて硬こう直ちよくしている。現在は戸と惑まどい膠こう着ちやくが続いているが、あと少し時間が経たてば、必ず争あらそいが始まることだろう。そうしたら動けばいいのだ。福原はにやりと笑った。ゲームをコントロールする側の爽そう快かい感かんがあった。

　そんな福原に、おずおずと近寄ってくる女性。

「……ねえ」

　声をかけてきたのはカオルだった。彼女は媚こびたような視線を向けている。

「どうした？」

　福原は視線を向けずに答えた。

「私は……Ａの扉から出ていいのよね」

「あんたがいなくても、過半数は取れるから」

　福原は言った。

「いいじゃない。だって、０ゼロのカードだから、どこからでも出られるわ」

　福原はそんなカオルの表情をじっと見つめた。

「そのカード、きっと最良のカードだと思って、彼女から取り上げた。でも違ったな」

「どういうこと？」

「それは最悪のカードだ。どこからでも出られるということは、一いつ緒しよに出なくてもいいってことだ。だから、あんたは必要とされない。脱出寸すん前ぜんに扉から押し出しても困らないってことだ」

「なんでそんなことを言うのよ。この子とカードを交換したことを怒ってるの。でもこれは、そんなシステムじゃない。ゲームよ」

　カオルは憤ふん怒どの表情を向けている。しかし、その瞳ひとみの光はか弱かった。弱者の眼まな差ざし。

「百万ずつ」

「はあ？」

「……俺おれたちに百万ずつでいい。そうすれば、どっちの扉から出るのも黙もく認にんする」

　福原は睨にらみ合う六人の男たちの様子を見ながら言った。

「四人に？　そんなのひどいわ」

「俺たちはＢの扉から出るから、半分取られるからな。少しでも金を増やしておきたい。そんなゲームなんだろ」

　福原はカオルに笑ってやった。

　顔をしかめるカオルに対して、福原グループの男女の表情は緩ゆるんでいる。ゲームの支流から本流へと立場の移動。そんな状況の変化。

　福ふく原はらは金がほしいのではなかった。この言葉もカードの一枚だ。

「百万じゃ少なすぎるわ。二百万ずつよ」

　カオルに言ったのは理り沙さだった。その冷たい声は立場の逆転を知ってのことだった。

「やめとけ。そこまでする必要はない」

　福原は理沙を制した。

「でも、あれだけひどい態度だったのよ。真っ先に自分だけ助かろうとして」

　そんな理沙の言葉に、中なか西にしも同意する。理沙は未いまだにカオルのスタンドプレーを根に持っているようだった。そんな会話の外で、カオルは、ただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

「今は金じゃないだろ。まず出ることを考える。ここから出た場所がゴールとは限らない」

　福原は二人を説せつ得とくするふりをした。その横で、舞まいは我われ関かんせずとボーっと立っていた。

「……福原」

　声に振り向くと、あの六人がじっとこちらを見つめていた。

「なに？　残る人間が決まったのか？」

　六人はまだ牽けん制せいしあったままだった。残り少ない時間の中、暴力の選択はしていない。

「相談があるんだ」

　田た中なかが硬かたい表情のまま手て招まねきをした。福原はうなずき近づいた。

「聞くだけ聞く」

　ちらりと時計を見る。残りは十分。

「こっち側に来ないか。あの小学生も一いつ緒しよにでいい。それで、あとは話し合いで扉ドアの分配を決める。それが一番いい。負けたよ」

　田中がそう言った。

「うまくやったよおまえは」

　滝たき川がわが首を振っている。

　譲じよう歩ほの提てい示じ。福原の強ごう引いんなプレイに相手サイドは身を引いたのだ。ゲームの勝者となったことをここで確認した。

　相手の譲歩は福原の想そう定てい内ないだった。もう時間も残り少ない。この集団再編成が最後となるだろう。最終的にこうなるだろうことを、福原は予想していた。

　冷れい酷こくなシミュレーションどおりの結けつ末まつ。

「あの間ま抜ぬけな奴やつらを排はい除じよしよう」

　田中が、言いい争あらそっている三人を見た。彼ら三人は、こっちの密みつ談だんに気づかずに金銭交渉をしているのだ。そんな流れの外にいる存在。彼らはゲームのカードにされたことをまだ気づいていない。

　ただ、そんなあっさりと裏切ることについての罪ざい悪あく感かんが、ほんの少しだけ福原の胸の中に侵しん入にゆうした。カオルや中なか西にしはまだしも、序じよ盤ばんの理り沙さはこんな状況でも舞まいをかばっていたのだ。

　──裏切りなさい。

　そんな声が聞こえた。心臓が熱くなる。思し考こうが冷たく凍こおりつくような感覚。裏切られるほうが悪いのだ。福ふく原はらはそう思った。

　同時に切りつけられるように心臓が痛んだ。姉を思いだしてしまった。裏切られ、捨てられてしまった自分自身の姿。こんな薄暗い空間に立ち尽くす自分の姿が見えてしまった。

　気づくと、あれだけ熱かった胸が冷えていた。逆に冷えていた思考も温まっている。

「……あのさ」

　福原は大きく息を吐いた。先ほどまで自分の感情を動かしていた炎ほのおが消えてしまったような感じだった。倦けん怠たい感かんと虚きよ脱だつ感かん。ぐったりと疲労を感じた。

「これ以上やめよう。やっぱりみんなで出るべきだ。残った人間が死ぬ可能性がある以上、危険は冒おかせない。金よりも安全を優先しよう」

　福原はそう言った。

　そんな福原の言動に、周囲の彼らの表情が弛し緩かんした。表情を和やわらげて視線を絡からませている六人。

「そうだな。福原の言うことが正しいよ」

　田た中なかはうなずき笑顔を見せた。

「ありがとう」

　福原も微笑ほほえんだ。これが本当の最良の選択なのだ。

「じゃあ、あいつらにも伝えてくるよ」

　そう言い背を向けた瞬間、福原は強烈な力で床ゆかに叩たたきつけられた。

「……なっ」

　状況を把は握あくできずにうめく福原の手に、冷たい腕うで輪わの乱暴な感かん触しよくが絡からみつく。

「どけっ」

　必死に抗あらがい、体を抑おさえつけていた男たちを払いのける。立ちあがり、反撃態勢を取ろうとした瞬間、ガクンと右腕が引っ張られ床に倒れた。はっと見ると、右腕にがっちりと手て錠じようがはまっていた。

「…………」

　愕がく然ぜんと立ち尽くし周囲を見た。彼ら六人は福原に呆あきれたような視線を向けていた。

「福原の言うことが正しいよ」

　田中が福原を見下ろしている。

「……でも、正しい意見が最良の選択とは限らない」

　ふふっと笑い声が聞こえた。

「ちくしょう」

　福ふく原はらは銃を取り出し田た中なかに向けた。

「撃つか？　例え本物の銃弾が入っていたとしても、もう手て錠じようは外れない。空砲だったとしたら──わかってるな」

　田中が銃を向けている。他の五人も銃を抜いている。

　落ちつけ、と福原は自分自身に言い聞かせた。まだ、この状態から脱ぬけだせるかもしれないのだ。

　確認する。福原の腕の手錠のアルファベットはＦだった。Ｆは誰だれだ？　Ｆの鍵かぎを持っているのは……。

　この混乱で、あの三人がこちらを見ていた。カオル、中なか西にしと理り沙さ。

「Ｆの鍵を！」

　福原は叫んだ。Ｆは理沙のコードだったはずだ。

「理沙」

　理沙は、手錠をはめられた福原を見て、啞あ然ぜんとした様子で立っている。

「……腕うで輪わを外せ。俺おれたち四人のポイントがないと、正しく分配できないぞ」

　福原は田中に向いて言った。まだ終わっていない。四人のグループは結けつ束そくしている。

「早くＦの鍵を」

　福原は呼びかけた。そんな福原を見て、中西が舌した打うちをした。

「これで元通りだ。時間がないから俺たちで話し合おう。それとも、奴やつを助けたいのか」

　滝たき川がわが二人にそう言った。理沙は再びの立場の逆転を悟さとったのか、福原からすっと視線を逸そらした。

「言うことを聞くな。結束してればこっちが有利なんだ」

　福原は時計を見た。もう十分を切っている。これから集団の欲求をまとめることなどできはしない。

「これから、また金でもめるのか？」

　滝川は福原の言葉に、にやりと笑い理沙と中西に言った。

「おまえたちはＢの扉ドアに。その代わりこの女が百万ずつ払う」

　カオルが不満げな表情をした。

「二百万も？　私のお金よ」

「じゃあ、ここに残るか。そうしねえと、出口をくぐらせない」

「……わかったわよ」

「そして、Ｂの扉に行く三人に二百五十万ずつ払え」

　カオルが目を丸くした。

「七百五十万よ。合計九百五十万。私のお金がなくなるじゃない」

「五十万は残してやるよ」

　滝たき川がわたちが笑った。

「早く、時間がない」

　田た中なかが言った。

「わかった。俺おれらがＢに行こう」

　滝川があっさりと、そう言った。滝川と組んでいた他ほかの二人の男もその言葉に従った。

「おい、金を払えよ」

　田中がカオルに言った。カオルは周囲の男たちから銃を向けられ、仕方なくトランクから出した金を配り始めた。

　さらに、田中たち三人の男もトランクから金を出した。

「ほら、二百五十万」

　田中たち三人は、Ｂの扉ドアを選択した滝川たちに自分たちのトランクから出した二百五十万ずつ渡した。

　そんなシーンを見て、福ふく原はらは首を振った。金の分配も成功したのだ。滝川たち三人は、合計五百万ずつを受取り、千五百万となる。Ｂの扉から脱出すると金が半分になるので七百五十万。

　一方田中たちも二百五十万ずつ払い七百五十万。Ａの扉は全額持ちだせる。

　福原は理り沙さと中なか西にしに目を向けた。先ほどまでコミュニティーを形成していたメンバー。

　しかし、二人はカオルから百万ずつ受け取り、それで満足していた。安全と金が手に入るのだ。すでに二人は福原のほうを見ていなかった。完全に捨てられたのだ。

　福原は笑った。裏切られるほうが悪いのだ。甘あまく温ぬるい思し考こうの自分自身が失敗の原因だった。そのペナルティーなのだ。考えてみれば、日常生活においても、自分の思考は全すべてにおいて甘かった。

　金の分配が続く中、福原は呆ぼう然ぜんと床ゆかに這はった。何故なぜ、欲求に従わなかったのか。自己防衛と金銭欲に流されていれば、自分はあちらのポジションにいた。

「……ん？」

　這いつくばう床に違い和わ感かんがあった。薄い紙が貼はってあるような妙な感かん触しよく。あの扉と同じだった。部屋の中央の床の手て触ざわりが違う。

　福原は慎しん重ちように床を引っかいた。爪つめに紙が引っかかり、ぺらりとめくれた。




　１|６




「…………」

　この部屋に残るべき要素、だろうか。

　思った。何か違う。

　顔を上げてはっとした。目の前に心配げな表情の舞まいがいる。彼女も集団から弾はじかれた要素。つまり、この部屋に残らざるを得なくなった要素だ。

　舞まいの２と福ふく原はらの１。合計三の要素。……六分の一ではない。

　六分の一を満たすのなら、二でなければならない。総数は十二なのだから。

　気づいた。その余分な一の要素が、死ぬのでは？

　福原は左胸の自分のカードを見てぞっとした。カードには１と表示がある。

　余分な要素は福原なのだ。

　再び顔を上げると、舞と目が合った。キラキラとガラスのような双そう眸ぼうをこちらに向けている。何も知らない無む垢くな瞳ひとみ。

「ん？」

　舞は小首を傾かしげた。

　──裏切りなさい。

　また声が聞こえ心臓が熱くなった。これが最後のチャンスなのでは？　今度こそ──。

　その時、グオーンと妙な音が部屋に響いた。

　顔を上げて愕がく然ぜんとする。二つの扉ドアが動いていた。回転を始めた扉。ターンテーブルの上に乗った連中が薄笑いを浮かべこちらを見ていた。脱出の実行だった。

「……ちくしょう」

　福原は反射的に銃を向けて引き金を引いた。激しい怒りと共に、轟ごう音おん。

　空砲だった。

　扉は回転を終え、止まった。こちらに見えているのは扉の裏側だった。半円柱状になっている扉の裏側。福原はカツンと銃を床ゆかに落とした。

　空砲でよかった。まず思ったことはそれだった。もしも実弾が入っていたら、他人を傷つけていたのだ。そして、一瞬の安あん堵どのあとに、強烈な後こう悔かいが福原の思し考こうを占領した。

　部屋に取り残されたのは、集団の中で弱い要素のこの二人だった。ゲームの失敗。時計を見た。あと、五分もなかった。終了までのカウントダウン。

　気づくと異常に汗を搔かいていた。知らず知らずのうちに呼吸が早くなり、喘ぜん息そくのような呼吸音が響いていた。

「大丈夫？」

　舞が福原の額をぬぐってくれた。

　カードと交換をしろ。福原の理性がそう訴えた。

　──これが最後のチャンスですよ。

　頭に響く声。交換しろ。助かれ。裏切れ。時間がない。再び福原は炎ほのおのイメージを見た。

「うるさい！」

　福原は叫んだ。ノイズのような思考がとても凭もたれた。

「どうしたの？」

　舞まいが驚いた顔をしている。

「……大丈夫。心配しなくていい。このままじっとしていれば、たぶん君は助かる」

　福ふく原はらは舞に微笑ほほえみかけた。できなかった。こんな弱い立場の人間を陥おとしいれることはできない。

　そんな時、舞の表情が変わった。

「あなたは馬ば鹿かね。余よ計けいなものばかり見て」

　舞は皮ひ肉にくげに笑いそう言った。それは冷れい酷こくで残ざん虐ぎやくな笑みだった。

　福原はその表情を見て啞あ然ぜんとした。

　何かがおかしい。そう思った。

　舞は笑みを浮かべたまま部屋に視線をやっている。福原は立ちあがった。この異い様ような部屋。複雑な仕し掛かけが多すぎる。首を吊つった人形パペツトに扉ドアやトランク。それらは、世界に氾はん濫らんする莫ばく大だいなノイズのように思えた。

　時計をみた。もうすぐタイムリミットだった。

　自分自身の失敗は目に見えている。手て錠じように繫つながれたこの状況が現実だ。

　しかし、扉から脱出した連中も、果たして本当に成功したのだろうか。そんな思し考こうが沸わきあがる。彼らの行動はシステムを作った側の思おも惑わくの中の行動なのでは。恐怖と欲望をコントロールできずに、流れるままに行動した。

　奴やつらが間違っていることは自分でもわかる。真実を見ていないからだ。恐怖と欲望のノイズでゴールを見失っている。氾はん濫らんする無む駄だな情報に本質を見み誤あやまっている。

　このゲームはもっとシンプルだったのでは？　そう思った。

　もともと、ここから脱出するゲームだっただろうか。いや、誰だれもそうは言ってはいない。人形も脱出してくださいとは言っていない。

　福原は座る人形を見つめた。ずっと部屋の中央で、プレイヤーの混乱ぶりを見つめていた。

　人形を調べてみた。ピエロのような服装のハングドール。

「…………」

　福原は人形のポケットを探って息を止めた。ポケットの中にはカードが入っていた。十一人が持っていたのと同じ電子カード。

　人形のカードにはＹＥＳの文字と、２という数字の表示。

　どういうことだ？

　福原は時計を見ながら必死で考えた。もう残り一分ほどだった。先ほどとは違い、靄もやのかかった思考は上手うまく回らない。それでも、なんとか情報を整理する。

　プレイヤー要素の総数が十二ではないということだ。合計十四となってしまう。

　プレイヤー？

　福原ははっとした。序じよ盤ばんの違い和わ感かんに気づいた。

　人形は、カードを持っている者をプレイヤーと呼びます。そう言っていた。

　同時に言っていた。ここには十一人の人間がいます、と。

　何故なぜ、人間とプレイヤーの言葉を使い分けたのか。

　扉ドアを見る。プレイヤー要素の１|４の人間が脱出できる。あの扉の言葉も、人間とプレイヤーを使い分けている。

　思った。プレイヤーと人間は同じ意味ではないのでは？

　人形を見た。この人形もプレイヤーなのではないだろうか。

　全すべてはノイズだったのだ。カードの数字も人形も言葉も。

　プレイヤーの一人が、また首を吊つられてしまいます。

　福ふく原はらはゆっくりと後ずさりをした。もうタイムリミットだった。そばにいた舞まいの手を取り人形から離れる。

　ブザーの音が鳴り響いた。時間切れを表現する悲鳴のような音。福原は息を止めた。

「さーて、時間です」

　甲かん高だかい声は人形のものだった。人形は首をくるりと回転させた。

「この部屋に残っているプレイヤーの一人が首を吊られちゃいまーす。さーて誰だれですかねえー」

　人形がケタケタ笑ったその時。

「……ウゲー」

　ガクンと強い力が人形に加わり──再び人形は首を吊られ天井へ。

　沈黙する室内で、最初と同じように吊られた人形が揺らいでいた。福原はじっとそのシーンを見つめた。

「運がよかったわね」

　福原の手を払いのけるようにして、舞が言った。

「……ゲーム側の人間か」

　福原は舞を見つめた。

「ええ。テストの監かん視し役やくなの」

　舞は冷たい表情で言った。子供にしては大人おとなびた表情だった。

「このカードのナンバーはなんだったんだ？」

「最初にあなたたちが推すい測そくしたとおり性別よ。男性が１で女性が２」

「生理の来ていない女の子は０ゼロ」

「……人形が０よ。最初に交換をしていた、っていう状況設定なの。だから人形が私の２のカードを持っていた」

「なるほどね」

　福原は納なつ得とくした。

「一応聞かせて。あなたが推測するこのゲームの正解をね。別に当たっても外れても関係ないけど」

　舞まいは見み下くだすように言った。福ふく原はらはしばらく考えてから口を開いた。

「この部屋のプレイヤーを配分するだけだろ。いたってシンプルだ。俺おれたちは様々なノイズに惑まどわされすぎた」

　カードを持っているプレイヤーは人形を含め十二人。そして、配分するのは十一人の人間なのだ。

　プレイヤー十二の四分の一の人間三人をＡの扉ドアへ。

　プレイヤー十二の二分の一の人間六人をＢの扉へ。

　プレイヤー十二の六分の一の人間二人をこの部屋に。

　これで合計十一人の配分がすむ。そして、残ったプレイヤーの人形が再び首を吊られる。

　言葉のパラドックス。それを利用したパズルだったのだ。

「だから扉から出て行った連中は配分に失敗した」

　扉Ａから出て行ったのは四人。扉Ｂからは五人。要するに、配分を満たしているのはこの部屋だけなのだ。人間二人がいるこの部屋。

　結果的にゲームの勝者は福原だけとなった。

「これはなんだったんだ？」

　最大の疑問はゲーム内容ではなく、これがなんであるか、なのだ。

「あとで説明するわよ」

「テストと言ったよな」

「そうよ。あなたは結果的にクリアーできたけれど、内容はよくなかったわね。最良は全すべてに気づいてゲームをコントロールする。次がこの部屋に残り、私とカード交換をして自分の安全を確保しようとする。あなたは……ブービーかしらね。運よくここに残っただけ。失敗した他ほかの人間より運がよかっただけ。まあ、ゲームの結果自体はほとんど関係ないのだけどね」

　くすっと舞が笑い二つの扉を見つめた。

「扉から出て行った連中はどうなる？」

「ゲームは続く」

　平然と舞が言った。

「俺はどうなる」

「一応クリアーよ。ひとまず日常生活に戻りなさい。そうしたら私が説明してあげるから」

「また会うのか？」

「私は意外にあなたの近くにいるのよ。そしてね、きっとあなたがこのテストはクリアーすると思っていたの。ちょっと、内容にはがっかりだったけれど」

　舞はポニーテールを揺らし皮ひ肉にくげに微笑ほほえんだ。

「なんでこんなくだらないことをやった」

　舞は平然と福原を見つめ返す。

「だからあとで説明するわよ」

「今教えろ」

　福ふく原はらは声を荒らげて、舞まいの胸むな倉ぐらをつかんだ。

「乱暴しないで。教えるわよ」

　手を離してやると、舞は怒ったように福原を睨にらんでから少しだけ後ろに下がった。

　息苦しかった。この非現実的なくだらない出来事。何故なぜこのような恐怖と混乱を体験せねばならないのか。

　そして、妙なイメージの正しよう体たいは。

「なあ……」

　福原は再び舞に視線を向けて息を止めた。

　キュロットスカートの裾すそをまくって、舞が手に取ったものは[image: ]けん銃じゆうだった。

「やっぱりあとで説明するわ」

　舞は無む垢くな笑顔と銃口を向けた。

　銃声と同時に、太ふと腿ももに重い衝しよう撃げきと痛みを感じて床ゆかに倒れた。次の瞬間、視し界かいがぐるっと回った。意識がドロドロに溶けていくような感覚と浮ふ遊ゆう感かん。

　意識の途と切ぎれる寸すん前ぜん、学校生活の日常を思い浮かべた。変わらぬあの日常に戻れるのだろうか、と思った。

　意識が途と切ぎれた。

　──暗くら闇やみ。







[image: ３　日常ｂ]
















　あれから、三日が経過していた。目覚めた時は自分の部屋のベッドだった。がらんとした変わらぬアパートの部屋。くすんだ色のコンクリートの天井。

　起きるとベッドの横にはトランクが置かれており、その中には、一千万の札束が入っていた。非現実的な出来事の物ぶつ的てき証しよう拠こ。

　ベッドの上でずっと夢を見ていた気がする。頭の中でフィルムを映写され続けたような夢。人間の混乱、欲望、破は滅めつと死。そんな象しよう徴ちよう的てきな映像。

　そして体の燃えるようなイメージ。

　しかし、その炎ほのおのイメージは徐じよ々じよに弱まっていった。消える寸すん前ぜんの弱々しく揺らめく炎。

　誰だれかが目の前に立っているような気がした。そして、こう言ったような気がする。

　──私はなんのために存在しているのでしょう。







「……マリナーズのイチローはマルチヒットで十二試合連続安打。ヤンキースの松井秀喜はレッドソックスの松坂と対戦して二十五号ホームランを打ちました。現在七回で四対一でヤンキースのリードです。ちなみに高橋文具店で千円以上購入の生徒には、松井秀バージョンのクリアファイルがサービスされます。以上お昼のメジャーリーグ速報でした。ゆっくりご飯を食べてくださいね。購買では、焼きそばパンとソーセージロールが今から二割引です。リクエスト音楽はオリビアのそよ風の誘ゆう惑わく。パーソナリティー、リッチーでした」

　日常には変化がなかった。

　笑顔を浮かべているクラスメイト。くだらないテレビ番組や芸能ニュースについて話しかけてくる由ゆ紀き。自分の窓まど際ぎわの座席。二年一組での居場所。表面上は変化はなかった。

　風が吹いていた。真っ青な空には雲ひとつ浮かんでいなかった。福ふく原はらは、屋上のフェンスに寄りかかりながら大きくため息を吐ついた。

　福原が昼休みの校庭を見下ろしていると、屋上の金属扉とびらの開く重々しい音が響いた。セーラー服姿の女子生徒が平然とこちらに歩いてくる。

「こんにちは」

　女子生徒は福原の隣のフェンスに凭もたれかかった。リボンのカラーで中等部の学生だとわかった。

「驚いたかしら？　ここの生徒なのよ」

　舞まいがくすりと笑って、ポニーテールを揺らした。強めの風にスカートの裾すそを押さえている。

「うん。小学生かと思ってたから」

　福ふく原はらは横目で舞まいを見た。胸のネームプレートには深ふか見みと書かれている。

「見る目ないのね。どこを見て小学生だって思うのよ」

「…………」

「やめて、気き色しよく悪い」

　舞が福原の視線に、胸を隠かくす仕し草ぐさをした。

「中学二年生？」

　黄色のネームプレートは確か二年だ。

「そうよ。中等部の二年五組の深見舞です」

　この学校は同じ敷地内に中学と高校がある。ほとんどの生徒が中学から高校にエスカレーター式に進学する。金持ちが入る学校としても有名なのだ。放課後には学校脇わきの道路にずらっと車が並んでいる光景がある。

「意外ね、また胸むな倉ぐらつかんで問いつめたりするかと思っていたのに」

　何故なぜかそんな気持ちはなかった。あの非現実な体験は、すでに遠い記憶のように薄れていた。

「平然と銃を撃った奴やつのセリフとは思えないな」

「あれは麻ま酔すい銃じゆうよ。傷も残らなかったでしょ」

「可愛かわいげのない奴。謝あやまりもしない」

　福原は舌した打うちをした。

「エヘッ、ごめんね」

　舞がぺろっと舌を出したので、福原はそっぽを向いた。

「……元気ないのね。もしかして落ち込んでるの？　職員室に呼びだされていたものね。担任の美人の先生泣かせちゃったし」

「よく知ってるな」

　福原は舞に視線を向けた。

「一いつ緒しよにセザンヌ展見に行ったりとデートした仲の先生なのにね」

「なんで知ってる？」

　福原は目を丸くした。

「私はなんでも知ってるもの。あなたのプロフィルだってそう。二年一組、福原駿しゆん介すけ。血液型Ｂ型。身長１７３・５センチ。体重57キロ。委員会、部活動などの所属はなし。ただし、特技を生かして学校内ギャンブルを行っている。通つう称しよう、精密機械の福原として、総合ランキング七位。でも、現在そのギャンブルシステムが学校サイドに漏もれ、機能停止中。主力メンバーであった福原も、ペナルティーを検討されている。まあ、停学にはならないわよ」

　福原自身は厳重注意となり実際の罰ばつ則そくは未定だ。ただ、ゲームのコーディネートサイドの数人が数日の停学などの罰則をすでに受けている。速はや水みも停学中だった。

「ランキング上位はだいたい守られているのだけどね。総合ランキング一桁けたで懲ちよう罰ばつを受けたのは福ふく原はらだけよ。学校サイドにばれた時に欠席していたから売られたのね。福原のクラスメイトも賭かけに参加していたでしょ。彼らが、あなたを売ってスケープゴートにしたということ。成績や内申書に影響するからね」

　福原は唇を嚙かんだ。

「これをきっかけにくだらない学校のギャンブルなんて止やめなさいな。それに、もう小こ金がねを稼かせぐ必要もないじゃない」

「そうだな。じゃあ、そろそろ、その説明をしてもらおうか」

「そうね。どこから説明すればいいかしら」

　舞まいはじっと校庭を見ながら考え込んでいる。風に前髪がなびいて、くすぐったそうに大きな目を瞬まばたいた。意外に大人おとなびた横顔だった。

「ゲームシステムがあるの」

　ぽつりと舞は言った。

「ん？」

「ほら、さっきの学校のギャンブルシステム。あんな感じかしら。ただし、規模は比較にならないほど大きいけど。様々なゲームがあって、賭けも行われているし、見て楽しむだけの人間もいる。そんなゲームをコーディネートする集団もあるの。資金提供から、調査、人じん材ざい派は遣けん、場所作り、企画、沢たく山さんの人間が絡からんでいる。それぞれはシステムの部分部分を担にない、相そう互ご的てきな関連はないの。要するにシステムの全体像はつかめないようになっている」

「要するに金か？」

「お金が動く場所って自然にできるから。学校のくだらないギャンブルシステムと同じくね」

「それが、あの部屋で行われたゲームというわけか」

　福原は吐はき気けを感じた。そんな福原に舞は首を振る。

「あんなつまらないゲームは、娯楽にならないし、賭けの対象にもならない。あれはテストのようなものよ」

「プレイヤーの選抜テストか」

「……プレイヤーだけではないのよね」

「どういう意味だ？」

　福原は顔をしかめた。

「変な出来事があったでしょ。体調変化とか、自分の感情がコントロールできなくなったりと。上手うまく表現できないけど」

　確かに、不安定な感情や体調変化はずっと感じていたことだ。

「頭に響くような声も？」

　その言葉に、今度は舞が顔をしかめた。

「もう声とか聞こえるの？　おかしいわね」

「なんなんだ、それは。体もおかしかった。自分の感情も」

「精神に作用する存在」

「はあ？」

「私たちはパルスと呼んでいる。短い時間だけ継続する変化との意から」

「変化？」

「他ほかにも脈みやく拍はくや鼓こ動どうの変化や躍やく動どう、興奮などの意味も込められているの」

「それが声？　俺おれがおかしくなった？」

「あなたがおかしくなったわけじゃないのよ。パルスに感かん染せんしただけ。簡単に説明すると……」

　舞まいはそのパルスについての説明を始めた。

　パルスとは、例えるなら人間に寄き生せいする存在である。人間の精神に密接に絡からんでおり、精神に作用する存在と表現される。

　人間の精神と結びつくことで進化し、現在は意思を持っている。

　また、パルスによって人間も進化することができたのだ。

「人間は、戦争などの混こん沌とんから進化したわけでしょ。要するに、パルスは戦争などを助長していたわけ」

　ただし、現在はお互いに進化の袋ふくろ小こう路じ状態だと。パルスは物質的に進化し、人間と完全に同調できなくなっている。

　それでもパルスは、本能的に人間と結びつき、欲求を増加させる。欲求を上げるのはパルスの生存本能である。欲求の増加により混沌が生まれるからだ。

　パルスは同時に人間の能力をも上げる。知力や体力、他にも特殊な能力が人間に生まれる。上手うまくコントロールできれば、人間にとってもプラスなのだ。

「大昔の神と崇あがめられる存在や、歴史上の英雄ヒーローなどは、パルスをコントロールしていた存在なのよ」

「どんな能力を上げるんだ？」

「人によって違うわよ。肉体的から思し考こう的てきなものまで、その人間に合った能力が引きだされ解放されるの」

「能力の解放……か」

「あなたにもその変化があるでしょ。あの時、あなたの思考はどうだった？」

　福原は回かい想そうした。あの部屋でのゲーム。確かにあの特異な状況で、福原自身異常なまでに冷静に行動し思考を回転させていた。それがパルスの影響だというのか。思えば他の連中もそうだった。金という欲望に、恐怖を消したような、そんな異常な思考状態。

「あそこに集まった人間はね、みんなパルス感染者。完全じゃないけどね。覚かく醒せいすると変化するのは欲求の増加。パルス解放時には、瞬しゆん発ぱつ的てきに思考能力や体力などの能力の上昇に伴ともない、見た目にも瞳どう孔こうの拡大などの変化が見られる。でも、感染してからパルスが成長する人間は一ひと握にぎり。あとはだいたい霧む散さんしちゃう。だからあのゲームが行われたの」

「俺おれたちプレイヤーのゲームじゃなかったということか」

「そうよ。パルスのため。放っておくと、ほとんどのパルスは消しよう滅めつか暴走する。感かん染せんはしても、人間と同調して成長する率はすごく低いの。たぶん、感染したことも気づかないまま消滅するパターンが一番多いほど。あそこに集まった人間は、感染しつつもパルスは不安定な状態の人たち。だから、あのゲームの目的は、娯楽でも賭かけでもなく、パルスを覚かく醒せいさせるため」

　パルスの成長には人間の欲望による混こん沌とんが不ふ可か欠けつである。しかし、現在完全に同調もできずに、人間をコントロールして戦争などは起こせない。そこで、間接的な手法が取られている。

　それがゲームである。人間サイドの協力を得て、そんなシステムができあがっているのだ。ゲームにおける資金流通経けい路ろもしっかりと組みあがり、システマチックなものとなっている。

「そのゲームをビリオンゲームと呼ぶの。ビリオンていうのは、プレイヤーのランキングのこと。ゲームを重ねるごとにランキングが上がっていって、ビリオンランクは最さい高こう峰ほう。そのランクから名前を取って、ビリオンゲーム。でもね、私たちは最低ランクのプリズナーから名前を取って、囚しゆう人じんゲームという通つう称しようで呼んでいる」

　ビリオンゲームは、人間とパルスの相互の意思から生まれたゲームなのだ。お互いの利益のために生みだされたゲーム。

「パルスに感染した人間は選ばれた人間なのよ。感染率もとても低い。一万人に一人とも言われている。成長させられる人間となると、もっと少なくなる。でも覚醒したパルスを完全にコントロールし同化することができれば、地位も名誉も思いのまま、全すべてを手に入れられる。そんな成功者はどの組織からも引ひく手てあまただもの。副ふく次じ的てきにビリオンゲームでも結果を残すわけだから、莫ばく大だいなお金も手に入れることができる」

　舞まいは皮ひ肉にくげに笑った。

　感染者は人間としての正確な指針を手に入れる。欲求も増え、何を求めるべきなのか明確になる。基本的にパルスは、何かを求めている人間に感染する。欲望が大きい人間ほど感染しやすいのだ。

「感染してからの段階を簡単に説明するわ」

　舞は手帳を取り出し、万年筆で文字を書いた。




　　第一段階　感染

　　第二段階　覚醒

　　第三段階　成長

　　最終段階　同化




「感染は福ふく原はらが日常生活において違い和わ感かんを感じていた段階よ。この段階でパルスはほとんど消滅する。だから、覚かく醒せいを促うながすために、あのようなゲームを行うの。ゲームで第二段階の覚醒を促す。福原は現在第二段階と第三段階の間ぐらい。第三段階はパルスの成長。それを助長するのがビリオンゲームということ。ビリオンゲームを介かいしてパルス解放などのコントロールを覚える。それに成功し続ければ最終段階の同化に到達できる。つまり、選ばれし者になる」

「なるほど、こうして聞くとあのゲームもいいことずくめのように聞こえるな。でも、それだけじゃないだろ」

「ええ、当然リスクもある」

　最終段階までにおいて、失敗する人間のほうが多いはずだ。そんな彼らの運命は。

「感かん染せん者しやの失敗のパターンは三種類あるの」

　舞まいは再び手帳に文字を書いた。




　　消滅

　　囚人

　　暴発




「ひとつはパルスの消しよう滅めつ。覚醒するまで、また覚醒してからも消滅する可能性がある。欲求が満たされて消滅する場合もある。でも、消滅パターンが一番幸運。ある意味成功ともいえる。元の生活に戻れるのだからね。でも、時間が経たつほど消滅の可能性は低くなり、危険度が上がるの。上手うまく消滅させないと、複雑に絡からみ合った人間の心まで一いつ緒しよに消滅する可能性があって、そんな人間は命令を聞くだけのロボットのようになってしまう」

「消滅するなら序じよ盤ばんがいいのか」

「そうよ。不安定な時期に消滅したほうが幸運ね。パルスは心に根を張っていくようなもの。成長して根を張った草ほど抜けにくいでしょ。強ごう引いんに抜くと絡みついた土までごそっと持っていかれてしまう」

　福原は心臓を手で押さえた。現在パルスはどれほど根づいているのか。

「次は、ゲームにおいて破は滅めつするパターン。つまり、囚しゆう人じんゲームに失敗する。当然ゲーム自体、プレイヤーを助けるだけのシステムじゃなく、リスクもあるから。ゲームに負けたら破滅することになる」

「破滅したプレイヤーはどうなる」

「ゲームで失敗を重ねて、続行が不可能になるとプリズナーとなるのよ」

「囚人？」

「ええ、ビリオンゲームのランキングの最下層。そんな人間はゲームの道具として利用されたりとするの」

　舞は福ふく原はらから視線を逸そらして複雑な表情を作った。

「そして最後に、成長するパルスをコントロールできずに、パルスの炎ほのおに焼かれて身を滅ほろぼすパターン。つまり、パルスの暴ぼう発はつ、暴走」

「パルスのコントロール？」

「ええ。パルスは欲求を増幅させる。それを理性でコントロールしなければならないの。でないと、待っているのは破は滅めつだけ」

「あのゲーム、俺おれはパルスをコントロールできたのか？」

　福ふく原はらは回かい想そうした。あの炎のイメージ。炎に突き動かされた感情と衝しよう動どう。

「もともとあのゲームは、謎なぞを解いてのクリアーが目的ではないの。不安定なパルスを、プレイヤーの感情を煽あおって覚かく醒せいさせるため。あなたは覚醒はしたと思うけど、コントロールのレベルではない。それでも、あのメンバーの中で、一番バランスがよかったと思う。覚醒しつつ理性でゴールへと動いた」

「他ほかの連中はどうなった？　俺たちを除いた九人」

　田た中なかや理り沙さはあれからどうなったのか。

「知りたい？　彼らの結果を」

　舞まいの瞳ひとみが冷たく光った。

「ああ、俺同様、元の生活には戻ったんだろ」

「そうとも言えるわね」

　舞はポケットから写真を取り出し、福原に見せた。

　その写真を見て目を見開く。写真にはカオルが写っていた。コンクリート壁を背景としたカオルのバストショット。

　彼女は笑っていた。しかしその笑顔は明らかに異常だった。開いた瞳どう孔こうと写真からでも伝わる狂くるったような笑み。カオルの恍こう惚こつとした表情を見て恐怖を覚えた。通常の精神状態でないことは、はっきりとわかった。

「元の日常生活のポジションには戻されたわ」

「……どうなったんだ？」

「パルスの炎に焼き尽くされた人間の末まつ路ろ。燃え上がりすぎた欲望の炎に心を焼き尽くされた。つまり暴発した」

「全員こうなったのか？」

　福原は写真の笑うカオルを見つめながらつぶやいた。あの時、カオルにもパルスが感かん染せんしていた。そして、カオルは欲望のまま動いた。ゲームにはさらに続きがあり、さらに欲望を増ぞう殖しよくさせた結果がこれなのだ。

　パルスの暴発は、人間のシステムに深い傷をつける。

「全員じゃないわ。パルスが覚醒しなかった人間もいるもの。理沙って子は、最後まで覚醒しなかったと思う」

　福ふく原はらは少しだけホッとした。

「でも、残りはこうなったみたいだけどね」

　舞まいは写真をしまいながら言った。

「……ひどいことを」

「初期段階の暴ぼう発はつだから、リハビリによって元に戻る可能性はあるのよ。まあ、そのケアについて組織のほうはノータッチらしいけど」

「おまえはなんなんだ？　おまえも感かん染せん者しやか？」

　福原は、平然と説明し続ける舞を睨にらんだ。

「おまえじゃないわ」

「舞ちゃんも感染者なのか？」

「舞でいいわよ。できれば深ふか見みさんがいいけど。私は感染者じゃないの。囚しゆう人じんゲームのプレイヤーのエージェントをしているだけ。私の父の会社がシステムに関かかわっていてね。だから関係者。私、結けつ構こういいとこのお嬢様なのよ」

「それで、身を滅ほろぼした連中を見てきたのか？」

「私はまだそんなに見ていないわよ。補ほ佐さしたプレイヤーは、あなたで三人目だもの。話によるとね、ほとんどが暴発する前にゲームで失敗して身を滅ぼすらしいの。そしてプリズナーとなって、ゲームに利用されてしまう」

「パルスの炎ほのおに焼かれる前に、ゲームの炎に焼かれた、か」

「私が補佐した一人はプリズナーに陥かん落らくしてしまったの」

　舞は福原と視線を合わせずに、遠くの空を見つめている。

「もうひとりは？」

「……まだゲームを続行している。そのうちわかることだから、今言っておくけど、あなたのクラスメイトよ」

　福原は顔をしかめた。学校生活をこなしながら、あのようなゲームを行っている生徒が近くにいるというのか。

「立たち花ばな飛鳥あすかよ」

　舞はそう言った。

「あいつが？」

　福原は目を見張った。学校生活での立花飛鳥を回かい想そうした。時とき折おり学校を休んでいたのはゲーム関連だったということか。クラスに溶け込まずに、いつも別の方向を見ていたのは、それが理由だというのか。同時に思った。だとしたら、飛鳥は何故なぜこの学校などに来ているのか。

「あいつは俺おれが感染したことを知っている？」

　福原は不自然な飛鳥の態度を思いだした。

「たぶんね。言わないけど、気にしているようだったな」

「舞まいと屋上で会っていた？」

「そうよ。次のゲームの情報とか。密会デートするにはいい場所だもの、ここは。でも、たまに邪じや魔まが入るけどね」

　舞はちらりと福ふく原はらを見た。

「あいつは……なんのためにゲームを？」

「どういうこと？　知りたいことがあったら、直接聞けばいいじゃない。基本的にこのことは他人に漏もらしては駄だ目めよ。ペナルティーがあるわ。秘密は自分自身の内にしまうこと」

　舞は、トントンと自分の胸を叩たたいた。

「言ったらどうなる？」

「強制召しよう集しゆうのゲームに参加させられるでしょうね。それも危険度の高い。現にそんなプレイヤーが集められて、死のリスクのあるゲームが行われたりするもの」

「誰だれにも言えない、か」

「でも、プレイヤー同どう士しならいいのよ。仲良く情報交換をすればいいじゃない。逆に、エージェントとしての私は、他ほかのプレイヤーの情報をいたずらに漏らしてはいけないの」

　福原は沈黙した。あんなクラスのつまはじき者と傷を舐なめ合あえというのか。

「不思議なのよね。こんなに身近に感かん染せん者しやが集まるなんて。もしかしたら感染に法則があるのかも。パルスについてはまだ解明されてない要素が多いのよ」

「立たち花ばなは、どうなると思う？」

「……彼女は強固な精神力と理性でパルスをコントロールしている。でも、彼女はきっとゲームの炎ほのおに焼かれる気がする。ゲームに失敗して、プリズナーに陥かん落らくする可能性が高い。彼女のような純じゆん真しんな目的が一番厄やつ介かいだもの。ゲームに成功するには金銭などの単純な欲望のほうがいいの」

「……俺おれはどうなんだ？」

　自分の今後はどうなるのだ。

「あなたはたぶん、最初のパターンだと思う。つまりパルスの消しよう滅めつ。あのゲーム経けい過かをずっと見ていたけど、あなたには欠かけているものがある。それは金銭的欲求。ほとんどの人間が、金銭的欲求でのパルス感染よ。でも、あなたは意外にお金を欲してない。きっと、ぽっかり空あいた心にパルスが侵しん入にゆうしただけ。そうでしょ、あれ以上お金を稼かせごうという意思はある？」

「どうだろう」

「お金を欲する感染者は、お金を手に入れても、さらに欲する。パルスにより、欲求が拡大しているから。そんな欲求と理性との鬩せめぎ合あいが続き、パルスも成長していく。お金が一番いいのよ。だって限りなく求め続けられるから。でも、あなたはそんな感じじゃないわ。ギラギラしていない。たぶん、パルスは霧む散さんして、消える。逆に消えないとパルスの炎に焼かれてしまうでしょうね。なんのためにゲームをやっているかが重要。ゲームのためにゲームをやった時点で自分を見失う。あなたは特にゲームそのものにのめり込むタイプだもの」

「このまま消しよう滅めつしたら俺おれはどうなる？」

「さっき言ったとおりゲームは終わりよ。ゲームのことは全すべて忘れて日常生活だけをこなすことになる。今までと同じようにね。この段階での消滅は安全だから安心なさい。ちなみに、あのトランクのお金はあなたのものよ。自由に使っていいわよ。まあ、基本的な生活費は困ってないでしょうけど」

「俺の現状も調査済みか」

「もちろんよ。いろいろあって、あなたの周辺は調査が済んでいるの」

　舞まいは意味ありげに言った。

「あの密みつ室しつで、俺のこと知っててずっと見ていたのか」

「そうよ。きっとあなたならクリアーできるとは思っていたけど、経けい過か的てきにはがっかりだった」

「俺はただひとりクリアーした」

「でも、いうなら相手は素人しろうとよ。余った時間をパチンコなんかで浪ろう費ひしているような。でも、あなたはこの学校でギャンブルをこなしている。一応ランキング十位以内だし」

「舞はくだらないゲームだって言ってただろ」

「ええ。でもね、客観的に見ても、この学校のギャンブルシステムはよくできていると思う。並へい行こうして優秀なプレイヤーが台たい頭とうしてきている。現王者のブルーアイなんてその象しよう徴ちようね」

「あの天才のことも知ってるのか」

「ええ、ギャンブルゲームのデータは全て持っているもの。例えば福ふく原はらの過去の麻雀マージヤンの打ち筋データもずっと前から持っていた。……綺き麗れいだった。統制された牌パイや上がりへ向かう動き。周囲の情報を取り入れ、柔じゆう軟なんにデータ出力をした、そんな感じだった。音楽的な美しさがあった。そのデータを見た時、あなたに興味を持ったの。でも、会ってみたらこんなだったけどね」

「こんなんで残念だったな」

「とにかく、そんな中、ゲームで揉もまれたあなたを、ある程度の評価はしているつもりだった」

「へえ、なのに舞の評価を落とした原因はなんだったんだろう？」

　舞は考え込むように人差し指をクルクルと回している。

「福原の評価できるところは柔軟性と冷静さ。精密機械と呼ばれるほどのクールな情報分析能力と、ゲームへの順じゆん応のう力りよく。部門別で見てみると、唯ゆい一いつオリジナル部門で一位を取っている。コーディネーターサイドが製作したオリジナル要素を含んだゲームなどね。でも、あなたには弱点がある。それは詰めの甘あまさ」

「どっかで聞いたようなコメントだな」

「ゲームの対戦で、相手を追い込むべき時に、福原は同情してしまう。勝負よりもゲーム自体にこだわっているのね。ゲームは楽しむもので、相手を陥おとしいれるものではないという思し考こうがどこかにある。相手を追いつめた時に、福原の目的は綺麗にゲームを続けることにシフトする。ゲーム自体の表面を綺き麗れいに取とり繕つくろい始める。甘あまいわ、詰めが甘い」

「学校のくだらないゲームの話だろ」

「あの密みつ室しつでのやり取りにも甘さはあった。私を助けようとしたり」

「助けない方がよかったか？」

「プレイヤーとしては甘いもの。甘いところは学校生活でもそう。幼おさな馴な染じみの女の子と距離を縮ちぢめることはないし、美人教師とデートした時にいい雰ふん囲い気きになった時もキスすらしなかった。変化を恐れてか、生活を綺麗に取り繕っているだけ。全すべてにおいて詰めの甘さがある」

「なんで、日常生活にもってくるんだ」

「あと、会話に下ネタをいれて喜ぶところとか、態度の軽さとか、口の聞き方がなってないとか、カフェイン中ちゆう毒どくだとか、何事にも上うわっ面つらなところとか、マイナス要因は多々あるわよ」

「それは、全く関係ないだろ」

　福ふく原はらは憤ふん然ぜんと舞まいの言葉を遮さえぎった。

「もうその話はいいよ。それより、あれを──囚しゆう人じんゲームを続ける場合はどうなるんだ？」

　福原は話題の軌き道どう修正をした。

「一応説明すると、基本的には私を介かいしてゲームに参加することになる。私から紹介したりと、ある程度は相談に乗ってあげる。でも、たまに強制参加のゲームもあるのよ」

「俺おれがやるのはどんなゲーム？」

「ランキングにあったゲームかしら。危険なのもあるわよ。運が悪いと死ぬ危険のあるゲームに当たる可能性もある。めったにないけどね」

「ランキングっていうのは？」

「現在の福原のランキングはランクなしのノーマルランク。評価額ゼロ。評価額というのは、プレイヤーの価値。ゲームには評価があって、勝つたびにその評価がプラスされるの。ランクはシルバー、ゴールド、ダイアモンド、さらに上もあるわ。その評価額は、ゲームを止やめる時に、支給される金額でもあるの」

「なるほどね」

　福原は相づちを打ち一息ついた。

「簡かん単たんな説明だったけど、納なつ得とくしていただけたかしら」

「言うなら、信じられないな。そんなゲームの枠わく組ぐみとか、パルスとかなんかも」

「信じられない？　経験もしたし、パルス感かん染せんの感覚もあるのに？」

「もう過去の記憶のような感じだよ」

「きっと、パルスが霧む散さんする兆ちよう候こうだわ。そのうち、ゲームの記憶も薄れてなくなる。そうしたら、前と変わらない日常生活を送れるようになる。福原にとっては、それが一番いいことかもしれないわね」

「そうだな。もうあんなくだらないことに巻き込まれるのはこりごりだ」

「ええ、あの調子では、ゲーム続行ですぐに失敗するでしょうしね」

「どうして俺おれは、いつのまにかあの密みつ室しつにいたんだ？　その過か程ていの記憶もない」

「それはね、パルスの生命プログラムのようなものよ。人間に感かん染せんしてから生き残るためのプログラムが組み込まれている。モンシロチョウの幼虫が最初に卵の殻からを食べるような本能的な行動よ。詳しよう細さいは言えないけど、そのプログラムを利用して、感染者を判別、ゲームに組み込むの。要するに、パルスも生命と同じく生き残りに必死なの」

「なんのためにパルスは存在しているんだ？」

「さあ。逆に聞くけど、私たち人間はなんのために存在しているの？」

　舞まいはそう言い、福ふく原はらに瞬まばたきをして見せてから、屋上出入り口へと歩いていった。

　ひとり取り残された福原は、フェンスにもたれて空を見つめた。雲のない空に、なかなか焦しよう点てんが合わなかった。

「俺はなんのために……」

　福原はつぶやいた。

　──私はなんのために存在しているのでしょう。

　夢で聞いた声を思いだした。




　　　　　　　＊




　教室に戻りドアを開けると、一瞬だけ笑い声が途と切ぎれたような気がした。福原に絡からむいくつかの視線。

　しかし、すぐに教室の空気の流れは整えられた。昼休みの終わりかけた教室の自然な風景。

　福原が自分の席に向かうと、ぽんと肩を叩たたかれた。

「災さい難なんだったな。気にすんなよ」

　そう言い笑ったのはクラス委員長の男子生徒だった。二年一組のまとめ役の生徒。

「ああ、大丈夫だよ」

　うなずく福原に数人の男子生徒が声をかけてきた。気を遣つかっているようだ。先ほどの生徒を含めこのクラスの男子生徒は、学校ギャンブルに関かかわっている。プレイヤーとしての参加ではなく、間接的に金を賭かけていた。しかし、福原以外に発はつ覚かくした生徒はいなかった。そんな彼らは笑顔を浮かべている。自然な態度。福原を売ったはずの生徒たちは自然な笑顔を表示していた。

　周囲の女子生徒も一瞬だけ視線を向けたが、数人で見ていた雑誌に視線を戻して会話を続けた。

　席に座ると、隣の席の由ゆ紀きがぎこちなくこちらを向いた。由紀も福ふく原はらが懲ちよう罰ばつ対象となったことを知っている。ただ、福原が学校ギャンブルのプレイヤーであったことは知らなかったはずだ。

「ねえ、ご飯食べたの？　おにぎり残ってるけど食べる？」

　由紀が硬かたい表情で笑顔を作る。そんな由紀に福原は首を振った。

「この前休んだでしょ。だから一応ノート取っておいたから。ほら、コピーしておいたからあげるね」

　由紀が福原の机にプリント用紙を置いた。

「由紀がちゃんとノートを取るなんて珍しかったよね。貴き重ちようなコピーだよ、それ」

　後ろの席の女子生徒が口を挟はさんできた。それは由紀の表情よりは自然だった。

　福原は窓の外へ視線を向けた。何か息苦しかった。いつもどおりの学校生活だが、何かが変化しているように感じた。窓まど際ぎわの観葉植物を見ると、緑の葉が弱々しく垂れていた。福原が休んでいる間、誰だれも水をやっていなかったことに気づいた。

　視線を外す福原に、由紀がさかんに話しかけていたが、それは受信の悪いラジオのノイズのように聞こえた。

　前を見た。前方の席でぽつんと座っている飛鳥あすかの姿が見えた。笑い声で満たされる教室で、ひとり席に座り本を読んでいた。そんな変わらぬ風景。

　そんな時間は淡たん々たんと流れていった。

　変化のない日常生活。あの非現実的な出来事は埃ほこりを被かぶったビデオのように、記憶の棚たなの奥にしまわれていた。

　記号的な生活の繰り返し。

　何かが変わっていた。周囲に変化はない。変わったのは自分自身だということに気づいた。見えるようになったのだ。この空間の本当の姿。

　少しだけ思いだした。あの時閉じ込められた空間。会話も表情もすべて上うわっ面つらだった。人間関係の真実は、金などの利害関係のみだった。

　同じくこの教室という空間も、表面上のこの光景に真実など何もなかったのでは？

　異い様ような経験と秘密を抱えたまま、福原とクラスメイトの距離はさらに開いていった。

　数日が過ぎ、窓際の観葉植物は枯かれ始めた。

　毎朝、オリジナルの総合チェスだけは由紀と続けていた。言葉を交わすことなくできるゲームは、ある意味楽だったが、盤ばん上じようの駒こまは感情的になった。

　由紀が動かす駒。それは徐じよ々じよに乱れ始めていった。中心の糸が切れたマリオネットのように無む秩ちつ序じよに衝しよう動どう的てきにバラバラに動く。それでも、福原の乱暴な駒を受けとめていた。

　次し第だいに無言になる由紀とは逆に、駒は激しく泣なき喚わめき、うめき声を上げながら蠢うごめいた。しかし、徐々に駒の動きは抗あらがうことをやめるように鈍にぶくなり、すすり泣きに変わっていった。

　覗のぞいてはいけない由ゆ紀きの心の中を直視してしまったような罪ざい悪あく感かんがあった。それほどに、由紀の駒こまの動きは無防備だった。ゲームに疲労を感じるようになった。

　福ふく原はらに話しかけてくる者は減っていった。窓の外だけを眺めて過ごすようになった。あの非現実的な出来事を話せる生徒もいないのだ。福原はあの異い様ような体験と、今も抱える他人との違いを胸の奥にしまい、言葉ごと封ふうじた。

　前方に見える飛鳥あすかは同じだった。孤こ立りつしている飛鳥。気づくと福原は窓の外の代わりに、飛鳥を見つめるようになっていた。

　後ろの席から見ていると、飛鳥は様々な行動を取っていることに気づいた。授業の科目は英語や世界史が好きで、数学の授業は教科書で隠かくした文庫本を読んでいること。文庫はたぶん海外ミステリー系であること。本を読むのに疲れると、首を回してから窓の外を眺めること。たえずペットボトルのミネラルウオーターを飲んでいること。赤い色が好きらしく、赤いシャープペンやペンケースで揃そろえていること。

　飛鳥の窓まど際ぎわ最前列の座席のすぐ近くに空き缶用のゴミ箱があること。生徒が飲み終わった缶コーヒーはそこに捨てられる。飲み残しているインフレコーヒーも投げ入れられる。その時に飛鳥にコーヒーがかかってしまっていた。

　そんな何気ない生徒の行動は、実は飛鳥に対する嫌がらせであることにも気づいた。わざと飲み残したコーヒーを放り投げている、男子生徒の姿とその表情。

　そして、そんな時は屋上に髪や服を洗いに行くことがわかった。福原も用はないのだが、屋上へ行くことが多くなった。

　福原自身、自分の視点が変化していたことに気づいた。生活をただ順調にこなしていただけでは、本当の教室の姿に気づかなかったのだ。距離を置いて座り眺める教室の風景は、今までと違って見えた。変化がないのは、屋上からの景色程度だった。

　屋上で飛鳥の姿を見ることはあったが、会話をすることはなかった。飛鳥との距離に変化がなかった。

「……ねえ、たまには一いつ緒しよに帰ろうか」

　六時限目の最後の授業が終わったあとに、由紀が遠えん慮りよがちに声をかけてきた。

「部活は？」

　福原は椅子に座り外を見たまま言った。

「今日は自主練習の日なんだけどさ、なんか雨が降りそうだからサボっちゃおうかなって。だから遊んで帰ろうよ。卓球でもゲーセンでもいいし。妹の亜あ衣いでも誘さそってカラオケでもいいよ」

「やめとく。そんな気分じゃない」

　福原は首を振って立ちあがった。

「……また屋上に行くの？」

　由紀が不満げな表情を見せた。

「どこでもいいだろ」

　福ふく原はらは教室から出ていった。

　残された由ゆ紀きは、ざわつく放課後の教室でぽつんと立ち尽くした。窓の外は灰色の空が広がっていた。

　教室から見る空も屋上から見る空も変化がない。

「雨が降りそう。髪が細いから湿気でべたついちゃう」

　灰色の空を見上げる福原の横で、舞まいが自分の髪を触さわっている。

「……どうする？　何か求めるものがあるのなら、協力してあげるわよ」

　舞はミントのタブレットを口に投げ入れた。こちらにも差しだしたが、福原は首を振った。

　福原はただ校庭を見つめた。体調も元に戻り始め、妙な夢を見ることもなくなった。そんな福原を、舞は無表情で見つめている。

「もうそろそろ消えそうね。あと三日以内ってとこ。そうしたら、さようならね。会っても声をかけないでほしい。私たちの接点は、囚しゆう人じんゲームだけだったもの」

　舞は金網フェンスを両手で押すようにしてこちらを見る。

「でも、それが福原にとって幸せだと思う。これでよかったのよ。この出来事は夢だったのよ」

　舞はその場から離れていく。

「……舞」

「ん、なあに？」

　福原が呼びとめると、舞は小首を傾かしげて振りかえった。

「なんでもない」

「……そう。じゃあね、福原」

　舞は微笑ほほえみ屋上から立ち去った。

　福原は舞が立ち去ったあとも、ずっと屋上に立っていた。部活をサボると言っていた由紀が、陸上部の数人と走っている姿が見えた。

　これでいい。そう思った。あの出来事は、非現実的な過去の記憶としてしまい込む。この日常生活が真実なのだ。

　福原は戻る前に流し場へと向かった。いる気配がした。

　やはり飛鳥あすかがいた。セーラー服の上を脱いだ飛鳥が髪を丁てい寧ねいに洗っている。濡ぬれた首筋に細い髪が張りついているのが見えた。

　気配に気づいたのか、飛鳥は視線を向けないまま、絞しぼったセーラー服を広げて着た。

「……使うの？」

　飛鳥は視線を向けずに濡れた前髪を拭ぬぐいながら言った。

「女子からは無視されて、男子からはふざけ半分でコーヒーかけられて、なんで学校に来てるんだ。そんなにここが楽しいのか」

　福ふく原はらはつぶやくように言ってから、屋上出入り口へと向かった。

「……楽しいわよ」

　振り向くと飛鳥あすかが立ってこちらを見ていた。濡ぬれた髪が風に揺れている。

「あんな学校生活がか？」

　福原は顔をしかめた。

「……私はあんな学校生活が好きだわ。英語の授業は面白いし、教室の窓の外の風景も好き。クラスで飼っている金魚の成長を見るのも楽しみだし、昼休みにご飯を食べる校舎裏のベンチは涼しくて気持ちいい。クラスメイトが昨日のテレビ番組について話しているのを、ただ耳に入れるのも好き」

　福原はそんな飛鳥を啞あ然ぜんと見つめた。

「……そんなくだらないことのために学校に来てるのか？」

　飛鳥のセリフは痛いた々いたしいだけだった。

「私にとっては大切なものだもの」

　飛鳥の表情が一瞬だけ揺らめいたような気がした。湿しめっぽい風の中、ぼんやりと飛鳥が立っている。

「聞いたぞ、あの幼児体型から。おまえ、囚しゆう人じんゲームのプレイヤーなんだってな」

「……やっぱり感かん染せんしていたのね」

　飛鳥はつぶやいた。

「学校を休んでいるのはゲームに参加しているからだろ。そんなに金が大切か？」

　福原の言葉に、飛鳥は一瞬表情を変えてから視線を逸そらした。

「……ええ、大切よ」

「くだらないギャンブルをやっているのはおまえの方だったな。気まぐれに学校に来て、金集めに必死になってる」

　同じなのだ。飛鳥は、欲望を剝むきだしにした、あのゲームの人間と同種だった。醜みにくい思し考こうと欲求に突き動かされていた彼らの本ほん性しよう。

　ぽつりと水すい滴てきが肩を濡らした。見上げると、真っ黒な雲が支えきれなくなった滴しずくを落とし始めていた。

「……くだらなくないわ」

　視線を下げると、飛鳥が目を吊つり上げてこちらを睨にらんでいた。自分の体を抱くようにぎゅっと両腕をつかんでいる。

「怒った？　言いすぎたよ、そんな感情があるとは思わなかった」

　福原は苦にが笑わらいをした。

「お金があれば、あんなことにならなかった。感染することもなかったし、ゲームに負けて死ぬことだって……」

「誰だれのことだ？」

「…………」

　飛鳥あすかの腕に爪つめが食い込み赤い血が滲にじんだ。

「おい……」

　福ふく原はらは飛鳥を目の前に言葉を失った。

「ゲームをやり続けると、どんどん熱くなって、自分を失っていくのがわかる。制せい御ぎよを失い、欲望に支配されるだろう自分を感じる。怒いかりの濁だく流りゆうに流されそうになる……」

「もういいよ」

　飛鳥は腕をだらんと垂らして下を向いた。両腕に爪が食い込んだ跡あとが痛いた々いたしく残っていた。

　福原はそんな飛鳥を複雑な視線で見つめた。

「俺おれには関係ない」

「……そうよね」

　顔を上げた飛鳥の表情は、元の無む機き質しつなものに戻っていた。

「もう行くよ」

　立ち去ろうとする福原に、さらに飛鳥が言葉を投げた。

「お姉さんがあなたのために囚しゆう人じんゲームをやっていたのも関係ないことよね」

「え？」

　福原は目を見開き立ち止まった。

「……どういうことだ？」

　飛鳥に詰め寄り乱暴に腕をつかんだ。

　目の前の飛鳥は、先ほどのどす黒い炎ほのおのような表情は消え、氷のように冷たい視線を向けていた。

「同じエージェントだっただけ」

　舞まいが補ほ佐さしていたもうひとりのプレイヤーは姉だったのだ。そして、そのプレイヤーはプリズナーに陥かん落らくしていたと言った。

　心臓の鼓こ動どうが乱れた。姉は囚人ゲームで借金を返し、この生活を維い持じしていたというのか。

　思いだした。そんな姉にずっと辛つらくあたっていたこと。それでも、姉がにこにこと弱々しく笑っていたこと。そんな姉は戻る場所を失っていたのでは？

　福原の心臓がズキンと痛んだ。

「彼女は、私には自分を失わないようにと忠ちゆう告こくしていたくせに、自分自身は制御を失いゲームに失敗した」

「…………」

　福原は目の前の飛鳥を睨にらんだ。何か言おうとしたが、唇は空転した。

「あなたこそ、何故なぜ学校に来ているのよ」

　飛鳥あすかは乱暴に福ふく原はらの手を振り払い、出入り口へと歩いていった。背後で扉とびらの閉まる音が響いた。

　福原は立ち尽くしたまま、しばらく動けなかった。

　気づくとずぶ濡ぬれになっていた。激しく雨が降っていた。雨粒がコンクリートを叩たたく音だけが響いていた。

　福原は呆ぼう然ぜんと雨の中立ち尽くした。

　俺おれはなんなのだろう、と、そう思った。

　何も見えていなかった自分自身。くだらない自分自身を雨で洗い流してほしかった。

　福原はただ雨を浴び続けた。

　空を見上げると、雨粒が目に入り視し界かいが滲にじんだ。
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　窓の外では未いまだに激しい雨が降っている。

　薄暗い教室はがらんとしていた。雨と時計の秒針の音だけが聞こえた。ぽたぽたと滴しずくが床ゆかに落ち、足元に水みず溜たまりができている。枯かれかけた観葉植物が視界に入った。

　窓まど際ぎわの棚たなに手をかけて外を見ていると、廊下から声が聞こえた。

「──ちょっと待ってて、荷物持ってくるから」

　ガラッと教室のドアが開いた。

「……あれ？」

　教室に入ってきた由ゆ紀きが目を丸くしている。

「福原？　もしかして待っててくれたの？」

　ぽかんとしたような表情で由紀が近寄ってくる。

「ねえ、君ずぶ濡れじゃない。夏だからって、風邪かぜ引いたらどうするんだよ」

　由紀が少々語気を強めて言った。福原はそんな由紀を一瞬だけ見てから、窓の外に視線を戻した。

「ねえ福原？　……どうしちゃったのかな？　私は怒ってるわけじゃないんだよ」

　由紀がスポーツバックから取り出したタオルで、福原の濡れた頭を拭ふいている。

「ほーら、福原君、冷たいコーラですよ」

　由紀が買ってきたばかりの缶コーラを福原の額に押しつけた。

　福原はそれでも、由紀を無視して窓の外に視線を向けていた。由紀は缶を持ったまま立ち尽した。

　しばらく沈黙が続いた。響く雨音が静けさを強調していた。

「……どうしたの？」

　由ゆ紀きがぼんやりと見つめている。

「最近君はずっと変だった。最初は学校でのギャンブルが見つかって、それで落ち込んでいるかと思った。でも違う。別の理由があるんでしょ。ねえ、何があったの？」

　由紀が福ふく原はらの腕を遠えん慮りよがちにつかんだ。由紀の手は温かかった。自分の体がとても冷えていることに気づいた。寒さむ気けを感じて体が震えた。

「最近君はずっと別の場所を見ている気がする。授業中の視線の先には立たち花ばなさんがいて──屋上でも」

「…………」

「ねえ、何があったの？」

　福原は由紀から視線を逸そらし続けた。

「私……馬ば鹿かだから言ってくれないと何もわからない」

　由紀の唇が震えていた。

「私は……」

　由紀がぐっと睨にらんでいる。

「私は君にとってなんなの。なんでこっちを見てくれないの」

　由紀が福原の腕を強くつかんだ。

「……君はどこを見ているの」

　福原は乱暴に由紀の手を振りほどいた。バランスを崩くずした由紀は、棚たなにぶつかり、置いてあったチェス盤ばんが床ゆかに転ころがり駒こまが散らばった。

「──お姉ちゃん、誰だれかいるの？」

　亜あ衣いが教室のドアから顔を出した。

「お姉ちゃん？」

　亜衣が由紀しかいない教室を見まわし首を傾かしげる。

「窓開いてるよ。雨が入っちゃう」

　亜衣はベランダの窓を閉めてから由紀に振り向いた。

「泣いてるの？」

「……なんでもない」

　由紀は腕で顔を隠かくしながら首を振った。




　　　　　　　＊




　雨の上がった並木道に穏おだやかな風が通り抜けていった。

　並木道を歩いていた舞まいがぴたりと足を止めた。鞄かばんを両手で前に持ちながらチラッと横を向く。

「どうしたの？」

　一いつ緒しよに歩いていた女子生徒が舞まいを向く。

「先に行ってて」

　舞はクラスメイトににこりと笑った。しばらく待ち人通りが少なくなったのを見計らって、こちらの並木の陰かげに歩いてきた。

「おはようございます、福ふく原はら先せん輩ぱい」

　舞が平然と挨あい拶さつをした。

「おはよう、舞」

　福原は銀杏いちようの木に凭もたれかかったまま手を上げ笑った。

「どうしたの、その恰かつ好こう」

　舞は小首を傾かしげる仕し草ぐさをした。

「一晩学校にいたら雨に降られた」

「ずっと学校にいたの？　それに、その抜ぬけ殻がらのような笑顔はなによ」

「気持ちいい朝だな」

「……あなたの笑顔って噓うそっぽいわよね。大丈夫？　ひとり暮らしで風邪かぜを引いたら惨みじめよ。ほら、ハンカチ差し上げるわよ」

　舞が周囲を気にしながらハンカチを差しだした。

「いらない。そんな適当な同情されたくない。笑いたかったら笑え」

「あはは、ずぶ濡ぬれでひどい恰好」

　福原はむすっと舞を睨にらんだ。

「……困るわ。ここは中等部の敷地よ。変な噂うわさが立ったら成績に響く。それに、あなたとはもう……」

　舞は福原の表情を見て首をすくめた。

「なにか気になることがあるのかしら？」

「資格があるうちにゲームを紹介してほしい」

「そっか、知っちゃったのね。立たち花ばな飛鳥あすかから？　意外ね、話すとは思わなかったから」

　舞はふうっと息を吐いた。

「プリズナーはどうなる？」

　福原は聞いた。

「ゲームの道具として使われる可能性が高いわね。例えばチェスの駒こまとかチップ代わりとか。あなたのお姉さんも同じく」

「どうすれば……」

「話が飛びすぎよ。どこにいるかもわからない。実際に私も知らないの」

　舞はチラチラと並木道を見ながら話している。早めの時間帯だが、登校している生徒はちらほらといる。

「今すぐ紹介してほしい。そんな囚しゆう人じんゲームを」

　舞まいは首を振った。

「今すぐは駄だ目め」

「なんで？」

「まず、私にも学校生活があるの。見てのとおり優秀なのよ。次にこんな場所で話しているわけにいかない。あなた、学校内ギャンブルで処しよ罰ばつされた生徒じゃない。中等部にも関かかわっている生徒がいっぱいいて、ちょっとした問題になってる。そんな人と話しているのを見られたくないのよ」

　舞はくすっと笑った。

「まずは家に戻ること。そして、その濡ぬれた服を着替えて仮か眠みんを取ってご飯を食べて体調を整えること。でなければ、囚人ゲームどころじゃないもの。……放課後、あの場所で相談に乗ってあげる」

　舞はそう言うと、小さく手を振ってから並木道へと戻っていった。

　福ふく原はらは、水みず溜たまりを避さけながら歩く舞の後姿を見送った。

　今までの生活において、自分は何もかも表面しか見ていなかったのではないだろうか。そんな思いがあった。

　この地面を濡らす水の元は一粒一粒の滴しずくだった。そんな事実をずっと雨に打たれながら見つめたように、ただ本当のことを知りたかった。

　自分自身の気持ちはわからないが、真実を目にしたかった。

　雨上がりの並木道は、朝日を受けてキラキラと輝いており、今の福原にとって眩まぶしすぎた。
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「ノーマルランクの囚しゆう人じんゲームはバリエーションがないのよね。あっても危険なゲームか、強制召しよう集しゆうで選択の余よ地ちのないものぐらい」

「…………」

「それにしても何もない部屋ね。ガレージみたい」

「……うわっ」

　福ふく原はらがベッドからがばっと体を起こすと、舞まいの後姿が見えた。青いブラウスにデニムのスカートの私服で、いつもどおり髪を後ろに結んでいる。

「雨も上がっていい天気」

　舞がカーテンを開けた。眩まぶしい朝日に福原は目を細めた。

「なんでいんの？」

「小説のジャンルは売れ筋のミステリーやＳＦ。あとはアウトドア関連と競馬、麻雀マージヤン、パチンコの書籍。あら、ダニエル・パウターを聴くの？　これだけは悪くない趣味ね」

　舞が背伸びをして本ほん棚だな上部を覗のぞいている。

「……おはよう、舞」

「ええ、おはよう」

　舞は振り向き平然と言った。

「で、なんで俺おれの部屋に？」

「福原から誘さそったわりには、屋上に来なかったじゃない。だから私から来てあげたのよ。貴き重ちような土曜日の時間を使ってね」

「そっか、家に戻って泥どろのように眠ってしまった」

　福原は頭を振って意識を覚かく醒せいさせた。妙に頭がふらふらとした。

「きっと、パルスが馴な染じんでいないのね。消しよう滅めつするか、成長するかの狭はざ間まの状態。ご飯食べる？　あなたのような人が何を食べるのかわからなくて、適当に買ってきたけど」

　舞がコンビニエンスストアの袋をどさっと置いた。

「サンキュー。金、そこから取っていいぞ」

　福原はベッドの下のトランクを指差してから、洗面所へと行った。顔を洗い、液体歯磨きで丁てい寧ねいにブラッシングをする。ペパーミントの香りが広がりすっきりとした。鏡に映った自分の顔は、疲労感のわりに妙に血色がよかった。

　着替えてから部屋に戻ると、舞がベッドにちょこんと座って何かを見ていた。

「勝かつ手てに見るなよ」

　舞はアルバムを見ている。

「お姉さん美人よね。私も好きだった。あと、この人は彼女？」

「違うよ」

「そうよね。幼おさな馴な染じみのクラスメイトね。でも、大事にしないと駄だ目めよ。彼女にも意思があるんだから。一いつ緒しよにいる時間が長くても、心が通じているとは限らない」

　舞まいは福ふく原はらを見上げてにやりと笑った。

「なあ、舞は俺おれの行動についてどこまで知ってるんだ？」

「なんでも知ってるわよ。プレイヤーは囚しゆう人じんゲームのコーディネーターサイドから調査されているもの。そんな情報は、私にほとんど入ってくる」

「…………」

「心配しなくても、むやみに部屋に入ったりはしないわよ。あなたのエージェントだもの。私はフォローをするためにいるのよ。あなたを不快にさせるためじゃない」

「ゲームの紹介をしに来た？」

「ええ、ある程度の目め星ぼしはつけたの。さっき言ったとおり、なかなかノーマルランクには選択の余よ地ちはないの。それに、あなたの目的はゲームでお金を稼かせぐことではないでしょ」

　舞はトランクをベッドの上で開いた。トランクの中には十個の札束がある。

「手も触ふれていないもの。それに、こんなに無防備に置いて。大事に隠かくしていたほうがいいわよ。今後この資金は、ゲームにおいてもあなたの目的においても重要な助けになる。欲望をコントロールできない人は、あっさりと使っちゃうけどね」

「それで、ゲームって？」

「ちょっと、隣に座らないで」

　舞の髪からはシャンプーのフローラルな香りがした。

「子供にそんな気分にならないって」

「へえ、じゃあ誰だれなら押し倒したりするのかしら」

「押し倒してほしいのか？」

「やってみなさいよ」

　舞は胸ポケットに引っ掛けていた万年筆を手に取った。

「何それ。まさか隠かくしナイフ？」

「携帯スタンガンよ。スイッチを入れると針が伸のびて、そこからコンデンサーで蓄ちく電でんした電流が流れるシステム。試してみる？」

「いいよ。しまえよ」

「いいじゃない、試したことないのよ。びりっとくる程度よきっと。ねえ、うふふ」

「やめろって」

「お願い、ちょっとだけ、ねえ、あはっ」

「いいって、よせよ」

「ふふっ、もう、意い気く地じなしなんだから……」

　万年筆を振り上げていた舞まいがふと我に返った。

「ゴホン、ちょっとはしゃいじゃったわ」

「確かにはしゃぎすぎたよな」

「まあいいわ。話を続けましょ。福ふく原はらはまだ囚しゆう人じんゲームについて知らないことが多すぎる。ゲームシステムについて私が説明できる範囲は限られているの。だから、基本的に自分で情報収集を行わねばならない。また、姉のことが気がかりなんでしょ。どんな末まつ路ろになっているのか」

　福原は睨にらんだが、舞はその視線を平然と受けとめている。

「弟思いのいいお姉さんだったわね。きっと感かん染せんしたのは可愛かわいい弟を守ってあげたいという強烈な欲求から。この部屋だって家賃は三年分前払いしてあるし、当面の生活費も貯金してあったでしょ。あなたの学費だって全すべて払い終わってる。きっとこうなることを覚かく悟ごしていたのかもしれないわね。だとしたら、囚人落ちした自分の姿を見られたくないかもしれない。囚人ゲームの参加は、あくまでもお姉さんの意思なのよ」

「わかってるさ。その結果が自己責任だっていうことも」

「弟が囚人ゲームに参加していることを知ったら悲しむでしょうね。それでも探したい？」

　舞はアルバムから取り出した姉の写真を手に言った。

「俺おれは自分の目で見たものだけを信用する」

　真実は自分の目で見るしかないのだ。自分の心でさえも、真実はわからないのだから。

「標準的な囚人ゲームとは違うのだけど、いいゲームがあるの。システムの枠わく組ぐみを知ったり、運がよければお姉さんを見つけることができるかもしれない。見つけるだけだけど」

「わかった、そのゲームに参加する。さっさと行こう」

　福原は立ちあがった。このもやもやとした気分を振り払いたかった。思し考こうを凍こおりつかせるか、真っ赤な炎ほのおの熱で燃やしつくしてほしかった。

「忘れ物。そのゲームにはこれが重要よ」

　舞はベッドの上のトランクを手に取った。

「ゲームは単純なマネーゲーム。ほとんど危険はないから気楽に参加していいわよ。ほら、持って」

　舞はトランクを福原に渡すと、玄関へと向かった。
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「ビルの地下か。普通の多目的ビルって感じだけどな」

　福原はエレベーターに乗り込んだ。連れてこられたのは会社などのテナントが入った標準的なビルだった。受付で舞がやり取りをして地下へのエレベーターへと案内された。福原は電子カードを見せた程度で、厳きびしいチェックなどはない。もっと埃ほこりっぽいギャンブルイメージがある組織のような気がしていたが、意外にオープンな感じではあった。

「囚しゆう人じんゲームも企業の一種だから」

　舞まいが憮ぶ然ぜんと言った。

「どうした。機嫌が悪いな」

「もっと早く来られた。タクシー呼ぶって言ったのに」

「金がかかるだろ」

「私が払うわよ」

「借りを作りたくないんだよ。イーブンでいこう」

「だからって、俺おれの車を出すとか言って、たかが自転車だった」

「たかが自転車とか言うな。ロードレーサータイプで結けつ構こういい値段がするんだ。フレームが曲がるから、本当は二人乗りとかしたくなかった」

「もういいわよ。着くわよ。そのカード胸に付けておいて。あなたの身分証みたいなものだから。持っているだけでゲームの経過がストックされ続けるの」

　最初のゲームでも使ったカードだ。普ふ段だんは画面に表示されていないが、評価額などのデータを見ることもできた。現在の福ふく原はらの評価は、ノーマルランクの評価０ゼロだった。

　ガタンとエレベーターの扉とびらが開いた。

　目の前の光景を見て、福原は啞あ然ぜんとする。ビルの地下は異い様ような雰ふん囲い気きで満たされていた。

　熱気と喧けん騒そう。暗めのフロアにドロドロとした感情の渦うずを感じた。

　エレベーターからフロアに出る。センサーに接せつ触しよくしたのか、胸の電子カードが音を立てた。沢たく山さんの人間がいた。スタジアムの観覧席のようなスペースや、バーカウンターなどのスタイリッシュなラウンジスペースもあった。そこらじゅうに大小様々なビジョンが設置されている。

　一番目立つのがフロアの中央に位置するものだった。周囲のスペースから見下ろす感じで檻おりに囲まれたスペースがある。あまりに広いため全容は確認できない。ライトアップされたそのスペースは、ここから遠いため詳しよう細さいはわからない。ただ、雰囲気的にその檻の向こうのスペースが重要なウエイトを占しめていることは想像できた。ゲームの中心はあそこにある。

　トランクを持ったまま背後の壁を見る。大画面ビジョンがあり、沢山の数字が表示されている。数字の意味はわからないが、例えるなら──

「株式取引所みたいだな」

　福原はつぶやいた。表示された数値は株価を表現しているかのように見えた。福原は手を出していないが、同級生で携帯端たん末まつを使いデイトレードに勤いそしむ人間は沢山いる。

「そのとおりよ。あれは株価のようなものよ」

　舞が言った。

「俺に、株を買えと？」

「わかってると思うけど、普通の株取引じゃないわよ。これは、インタレストゲーム。通つう称しようストックゲームとも呼ぶけど。一応ビリオンゲームよ。通常とは違い、オープン参加のゲームなの。プレイヤーのガス抜きを兼ねているエンターテインメント性の高いゲーム」

「株式を買い、その値動きで利益を上げるってことか」

「察しがいいわね」

「くだらない」

　福ふく原はらは首を振った。

「基本的に株は百株で構成されているの。その株価は、様々な要素によって変動することになる」

　舞まいは平然と説明を続けている。

「いいよ、こんな遊びに興味はない」

「陥かん落らくしたプリズナーの株を買えるのだけどね」

　立ち去ろうとした福原は顔をしかめた。

「プリズナーが商品というわけか？　プリズナーに株が割り当てられている」

「プリズナーだけじゃないけどね。プリズナーが持つアイテム全すべてにも、株が割り当てられている。その種類は数万アイテム。増えたり消しよう滅めつしたりもして総数は変動するけど」

「その評価があのビジョンに表示されているということか」

　福原は大画面を見つめた。気分が悪くなるほどの多さの数字の羅ら列れつ。それらが、たえず動いている。リアルタイムで価値が変動しているのだ。とてもではないが全容を把は握あくできない。あの密みつ室しつのゲームの時のように、パルスによって思し考こう能力が研とぎ澄すまされれば、なんとかなるかもしれないが。

「あの画面はアイテム評価額を表示しているの」

「……なんだ？　マシンガンとか日本刀とか、デリンジャーとか防ぼう弾だんチョッキとか」

「アイテムよ。それらのアイテムにも評価額がついているでしょ。その評価額が、そのアイテムの強さを表現しているの」

　福原はどきりとした。それらのアイテムと、プリズナーを使ったゲーム。嫌な予感にあの檻おりを見る。

「気づいたようね」

　舞がくすりと笑った。

「なんてことを……」

「安心しなさい。本当に銃で撃ち合いをさせるわけじゃないもの。そんな野や蛮ばんなまねはしない。基本的に戦いは数値管理よ」

　舞は戦いと言った。銃器や刀で戦うパフォーマンスがあるシステムなのだ。何故なぜ戦うのか。

　理由はひとつだ。戦いは数値に連れん動どうしている。

「その戦いによって株価が変動するということか。株式市場の中心があの檻おりの中にある」

　福ふく原はらはフロア中央の檻エリアを指差した。

「そういうこと。株式市場とか堅かたい名前では呼ばないけど。じゃあ、見に行こう」

　舞まいが手て招まねきしてフロアを歩きだした。福原も素直に舞のあとに続いた。

　周囲では福原と同じくトランクを持った若い男女がビジョンを見たり機器を操そう作さしたりと行動している。また、年配の人間がのんびりとフロアをうろついている姿もあった。

「ここでゲームをするのは囚しゆう人じんゲームのプレイヤーだけじゃないから。娯楽として、ここに来る関係者も沢たく山さんいる。ゲームコーディネートサイドの関係者やスポンサー関連」

「それで金が動くのか」

「プレイヤー以外は株を買えないの。関係者なんかは大量の資金を持っているから、簡単に株価が操作できちゃう。ここに来ているプレイヤー以外の人間は、ただ楽しんでいるだけだよ。プレイヤーの破は滅めつとか、陥かん落らくしたプリズナーの末まつ路ろとかをね」

　福原は舌した打うちをした。気分の悪くなる話だった。前回福原が行ったあのゲームも、同じようなものなのだ。プレイヤー以外の人間を楽しませるために存在している。舞の話によると、あのゲームはパルス覚かく醒せいのためで、娯楽としてそれほどの価値はないようだが。

「プレイヤーは何をしに来てるんだ？」

「お金を稼かせぐためよ。ゲームもすぐに紹介できるわけじゃないから。あと、自分以下の人間を見ることで優ゆう越えつ感かんを得ているのね。最下層であるプリズナーを見て」

　檻が近づいてきた。檻の向こうは相当に広そうだ。フロアの中央の大部分の面積を使っている。檻は天井まで伸びており、ぐるりとその場所を囲んでいるといった形だ。

　そのエリアは、様々な障しよう害がい物ぶつが設置してあり、全体を把は握あくすることは困難だった。ブロック塀べいや金属の円柱。鉄てつ柵さくのフェンスや人工の樹木。電話ボックスや公園の遊具やトイレなど統一感のないものがランダムに並んでいる。

　ただ、目立つものもある。塔とうのような円柱の台座が檻の向こうにいくつか見える。

「この檻の向こうが戦闘エリアか」

「戦闘エリアじゃないわよ。檻に囲まれた場所はひとつの閉ざされた世界なの」

「はあ？」

　福原は顔をしかめた。

「世界の名前はバベル。現在バベル暦れき４５８７年。バベルの様子を見下ろしてみると、現在科学の全盛期」

「なるほどねー」

「わからないことがあれば素直に聞くことも勇気よ」

　舞が睨にらんだ。

「バベルとかはわかる。ベタな世界設定だろ。だったら、こっちの場所はなんだよ。檻のこちら側は」

「こちら側は神の世界。つまり私たちはバベルという下の世界を操そう作さする神であるということ」

「株を買って？」

「そうよ。言ったでしょ。銃などのアイテムにも株が設定されていると。バベルの中の全すべてのものは、株で構成されているの。つまりお金の評価が全て。その資金を出すのが神であるこちらの人間」

「科学の全盛期って言ったよな」

「そうね。えっと、科学の……銃器系が世界を席せつ巻けんしている」

「そんなブームがあるのか」

「バベル暦れき４５８７年の現在、銃器類の株式評価が高こう騰とう。特にマシンガン類がスタンダードとなっている。その銃器系を持っているプリズナーの評価も高騰。同時に、防ぼう弾だんチョッキなどの防具も上げている。逆に刀剣系の株価は下落。鎧よろいなどの評価も同様。最近は戦闘が少ないため、回かい復ふくアイテムが下落。火薬や弾丸関連商品は上昇傾向ね。また、科学と対極の魔ま法ほう関連はほぼ全ぜん滅めつ、ボトムアウト」

　舞まいは小型のノートパソコンを取り出し、情報を見ながら説明を始めた。そんな時の舞の表情も口調も滑なめらかだ。人に教えたり説明することが好きなのだろう。

「武器は株価を左右する一番重要な要素よ。こんな感じ」

　舞はパソコン画面を福ふく原はらに見せた。
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「科学の中でもそれぞれが対立していて、銃器系やビーム系が高騰しているのに対して、刀剣系や弓矢系は伸び悩んでいるの。刀剣などは科学力が弱いから。でも魔法関連商品よりはマシだわ。魔法関連は杖つえやアミシュレットから、魔法を作るアイテムの火の鳥の羽とか白はく龍りゆうの牙きばなど暴落したまま底そこ値ねで停てい滞たい。攻撃力が低いから、魔法のローブなどの防具関連も買い要素はなしということ。こんな感じで、全てのアイテムは関連づけられているの」

「なんとなくわかったな。スタンダードの商品を買えば安全だな」

「そんな単純じゃないけどね。今から銃を買っても、それほどうまみはないわよ。現実のことになるけど、今からＩＴ関連の株を買っても儲もうからないでしょ。儲けるのだったら、これから上がる商品を買わないと」

「どう動きそうだ？　少し上がり目のある商品は？」

「そうね、これから戦闘が増えることを予測し、回かい復ふく関連アイテム、また科学の最先端のビーム系の……」

　舞まいははっと表情を変えて福ふく原はらを睨にらんだ。

「ねえ福原？」

「どうした舞」

「あなたの目的はなんなのかしら。小こ金がねを儲けることではないはずよ」

「そのとおりだ。あやうく誘ゆう導どうされるところだった」

　福原はふうっと息を吐いた。ここで確認するべきは、基本的な囚しゆう人じんゲームの背景やプリズナーの末まつ路ろ。

　そして姉の行方ゆくえ。果たして姉はプリズナーとなっているのか。だとしたら、どこにいるのか。ここにいる可能性も否定できない。

「プリズナーは檻おりの中──バベルにいるのか。確認できないな」

　檻の向こうには障しよう害がい物ぶつが見えるばかりでプリズナーの姿は確認できない。

「ほとんどのプリズナーは隠かくれているのよ」

「プリズナーの誰だれかと交流を取りたいな」

　必要なのは情報だった。プリズナーはどのように扱われているのか。これからどうなるのか。また、姉を知っている人間はいないか。

「交流は可能よ」

「どうすればいい？」

「プリズナーの株の半分以上、つまり51％以上の株を購入すること。そうすれば、行動を操そう作さすることができる。バベル世界の狭はざ間まに呼び寄せることができるの。檻の近くってことね」

「そうか。誰か安いプリズナーを探すことだな」

「評価の安いプリズナーは魔ま法ほう使つかいなどね。でも、隠れている魔法使いのプリズナーを下手へたに動かすと、標ひよう的てきになってしまう。檻まで来る前に死んでしまう。ただでさえヒットポイントが減っているでしょうに」

　福原はどきりとした。

「死んだらどうなるんだ？」

　バベルで死んだプリズナーの末路は。

「さあ。別の場所に行くのでは？　私はプリズナーの運命なんて興味ないもの」

　舞は平然と首をすくめてみせた。

　福ふく原はらは舌した打うちをして、プリズナー評価額の表示画面を探し視線をめぐらせた。

「一応手伝ってあげる。ほら、バベルのプリズナーと評価額はこうなっている」

　舞まいがパソコンを操そう作さして情報を画面に表示させた。

「どうやって見ればいいんだ？」

「例えばこれ」





　パステル　ベレッタ　１１３３　△






「パステルは登録名。ベレッタは武器の種類。その下の数値が総合評価でいて値段。△は五分前と比較して評価がアップしたということ。下がったマークは▼よ。さらに詳くわしく見るなら、装備している防具とか武器の評価とかも確認できるの」

「なあ、１１３３円で一株買えるってことか」

「そうよ。でも円じゃないけど。バベルの通貨はオーレ。だから、トランクのお金をとりあえずオーレに換かん金きんしなきゃいけない。レートも違うわよ」

「それにしても、登録名、女っぽいのばかりだな」

　登録名はすべて四文字のカタカナで、全体的にソフトな名称が多い。

「そうよ。バベルの住人は女性だけだもの」

「戦闘ゲームだろ。男を使うべきじゃないか」

　福原の言葉に、舞は呆あきれたように人差し指を振った。

「わかってないわね。だからこそ女性よ。野や蛮ばんな戦闘ゲーム。それを男性にやらせたら面白くないじゃない。綺き麗れいな女性で行えば見み栄ばえもいいでしょ。苦しむ姿も女性のほうが絵になるもの」

　舞はくすっと笑った。幼い残ざん虐ぎやくさと大人おとなびた冷れい酷こくさがミックスされたような笑みだった。

「女性はまだマシよ。見た目重視のゲームに使用されるから。男性プリズナーの末まつ路ろは悲ひ惨さんよ。地味で苦しいゲームに利用される」

　一応舞は、福原をフォローするかのように言葉を足した。

「とにかく、プリズナーを買うよ。めぼしいのはあるか。あと、オーレ換金も頼む」

　福原はトランクを差しだした。

「もう、私はあなたのマネージャーではないのよ。まあ、最初ぐらいは手伝ってあげるけど」

　舞は苦にが笑わらいをしつつ、パソコン画面を操作している。

「オーレは電子マネーだから、あそこのディスペンサーみたいなのに入れて、その電子カードでタッチするの。あとは……」

　福原は舞の指示どおりに行動した。トランクの中の全すべての金をオーレに換金する。すると電子カードの画面部分に現在の所持オーレが表示された。

　ディスペンサーの横には、真っ赤なスーツの上下の女性がおり、「プレイヤー自身を担たん保ぽにオーレの借金を受けたまわりますよ」と、声をかけてきた。この場所の関係者のようだ。

「ちょっと」

　舞まいが手て招まねきをしているので、福ふく原はらは女性を無視して戻る。

「指示どおりにした？　あら、全部オーレにしたのね。それより、いい情報があるの。既き存そんのプリズナーを買うよりも条件がいいわよ」

　舞はパソコン画面を指差しながらにやりとした。

「どういうことだ」

「プリズナー、バベルではバトルガールと呼ぶのだけど、そのバトルガールの誕生。つまり、新しいプリズナーがバベルに補ほ充じゆうされるということ。ゲームに失敗したプレイヤーがプリズナーに陥かん落らくしたのね。女性はだいたい最初にここにくるから」

　渋しぶ々しぶ付き合っているポジションであるはずの舞は、のめり込み始めたのかぺらぺらと喋しやべっている。やはりこのようなゲームが好きなタイプなのだ。

　周囲のビジョンを見ると、『バトルガール誕生』とのテロップが流れている。

「向こうよ。花道みたいなのがあるでしょ」

　舞が指差す方向には、確かにプロレスなどの花道のようなものがある。それがバベルの檻おりと、このフロアの壁の扉ドアとを繫つないでいる。

　スローなテンポのメロディーがフロアに流れる。赤いスポットライトに照らされた扉が開いた。

　扉を見て福原はどきりとした。出てきたのは裸はだかの女性だった。

　真っ白な裸ら体たいを晒さらした女性はフロアを見て体を硬こう直ちよくさせた。手と足にはごてごてとした手て錠じようがかけられ鎖くさりで結ばれている。

　スポットライトにさらされた女性は体を隠かくしながらうつむいている。促うながされるままその場でゆっくりと回って、隅すみ々ずみまで体を晒した。背中には黒いペンキで数字が書かれている。そんな彼女に周囲の視線と不快な笑い声が絡からみついている。

「プリズナーのオークションのようなものよ」

　そんなシーンを見て、福原は興奮を覚えるよりも、ただ愕がく然ぜんとした。思った。もしも、姉がプリズナーとなってここに来ていたとしたら、こんな目に遭あっているのだ。血液が沸ふつ騰とうするような感覚があった。歯を食いしばり、そんな不快な感情を必死に抑おさえる。

「武器の選択があるわ。武器だけはランダムなのよ」

　舞はそんな福原を気にすることなく、淡たん々たんと説明を続ける。フロアにため息のような落らく胆たんした空気が流れた。

「武器が決まったようね。刀剣系の日本刀類……打うち刀がたな紅あか錦にしき。武器の評価はよくないわね。逆に、彼女を安く買える……どうしたの？」

　福ふく原はらは女性を凝ぎよう視ししていた。はっきりと確認できないが、あの髪と顔立ちは……。

「もう、男って馬ば鹿かね」

　舞まいがため息を吐ついた。

「違う、見たことないか、あの女」

「私も？」

「そうだよ。あのゲームで……」

　舞がパソコンを操そう作さしてからうなずいた。

「……よく気づいたのね。確かにあの人よ」

　理り沙さだ。前回のゲームで密みつ室しつに一いつ緒しよに閉じ込められていた女性。序じよ盤ばんは舞を慰なぐさめていた彼女だ。

「なんで……」

　福原は啞あ然ぜんと裸はだかの理沙を見つめた。理沙は、背後の人間に促うながされ、ゆっくりと花道を檻おり方向に歩き始めた。

「バベルでの登録名はフローラ。時間がないわよ。檻に着くまでがオークション時間。51％以上の株式を購入すれば、初期設定ポジションで接せつ触しよくできる。そのポジションは安全だから、ゆっくりと会話はできるわよ」

「買え。全部使っていい」

「命令しないでよね。まあ所有武器が日本刀だから安く買える。マイナーな武器だからね」

　舞はそばのベンチにパソコンを置いて操作を始めた。キータッチが異常に速い。

　そんな舞を横目に、福原は理沙を見つめた。あの勝かち気きそうだったイメージの理沙の面おも影かげはなくなっている。ライトに裸ら体たいを晒さらし、自分の評価を受けるために歩いている。ここからでも彼女が震ふるえていることがわかった。

「……30％購入成功。日本刀のわりには人気がでてる。最近バトルガールの補ほ充じゆうが少なかったからかしら」

「半数以上取ってくれ」

「……38％……41％」

「早く、もうすぐ檻に着く」

　福原は焦じれた。

「気軽に言わないで。一気に買うと、動きに気づいて値段が上がっちゃう。ペース配分を考えないと……45％。あと６％。買えそうよ。まだ福原の資金の10％ほどしか使ってない」

　理沙という要素のオークション。すでに人間ではなく、商品として扱われている。プレイヤーから陥かん落らくしたプリズナーの末まつ路ろ。

「締切りです」

　フロアに人工音声のようなアナウンスが流れた。理沙が花道を歩き終え、檻に辿たどり着いたのだ。

　福ふく原はらは舞まいを振りかえった。

「……買えたわよ。ぎりぎり51％」

　舞は、ピッと人差し指を立ててみせた。

「それで、どうすればいい？」

「過半数の株式を持っている株主、つまり福原単独で初期装備の介かい入にゆうができる。権利を発はつ動どうさせたから、行きましょ」

　舞はパソコンを閉じて手て招まねきをした。福原は理り沙さのいる檻おりへと急いだ。花道が突き当たった場所には円形の檻があり、こちらとバベルを繫つなぐニュートラルゾーンを形成している。その中に手て錠じようなどの鎖くさりを外された理沙がぼんやりと立っていた。

「50％超の株主ですね。よろしいですよ」

　脇わきにいたスーツ姿の女性が、福原の胸のカードに機器を向けてから言った。

「……なあ」

　福原は檻の中の理沙に遠えん慮りよがちに声をかけた。

　うつむいていた理沙は、福原の声に顔を上げ、しばらくの沈黙の後に目を見開いた。

「君は……」

　理沙は弱々しく声を出した。

「ああ、あの時の。こっちはゲーム側の人間だった」

　福原は舞を指差した。指を差された舞は、むっとした表情をしたが、特に会話に参加することなく距離を置いて見つめている。

「そっか、君は大丈夫だったんだ」

　理沙は福原の視線に胸を隠かくす仕し草ぐさをしながらつぶやいた。

「ああ、俺おれはあのゲームには勝ったよ」

「そうなんだ。君が正解だったのね。おかしいと思ったもの。トランクのお金は全部没ぼつ収しゆうされたし」

「このゲームについては知ってる？」

「一応ルールは説明されたわ。私たちが商品となるって。檻の外の人間が私の株を買うとかね」

「それで、俺が君の株の過半数を買った」

「……助けて。せめて、装備を」

　檻越しに理沙が悲痛に言った。

「俺の質問に正直に答えてほしい。まずは、あれからどうなった？」

「あの扉ドアを出てから？　あれから、いくつか仕し掛かけのある部屋を移動した。それらは一いつ緒しよにいる人間と争あらそわせるような感じだった。私たちは協力せずに、お互い足を引っ張り合うようになって、気づくと私は……全部失ってた」

「続きがあったんだ」

「きっと──私は失敗したんだと思う。だからこうなった」

　理り沙さは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。他ほかの人間のようにパルスに心を焼かれることは免まぬかれたが、囚しゆう人じんとなってしまいここにいる。

「あと五分で準備を終えてください」

　脇わきの女性が言った。

「君は、俺おれらが巻き込まれた出来事についてどこまで知っている？」

　福ふく原はらは理沙との会話を進めた。

「ゲームシステムについては説明されたわ。そして、プリズナーというものに陥かん落らくしたこともね。私はあのゲームで、トランクにあったお金を失った他、さらに自分自身を担たん保ぽにしたお金をも失ってしまったの。プリズナーから脱出する方法も教えられたんだけど」

「脱出できるのか？」

　福原は表情を変えた。

「ええ。三つ方法があるって。ひとつは今の私のようにゲームの駒こまとなって、ゲームに成功し続けること。でも、その可能性は少ないらしいわ。プリズナーから返り咲いたのは一パーセントもいないって。もうひとつは、ミリオンランクからのプレイヤーの引き抜き。好結果を出したプリズナーは持ち駒として引き抜かれるらしいの。プリズナーとしての地位は変わらないけど、この状態よりはマシらしいわ」

「なるほど……最後のひとつは？　舞まい、適当に設定を頼む」

　福原は時間を気にしながら、舞に耳打ちした。

「装備にお金を出してあげるの？　メリットはないわよ」

「ある程度いいやつを。少々金がかかってもいいさ」

　ひそひそ会話するふたりの向こうで、理沙が続けた。

「最後のひとつは買い取り。誰だれかがお金を払ってプリズナーから助けだしてくれるのを待つの」

「買い取れるのか？」

　福原は理沙の言葉に振り向いた。

「ええ、でも……数億円単位でかかるらしいわ」

　福原は愕がく然ぜんとした。そんな大金を稼かせげるはずはない。

「ねえ、あの時はごめんなさい」

　理沙が鉄てつ格ごう子し越しに福原の手を取った。

「もういいさ」

「このゲームで失敗すると、さらに惨みじめな場所に連れていかれる。このゲームで高得点をあげたプリズナーほど、まだマシな場所に行けるの。だから……お願い」

　プリズナーにとってはゴールのないゲームなのだ。しかし、それでもよい結果が求められている。これからさらに深く暗い場所へと転てん落らくしていくプリズナー。この場所はまだ救いがあるのだ。

「わかってる。君の株の過半数を持ってるんだ。その価値を上げるためにも、ある程度のフォローはする」

　福ふく原はらの言葉に、理り沙さは安あん堵どの表情を浮かべた。

「ただし、条件がある」

「誰だれ？」

　理沙は、福原の出した写真を見て首を傾かしげている。

「俺おれの姉。もしかしたら、プリズナーになってここに来ているかもしれない。だから、バベルで探してほしい。それがフォローをする条件だ」

「でも、バベルで調べるには、私の価値が低すぎる。武器もマイナーだし」

「できる範囲でいいさ。無む理りする必要はない」

「……わかった」

　理沙はうなずいた。

「それでは時間です、装備設定を行います」

　スーツ姿の女性が割り込んできた。

「バトルガール、フローラ。武器は、刀剣系の日本刀類、打うち刀がたな紅あか錦にしき、評価１０５オーレ。防具はヘルメットＡ型、評価54オーレ……」

　係員らしき女性が檻おりの中に入り、次々と指定の装備をつけていく。武器の刀にはコードが付いており、理沙の体に装そう着ちやくされた機器と接続された。あの刀で実際に斬きり合あうわけではないのだ。

「登録されたわよ。ほら一番右下」

　舞まいがフロアの大画面を指差した。





　フローラ　打刀紅錦　１２１　△






「低い評価だな」

「仕方ないわよ。バベルの世界での時代錯さく誤ごの刀だもの」

「ねえ……」

　見ると、装備を終えた理沙がこちらを向いている。その姿をみて顔をしかめた。理沙はキラキラとシルバーに光るビキニの水着のようなものを着ている。頭には大きな髪飾りのような金属パーツ。極度に露ろ出しゆつの多い恰かつ好こうだった。

「なんて恰好だ」

「こんなものよ。こちらにとっては娯楽だということを忘れないで。見た目も重要。──ねえ、あなた、それくらい調べていると思うけど、バベルの西の方で隠かくれてなさい。そこは刀剣系のバトルガールがいるから、協力することね」

　舞まいは冷たい視線を向けている。あの密みつ室しつのゲームでは理り沙さに庇かばわれている形だったが、そんな関係は崩くずれていた。それでも舞が助言したのは、悪い印象は持っていなかったのだろう。

「俺おれはもう介かい入にゆうできないのか？」

「過半数の株を持っているから、場所もわかるし、移動指示もできるわよ」

「それでは、フローラ、スタートです」

　バベルへの入り口の檻おりが開いた。

「五分間は攻撃されません。その間にポジション決定を」

　係の女性が助言する。

「気をつけてな。また会おう」

　理沙は不安げな視線を福ふく原はらと舞に投げてから、バベルの中へと走っていく。すぐに障しよう害がい物ぶつの陰かげに消えて見えなくなった。

「ほら、一応場所はわかるの」

　舞がパソコン画面を見せた。バベル世界らしいマップの中で光点が動いている。

「株を持っていないバトルガールの位置はわからないけどね」

「なるほど、便利だな」

　このシステムだったら、情報交換は可能だ。

「まあ、彼女と会うのはあれが最後だと思うわよ」

　舞は理沙の消えたバベルに視線を向けた。







「で、これからどうする？」

　舞は福原の隣でソファーに座ってこちらを向いている。舞は楽しんでいるようだった。このストックゲームではなく、福原の行動を。

「このゲームではどれほどの金が動いているんだ？」

「規模のわりにはちっぽけなお金よ。ほとんどが遊び感覚。本気でゲームをやる人なんてほとんどいない。全くいないわけじゃないけどね」

「本気でやれば、金を稼かせぐことはできる？」

「うーん、難しいわね。株価操そう作さはある程度できるの。福原程度の資金でもね。でも、売り抜ける困難さがあったりで、それは期待しないほうがいいわよ」

　福原は周囲の大画面に視線をやった。たえず変動する数値。そんな数字の波に翻ほん弄ろうされているプリズナー。

「バトルガール役のプリズナーは、上手うまくやれば本当に待たい遇ぐうはよくなるのか？」

　福ふく原はらは舞まいのパソコンを見ながら言った。マップの光点は理り沙さだ。光点はぴたりと停止したまま動かない。

「生き延びた時間や得点などによって次のゲームの待たい遇ぐうが変わるのは確かよ。でも、上手うまくやるとかの選択はバトルガールにはないの。できることは隠かくれている程度。彼女たちの運命を支配しているのは檻おりのこちら側だもの」

「彼女たちにとってもゲームなんだろ？」

「いいえ。こちら側のゲームであるだけ。彼女たちプリズナーはもう終わっているのよ。ただ希望にすがっているだけ。儚はかない希望にね」

　福原はため息を吐ついてフロアを見た。濁にごった空気が充満するこの場所。

「もしかして、ここでお金を稼かせいでお姉さんを買い戻そうと思ってる？　それは無む理りよ。プリズナーの買い取りは、一億どころじゃきかないもの。そんなお金はここじゃ稼げない。唯ゆい一いつの希望は、ここ以外ね。別の囚しゆう人じんゲームを行い、地道にランクを上げていく。ゲームの賞金と自分のランクを上げていけば、払えるかもしれない。それか、ミリオンランクになれば、駒こまとしてプリズナーを引き抜くこともできる。……ふふっ、ミリオンランクはとても無理だろうけど」

　自分は姉を助けたいのだろうかと思った。ただ、罪ざい悪あく感かんからここにいるのでは。実際に自分の身を危険にさらしてまで、助けたいという決意があるのか。

「今後囚人ゲームを続けていくかもわからないのでしょ。パルスが消えたら、どちらにしろゲームは終わりよ。囚人ゲームは娯楽と同時に、選ばれた人間を探すゲームでもあるの。パルスを完全にコントロールできた選ばれし者をね。だから、パルスのない人間に用はないの。あなたのパルスも不安定でしょ」

　福原は思った。だからこそ、資格のあるうちに見ておきたかった。姉のプリズナーという立場が現実のものであるのか。その真実を見つめるのは、自分自身の責任ではないだろうか。

「パルスが消しよう滅めつしないうちに行動はする。ここにいないにしても、探す努力はする」

「そう。罪悪感というわけね」

　福原はちらりと舞を睨にらんでから立ちあがった。

「どうするのかしら」

「別のバトルガールを買う。理沙じゃ駄だ目めだ。弱すぎて隠かくれているだけしかできない。株主権で強ごう引いんに動かしたら標ひよう的てきになるだろうしな」

　現在のバベルで使えるバトルガールは、銃器を持ったキャラクターだ。優良アイテムのマシンガン類は無む理りとしても、銃器所持は最低限の必ひつ須す項目だ。

「何を買うかが問題だな」

　福原は大画面の前で思し考こうをめぐらせた。目に強引に入ってくるおびただしい量の情報。幾いく重えにも要素が絡からみ合い、数字が動いている。そんな複雑な情報が画面の数値だ。

「情報が多すぎて混乱するでしょ。能力補ほ正せいがどの方向にいくかも関係するけど、パルスを解放すれば助けになるのだけどね。でも、あなたの消える間ま近ぢかのパルスでは、それは期待しない方がいい。今回のゲームは、福ふく原はら自身の力だけでやらねばいけないのよ」

「必要ないさ。数字をすべて見る必要はない」

　真実は檻おりの中で人間が動き回っているだけだ。シンプルな世界。複雑にさせているのは、情報という存在なのではないだろうか。世の中もそうだ。テレビや新聞の情報に踊おどらされ、真実はいつも複雑に目に映る。

　その時、チャイムの音が鳴った。フロアが少々ざわつく。

　福原は、そばで新聞を読んでいる舞まいの肩を叩たたいた。

「もう、なによ」

「あのチャイムは？」

「あの合図はね、公開バトル。バベルにはいくつかオープンスペースのバトルゾーンがあるの。ほら、あの塔とうのような台だい座ざよ。そこでの戦いが始まる合図なのよ」

　舞は新聞を折りたたみながら言った。

「公開バトル？　通常のバトルとどう違うんだ？」

「あのさあ、ルール説明のパンフもあるし、オンラインで検けん索さくすることもできるのよ」

「舞から説明してもらいたいんだよ。頭はいいし声も綺き麗れいで、チャーミングな顔立ちじゃないか」

「……まあいいわ。バベルの世界の全すべての要素に株式が設定されているのはわかったわね。その株価の変動の中心がバトル。基本的にバトルはバトルガールが自由に行えるの。それがフリーバトル。奇き襲しゆうをかけて勝てば評価が上がるし、バベルのお金も手に入る。お金が入れば、バベル内で食べ物や優良防具を買う助けになる。ただし、フリーバトルはこちらから見えにくいの。それに、ほとんどのバトルガールは消極的」

　それはわかる。いくら評価を上げたところで、ここから脱出できるわけではないのだ。バトルには消極的にならざるを得ない。

「株式を過半数持っている人間がバトルガールに指示できるのも知っているわね。その株主がバトルガールをバトルゾーンに行くように指示する。そんなバトルガールが二体集まると公開バトル開始」

「違いは、見やすいってことだけか」

　福原は振りかえってみて気づいた。バベルからバトルゾーンのリングが電動でせり上がっている。そのリングの上には二人の女性、つまりバトルガールが二体いる。迷めい彩さい柄がらのビキニ姿と、金属プレートを体に貼はりつけたような恰かつ好こうの女性の姿。対たい峙じしているが、戦う様子はない。

「見やすいということは重要よ。ビジョンにも映るし、二階席からだとバトルガールの表情まで見える」

「趣味が悪いな」

「勘かん違ちがいしないで。バトルはアピールなのよ。公開バトルで勝てば、それだけ評価が上がりやすいということ。バトルガール自身の評価はもちろん、バトルガールの装備の評価も上がる。例えば銃器のサブマシンガンを持っているバトルガールが勝てば、サブマシンガンはもちろん、マシンガン全般が上昇。防具は対マシンガンの装備が上昇。傷つけば回かい復ふくアイテムの需要が高まるわけだから、回復アイテムも買いに動くでしょ。他ほかにも火薬、銃弾、などの要素も軒のき並なみ上昇」

　舞まいはすらすらと説明した。

　福ふく原はらはうなずき考えた。株価変動のアピールの場なのだ。戦いに勝ち評価を上げたバトルガールがバベルのスタンダードとなれるのだ。

「……バトルゾーンＡで公開バトル五分前」

　控えめなアナウンスが流れている。

　リング上では二人の女性がバトルのセッティングを始めている。リングには長細い鉄柱が二本立っており、それぞれのバトルガールが自分の武器を鉄柱のフックに引っ掛けた。さらに鉄柱に繫つながっている手て錠じようつきの鎖くさりを自らの手と足に装そう着ちやくしている。

「立ってるだけなのか？　武器は使わないのか？」

「バトルは数値管理よ。本当に武器を振りまわして戦ったら馬ば鹿かみたいじゃない」

「あの武器は公開バトルに無関係だと」

「一応所持武器をアピールしているだけ。まあフリーバトルでは、ボタンを押したりして使うのだけど、この公開バトルでは必要ないの」

「戦いのパフォーマンスは必要だとは思うけどな」

「観客は別のものを見たいのよ」

　舞は複雑な表情をしている。

「わかりやすいのがよければ、バトルビジョンを見ればいいわよ」

　舞が指差した大画面には、コミカルなアニメーションキャラクターが二体表示され、それぞれ武器を持って向き合っている。あのバトルのイメージ映像なのだろう。

「マシンガン有利だな。バズーカは単発のはずだ。照しよう準じゆんもつけづらい」

「現実の武器の能力は全く関係ないわよ。数値が高ければ、銃よりも剣が強くもなるもの。バトルに必要なのは数値だけ」

　その下には両者のデータのテロップが流れている。





　クレスタ　評価額３３０２オーレ

　　　　　　使用武器バズーカＳ　評価額１３５５オーレ

　　　　　　防御評価額合計　２４５５オーレ

　　　　　　ハンデ30％




　シルビア　評価額９８９４オーレ

　　　　　　使用武器ウージー　評価額４５５８オーレ

　　　　　　防御評価額合計　２２５５オーレ

　　　　　　ハンデ80％






「舞まい、あっちを教えてくれ」

　福ふく原はらはテロップを指差した。

「もう、あれはね、基本的に武器の評価額が攻撃力。マシンガン類のウージーは人気があるから評価も上がって攻撃力が高いの。そんな武器を持ったバトルガールも連動して価値が上がる。武器とバトルガールは密接な関係にあるのよ」

　バトルガールが戦いに勝てば、所有武器のアピールにもなる。逆に負ければ、お互いに評価を下げる。バトルガールと所有武器は表ひよう裏り一体なのだ。

「防御評価額合計は防具の装備の合計ね。これが防御力。最初の評価額はバトルガール自身の評価。これがゲーム的に言うとヒットポイントの最大値」

「じゃあ、どっちが勝つかなんて数値でほとんどわかるな」

「そうでもないのよ。現在のヒットポイントがどれだけ回かい復ふくしているかは株主じゃないとわからないし、武器と防具の相あい性しようもある。乱数もあるし、ある程度の本人の精神力も必要。あと、ハンデもある」

「ハンデ？　何故なぜそんなのを？」

「実はシルビアはバベルで最高の評価を得ているバトルガールよ。彼女の持つマシンガンのウージーも最高評価。そんな彼女が、他の相手に勝つのは当然。だから普通に勝っても、株価は変動しない。だからハンデ80％は、現在のヒットポイントの20％が失われたら負けと設定しているの」

「クレスタもハンデをつけるのか？」

「だって、負けを認めずに全部ヒットポイントを失ってしまったらバトルガールは消しよう滅めつしちゃう。だから、残り30％になったら降こう伏ふくするっていう意味のハンデね。それでもシルビアのクリティカルが出たら危ないけど」

「どっちが勝ちそう？」

「当然シルビアね。バベルのスタンダードだもの。逆にクレスタもいい勝負をすれば株価が上がるわ。買うならクレスタ関連ね。シルビアのバトルは遊びのようなものよ。株主がシルビアを使って楽しんでいるだけ。あのビキニがシルビア」

　ビキニ姿のシルビアは、リング上で微笑を振りまいている。すらりとした体のラインと整った顔立ち。優ゆう雅がな雰ふん囲い気きの彼女がバベルの女王なのだ。

「余よ裕ゆうの表情だな。さすがスタンダード」

「株主に笑えと命令されているのよ。公開バトルで注目されているからね。株価変動にも関係するもの」

「笑え……か」

　福ふく原はらはフロアの画面を見つめた。公開バトルの前に、数値の変動がある。シルビア関連とクレスタ関連が緩ゆるやかに上下している。変動は些さ細さいなものだった。

「ついでに教えてあげる。シルビアの筆頭株主のプレイヤー。このゲームで来くる栖す京きよう一いち朗ろうという名前で登録しているプレイヤーがいるの。本名かはわからないけど。それはランキング持ちよ。シルバーランク。このゲームにランキング持ちが参加しているのは珍しい。できれば、関かかわらないことね」

「シルバーランクか。いくつかのゲームで評価を上げたと？」

「福原のようなノーマルランクは沢たく山さんいるけど、ランキング持ち自体が数少ないの。ほら、あのプレイヤーが来栖。このバベルでは有名人よ。他のプレイヤーから常にマークされている」

　舞まいが指を差した先には、ひとりの男性がソファーに座りながらリング方向を見ている。目つきの鋭するどい若い男だった。

「バトルゾーンＡ、クレスタ対シルビア、バトル開始十秒前です」

　アナウンスが流れた。

　ふと思った。オープンスペースのリングで両者が対たい峙じしてから戦うまでに時間がある。この時間の意味はなんなのだろうか。

　ゴングのようなブザーが鳴った。

　歓かん声せいと銃声が響いた。

　福原はバトルビジョンを見た。アニメ調にデフォルメされた二体のキャラクターがバトルを開始していた。まずはシルビアのキャラクターがマシンガンを乱射している。その弾丸を受けたクレスタはのけぞっている。そんなアニメイメージ。

　そんな映像を見ている福原の耳にか細い悲鳴が入った。視線を向けると、現実のリング上でもクレスタが苦痛に顔を歪ゆがめて膝ひざをついていた。

　バトルビジョンのシルビアはさらにマシンガンを向けて追つい撃げきする。激しい連続した発砲音。それに連動し、現実のクレスタは実際に弾丸を受けたかのように体を震ふるわせ顔を歪めた。

　バトルビジョンではクレスタも反撃する。肩にのせたバズーカをシルビアに照しよう準じゆんを合わせた。

　轟ごう音おんと同時に画面のシルビアは弾丸を受けてのけぞる。同じく現実のシルビアも体をのけぞらせた。

　フロアにこだまする歓声。周囲の人間がバトルに注目している。妙なバトルに福原は戸と惑まどった。

「カードゲームのように数字で勝敗が決まるシステムだろ」

「そうよ」

　舞まいは平然とうなずいた。バトルには視線を向けずに、大画面の値動きをぼうっと見ている。

「でも、ダメージに連動して痛みを感じるようになっているらしいけど。スタンガンのような刺激が機器を通じ……」

　福ふく原はらは首を振った。残ざん忍にんで不快なゲームの姿だった。プリズナーはさらにこの下に落ちるというのか。

　大だい歓かん声せいが沸わき起こった。見ると、リングの上でクレスタが倒れ込み痙けい攣れんをしていた。

　バトルビジョンでは、勝者のシルビアが笑いながら無む邪じや気きに飛び跳ねている映像があった。

　しかし、現実のシルビアは苦痛に顔を歪ゆがめて立っている。バベルのスタンダードとはいえ、プリズナーの立場から顔を背そむけることはできないのだ。

　それでもシルビアはなんとか笑顔を作った。マシンガンを掲かかげての勝利のパフォーマンス。バベルのスタンダードとしての虚きよ無むの笑顔。

「勝者シルビアです」

　アナウンスと同時にバベルのバトルリングが下がっていった。フロアに不快な笑い声が充満していた。とても嫌な匂においが漂っている気がした。吐はき気けがする。

　理解した。金を増やすというゲーム的要素は薄いのだ。バトルガールを戦わせ、そんな下の立場の人間の苦しむ姿を見る娯楽なのだ。自分が彼女たちより上であるという、そんな事実を再確認する場所なのだ。

　福原は冷静にフロアを観察した。むきになって値動きを見ている人間もいる。ただし、そんなタイプの人間は金があまりないはずだ。小こ金がねを動かしてマネーゲームに勤いそしんでいる。逆に金を持っているタイプは、マネーゲームには興味がないのだ。

　そんな隙すきをつける。ただし、瞬しゆん発ぱつ力りよくが重要だった。周囲に警戒される前に迅じん速そくに行動する。

「どうしたの。やっぱり帰る？」

　舞が冷さめた視線を向けた。

「続行する。俺おれの持ちオーレで過半数を買える銃器を持ったバトルガールを探してほしい」

　福原はそう言い、自分でも大画面を見てめぼしい商品を探す。福原の真面目まじめな表情に、舞も素直にパソコンを開いた。

「……デリンジャーなんかの小型銃器類なら買いやすいんじゃないかしら。評価の低いバトルガールもいるし」

「デリンジャーでマシンガンと撃ち合う、か」

　どうしてもイメージ的に勝てる気がしない。

「さっきも言ったように武器の現実の能力は関係ないのよ。バトルビジョンではわかりやすくするために、銃で撃ち合う映像があるだけ。バトルの根本は評価だけなの。だから、ごてごてとした銃器のイメージは株式のノイズでしかないのよ」

「そのバトルガール、過半数を買えるか？」

「安定株主がいないバトルガールがいいわね」

　福ふく原はらと舞まいは細こまかい情報を調べ始めた。情報は仔し細さいにあるので、大きな労力が要る。それでも舞のパソコン操そう作さのおかげで、ある程度の目め星ぼしはつけた。

「オリビアは評価額６９０オーレ。使用武器デリンジャー、武器評価７００オーレ。どうする？」

「いいかもな。見た感じ株価はバランスを保っている。マシンガン類が強すぎて動きがない。だからこそ、バランスを崩くずせば、溜たまっていた力が一気に解放されるように相場が動くはず」

「何をしたいのかは見当がつくけど、一気にオリビア株を買うと、値が上がっちゃうわよ。不ふ穏おんな動きを知られちゃう」

「オリビア株を持っている株主がわかるか？」

「一応ね。25％を持っているのが筆頭株主。えっとね……たぶん、あそこで画面を見ている若い男性。ノーマルランクのプレイヤーね。福原と同じ」

「じゃあ、奴やつ以外から26％の株をゆっくりと買う。その間に俺おれが接せつ触しよくする」

「言っておくけど、協力するのは序じよ盤ばんだけよ。私も暇ひまじゃないのよ」

　舞は呆あきれたように言った。

　その後、福原はフロアを動き回り情報収集。他のプレイヤーとの接触などを繰り返した。舞も水面下でバトルガールの株を買い集める。

　そんな間も、バベルの歴史は進んでいた。戦いを繰り返す混こん沌とんに満ちた世界。そんな世界を見下ろすこちら側の神の世界。

　画面の数値は動きが鈍にぶかった。相そう場ばは一極集中で固まっている。バベルの要素はマシンガンを中心に構成されているのだ。マシンガンを中心に銃器類が上がり、それに伴ともない銃器類の防具が高こう騰とう。銃弾、火薬、銅どうやニッケルなどの素材も軒のき並なみ高値安定している。

「どうだ？」

　福原は舞の元に戻った。

「ええ順調よ。バトルガールのオリビア株、20％所得成功。株価の変動も想そう定ていの範囲内。資金もまだ余よ裕ゆうはある。で、そっちはどう？」

「ああ、接触した。金が必要なプレイヤーらしく乗ってきた。たぶん大丈夫。株価操作も上手うまくいく」

　舞は複雑な表情をしている。

「あまり大きな変動は期待しないほうがいいわよ。仕し手て戦せんを行うにはあまりに種たね銭せん不足だもの」

「俺の持っていたトランクの金じゃ足りない？」

「ええ。いくらマネーゲームが本筋じゃないとしても、福ふく原はらの所持金はあまりに少なすぎる。ストックゲームのネットワークは福原が思っている以上に大きいのよ。ちっぽけな資金はぽわんと吸収されて消しよう滅めつする。オリビアの買かい占しめでも結けつ構こう資金を使っているし、失敗の可能性が高いわよ」

　資金がほしかった。しかし、トランク資金以外に福原の財産など何もないのだ。株の売買で増やす方法もあるが、時間もないし儲もうけが薄すぎる。

　福原はフロアを見まわし、ふと思いだした。

　ディスペンサーの横に、真っ赤なスーツ姿の女性が立っている。福原が近づくと、女性は笑顔を向けた。

「プレイヤーを担たん保ぽに貸してくれるって言ってましたよね」

　福原は話しかけた。確かそんなことを言っていたはずだ。

「はい。確認させていただきます」

　女性は福原の胸のカードにバーコードリーダーのような機器を向ける。

「……福原駿しゆん介すけ様、ノーマルランク。融資はこの金額が上限となります。また、十時間ごとに０・０１％の利息がつきます」

　女性は電卓の数値を福原に見せた。意外に高額の貸し出しがなされることに福原は驚いた。

「こんなに？」

「もちろんです。プレイヤーにはこれだけの価値があるのですよ」

　女性は整ととのった笑みを浮かべた。

　福原はしばらく考え借りることにした。すぐに返せばいいのだ。仮かりに失敗したとしても、福原の持ちだしの資金を含め返済不能になることはない。

「上限いっぱい」

「わかりました。振り込み手続きをいたします」

　女性はにこりと笑い機器の操そう作さをする。カードを確認してみると、持ちオーレが大きく増えていた。これで準備は整った。

　福原は舞まいの元に再び戻る。

「準備はできたか？」

「ええできたわよ。オリビア、ぎりぎり26％を購入」

「じゃあ、そろそろ始めるか」

「……よく考えて行動することね。私はあなたの行動に口を挟はさまないけど、その時になって助けてもらえると思ったら大間違いよ。私は福原の管理をしているだけだもの」

　舞は低いトーンで言った。資金を借りたことを間接的に諭さとしているのかもしれない。

「舞に助けてもらおうなんて思ってないよ」

　福原は首をすくめてみせた。

「まあいいわ。最低限の補助だけはしてあげる」

「よし、あとは待つだけだな」







　それから三十分後、フリーのバトルゾーンにシルビアが出現した。対戦相手を待つかのようにじっとバトルゾーンに立っている。冷たく威い圧あつ的てきなマシンガンと対照的に、シルビアは虚うつろに笑んでいた。

　それから間もなく、同じバトルゾーンにバトルガールが出現した。栗くり毛げ色のロングヘアーの女性は、小柄で高校生ほどに見えた。防弾のマントを羽は織おり、腰にはデリンジャーという小さな[image: ]けん銃じゆうを差している。バトルガールの登録名はオリビア。福ふく原はらが筆頭株主のバトルガールだ。

　過半数を持っていれば行動を操あやつることができるのだ。福原はオリビアの25％を持つ株主と組んで過半数を確保し、オリビアの操そう作さ権けんを取しゆ得とくしたのだ。

　同時に公開バトルの合図のチャイムが鳴った。

「……ハンデの設定をするわよ。ハンデは筆頭株主の福原が設定できるの」

「ハンデゼロ設定」

「えっ、ゼロなの？　負けたら消しよう滅めつしちゃうのよ」

　舞まいは目を見開き驚いている。

「だからこそだよ」

「危険よ。買い進めたオリビア株も紙くずになるのよ。関連株式の評価が下がって、破産の可能性もある。あなた借金しているでしょ」

「あっけなく負けそうになったら、すぐに売り抜ければいい」

「バトルの趨すう勢せいの見極めは難しいわよ」

「それほどいい勝負をすれば、オリビアが負けて消滅したとしても、デリンジャーなど関連株価は下がらないはずだろ。逆に上がる可能性もある。消滅するのはオリビア自身の株だけだ」

「言っていることはわかるけど……。もともと負けて当然のバトルだし、下がり要素はないのも確かだし」

　それでも舞は複雑な表情をしている。

「この勝負で負けたら、素直に引き下がる。資産の全すべてを引き上げて──」

「日常生活に戻る？」

「ああ、そうする。だとしたら、それが天の意思だ」

　福原はドロドロとした炎ほのおを胸に感じた。あの感覚が少しだけ蘇よみがえってきた。しかし、それは儚はかなく揺らめく消える寸すん前ぜんの炎のようだった。

「バトルゾーンＡで公開バトル五分前」

　アナウンスと共に画面にテロップが流れる。





　シルビア　評価額９８９７オーレ

　　　　　　使用武器ウージー　評価額４５６６オーレ

　　　　　　防御評価額合計　２２６７オーレ

　　　　　　ハンデ96％




　オリビア　評価額６９９オーレ

　　　　　　使用武器デリンジャー　評価額６９８オーレ

　　　　　　防御評価額合計　１００１オーレ

　　　　　　ハンデ０






「ハンデ98％くらいつけてくれるとよかったのに」

　舞まいがテロップの数値を眺めて言った。それでも96％はつけてくれた方だ。オリビアの評価と、筆頭株主の福ふく原はらが初心者であるという要素もあるだろう。それらの情報を考こう慮りよして設定されたハンデが96％なのだ。

　周囲は少々どよめいている。オリビアのハンデが０ゼロだからだ。オリビア捨て身のバトルが展開されるのだ。

　いや、興味をそそっているのはオリビアの没ぼつ落らくだろうか。戦いに敗退し、この場所からさらに落ちぶれる、そのシーンを見たいのだ。

　そんな理由もあり、このバトルに注目が集まっている。それは福原の狙ねらいどおりだった。注目があるほうが評価は変動しやすい。

「動こう」

　福原はのんびりとしている舞に言った。

　バトル開始までの五分間。この空白の時間を利用する。いったん設定したハンデはもう変更できないのだ。そこに付け込む隙すきがある。

「もう一度聞くわ。やめるなら今よ」

「続行。いいから買え。所持オーレ全部使ってもいい」

　福原もトレードマシーンに駆け込み、トレードを開始した。買うのはオリビア関連株式。オリビアの株はもちろん、武器のデリンジャーなども買い進める。小型[image: ]けん銃じゆう全般や小しよう口こう径けいの弾丸などデリンジャー関連を買い支えて評価を上げれば、攻撃力をアップさせることに繫つながる。

　また、オリビア所持の防具の買い進みを行い防御力も上げる。

　それらの行動はオリビアの評価をジリジリと押し上げた。





　オリビア　評価額７２３オーレ

　　　　　　使用武器デリンジャー　評価額７３０オーレ

　　　　　　防御評価額合計　１０５１オーレ

　　　　　　ハンデ０






「駄だ目めね。周りが乗ってこない。福ふく原はらだけで買い進めても、バトルの勝敗を左右するほどは上げられない」

　脇わきでサポートをしている舞まいが首を振っている。

「続行する。まだ時間はある」

　バトル開始まであと二分弱。

　さらに買い増しを行ううちに、徐じよ々じよに周辺がざわつきだした。オリビア関連の評価の上昇に気づき始めたのだ。

　トレードマシーンを使うプレイヤーも出始める。シルビア敗退の可能性を考こう慮りよし、オリビア関連を買おうというのだ。デリンジャーを所持している他ほかのバトルガールなども買われ始める。それは間接的にオリビア評価を上げることになった。

「動きだした」

　福原はうなずいた。オリビア評価の上昇が徐々に加速している。ハンデを考慮しても、もう少しでシルビアと互ご角かくの戦闘能力を手にいれることができる。

　そんな中、アナウンスが流れた。

「バトルゾーンＡ、シルビア対オリビア、バトル開始十秒前です」

「早すぎる」

　福原は舌した打うちをした。もう少し時間がほしかった。

「どうだ？」

「買ってるわよ。デリンジャーはすでに35％を買っている。オリビア株も40％を超した。他にもデリンジャー所持のバトルガールの株も買っている。でも買うだけじゃ……」

　舞は厳きびしい表情でバトルゾーンを見た。

「バトル開始です」

　アナウンスとバトル開始のゴングが響く。歓かん声せいが上がった。

　マシンガンの連続した発砲音が響く。バトルビジョンからの銃声。

　バトルゾーンに視線を向けると、オリビアが顔を歪ゆがめて鉄てつ柱ちゆうに凭もたれかかっているシーンがあった。ダメージに伴ともない電気ショックを受けたのだ。ヒットポイントの低下に伴い、徐々に電気ショックは激しくなっていく。しかし、あの表情ならまだ大丈夫だろう。

　バトルビジョンでは、オリビアのキャラクターは立ちあがり、デリンジャーを二発連続で発砲した。その弾丸を受けてシルビアがよろめく映像。歓声に混まじって、バトルゾーンからシルビアの悲痛なうめき声が聞こえた。

　福ふく原はらは視線を逸そらしてトレードを再開した。バトル中でも評価の変動は影響するのだ。買い支えてオリビアをサポートしなければならない。

　バトルが続き銃声が響く中、さらに舞まいと福原は買い進める。

「オリビア51％。デリンジャー56％。オリビア株はこれ以上買えない。これ以上買うと、敗退して消しよう滅めつした時に借金の資金にまで被害が出るもの」

「なるべくオリビア評価を上げやすい密接な関係の株式を探すんだ」

「無む茶ちや言わないで。情報抽ちゆう出しゆつだけでも労力よ」

　それでも舞はパソコンをフル回転させ、購入株式を選択している。

「攻撃力を上げるんだ」

　買う商品はデリンジャー周辺。デリンジャー評価を押し上げて、シルビアに少しでもダメージを与える。

　舞がぴたりと手を止めた。

「まだバトルは続いている」

　福原が言うと、舞は首を振った。

「もう福原の資金は尽きたの。あとは売り準備に移行するわ」

　バトルゾーンの様子を急いで確認する。見えたのは痛みに体を痙けい攣れんさせるオリビアの姿だった。オリビアはリングに転倒し、防弾マントの下の真っ白な裸ら体たいを露ろ出しゆつさせている。形勢は不利だった。買かい占しめ操そう作さの小こ細ざい工くではここまでが限界なのだ。

「どうする？　オリビア株だけでも売り抜ける？」

「駄だ目めだ。今売れば、評価が下がって勝ちはなくなる」

「シビアに選択するべき場面よ」

「……もうちょっと待ってくれ」

　福原はオリビアに視線を向けながら、ぎゅっと唇を嚙かんだ。

　バトルは続行され、ビジョンのオリビアもデリンジャーを発砲し反撃する。

　数値の弾丸を受けた現実のシルビアはガクンと膝ひざをついた。

　歓かん声せいが上がった。勝負が決したわけではない。シルビアが膝をつくシーンなど今までなかったのだ。それほどまでに、シルビアは追いつめられている。

　トレードマシーンに走ったプレイヤーがいた。

　数値の変化。福原は大画面を見つめて、ごくりと礫つぶてのような唾つばを飲み込んだ。オリビア関連の上昇は相変わらず緩ゆるやかだったが、大きく変化を始めた数値があった。

　シルビア関連が急激に下がっていた。シルビア関連株価、マシンガン関連、ウージー、マシンガン用弾丸、マシンガン使用のバトルガール、エトセトラ……。

　シルビア敗北の可能性がでてきたため、株主がシルビア関連を売りだしたのだ。評価が下がらないうちに売り抜けて、安全を確保しようと。

　しかし、その行動はさらに売りを加速させた。今まで高評価を持続していたシルビア関連は激しく売られ始めた。同時に、その資金はオリビア関連へと流れた。

　絡からみ合う数値の急激な変化。そして、バトルの帰き趨すう。

　リングを見る。オリビアは立ちあがっていた。苦痛に顔を歪ゆがめ足を震ふるわせながらも立っている。一方シルビアは苦痛に膝ひざをついたままだった。評価の変化で形勢が逆転した。

　バトルビジョンでは、未いまだに銃の撃ち合いは続行されている。飛び交う弾丸。交こう差さする数値と評価。

「頼む……」

　福ふく原はらは祈いのる思いでその光景を目に映した。

　銃声と悲鳴が重なった。その後、一瞬の沈黙を置いて、爆発音のような歓かん声せい。

　リングではシルビアが倒れていた。オリビアはその横で、肩で息をするように鉄てつ柱ちゆうに凭もたれて立っている。

　オリビアの勝利だった。

　周囲では番ばん狂くるわせを目にして、今からトレードマシーンに走る人間が続出した。

　爆発的に高こう騰とうするオリビア関連の株価。相場が大きく変動したのだ。

　激しい混乱の中、福原はただ安あん堵どし立ち尽くしていた。

　勝者であるはずのオリビアも、リングの上でぼんやりとただ立っているシーンがあった。

　そんな中、福原に敵意を込めた視線を向けている人間がいた。それはシルビアの株主の来くる栖すだった。





　オリビア　デリンジャー　２５８９　△

　デリンジャー　２４９９　△






　福原はひとり大画面を見て、自分の主力資産の評価を確認する。舞まいの姿はない。

「私はそろそろ帰るけど、福原もきりをつけて学校の授業には出ることね」と、去っていった。

　すでに福原はこのゲームの概がい要ようとルールをつかんでいたので、舞がいなくても問題はないだろう。

　その後、福原は売り買いを繰り返し、自分の資産の調整をしてから彼女に接せつ触しよくすることにした。

「ありがとうございます」

　檻おりの向こうでオリビアがぎこちなく言った。

　ヘルメット設定のシルバーの髪飾りをつけた髪はさらさらと揺らめいている。防弾マントの下からはすらりとした白い足が見え、開いた胸元を無防備に露ろ出しゆつさせている。整いつつも幼さの残る顔に、少しだけ赤みがかかった大きな瞳ひとみが綺き麗れいな女性だった。

　福ふく原はらはオリビアの過半数の株を所持しているので、行動を操そう作さしバベルの檻おりの端へと移動させたのだ。そうして、ここでオリビアとの接せつ触しよくをしている。

「お礼を言う必要はないよ」

　福原は檻越しにオリビアを見つめた。際きわどい恰かつ好こうをしていたが、全く性的な感情は沸わいてこない。彼女は商品なのだ。物として扱われている同情的な視線しか向けることしかできなかった。オリビア自身もそれを受け入れているのか、自分の体を無防備に晒さらしている。機械のような女の子だった。

　年齢は福原と同じくらいに見える。そんな同級生ほどの彼女が、何故なぜこのような状況に陥おちいったのかは、聞くことはできなかった。

「頑がん張ばります」

　オリビアは鉄てつ格ごう子し越しに福原に視線を向けた。それは媚こびたような恐れたような複雑な感情が交じっており、とても冷えていた。

　福原はそんな視線の意味をすぐに悟さとる。オリビアはこのバベルで過ごしている間、ずっと株主に行動を弄もてあそばれていた。そんな畏い怖ふと嫌けん悪お感かんを福原にも感じているのだ。

「俺おれは無む駄だにマネーゲームをしたいわけじゃない。オリビア関連は売り抜けたりはしない。しばらくは安心してバベルで過ごしてくれていい」

　そう説明し、福原はオリビアをいったんバベルに戻した。感情が失われたような女性を見て心が痛んだ。それでも、福原は気持ちを入れ替える。下手へたな同情をする必要はない。ゲームを続行させねばならないのだ。

　依い然ぜん、バベルのスタンダードはマシンガンだ。相そう場ばの変動があったにしても、激震とまではいかない。シルビアやマシンガン関連が高評価すぎたゆえに、株価が一時動いただけなのだ。

　今回のバトルの勝利の要因は、シルビアサイドの油ゆ断だんだけだ。バトルガールの苦しみを見るだけの娯楽となっており、対戦相手の上うわっ面つらの情報だけを見てハンデを設定した。周囲に本気でバトルを仕し掛かけてくるプレイヤーもいなかったという、揺るんだバベルの空気も福原に味方したのだ。ただし、この奇き襲しゆうが使えるのは一回だけだ。

　シルビアもマシンガン関連も、評価は下げたが依然高たか値ね安定だ。一回バトルに敗北した程度ではスタンダードは変わらない。敗因が油断だったということは、周囲もわかっている。

　それでも、ある程度の評価を得たオリビアは、バベル世界でこそこそと隠かくれて敵をやり過ごす状態からは脱だつ却きやくしている。ストレスのない生活は送れるようにはなったのだ。

　福原はオリビアと交流を繰り返しながら、バベルの情報を集めていった。そして、彼女にも姉探しの依頼をすることにした。

「この人を探してほしい。バベルに居るかはわからない」

　福原は檻越しに姉の写真を渡した。

　オリビアは写真と福ふく原はらとに視線を行き来させ、不ふ審しんな表情をしている。

「ギブアンドテークでいこう。探してくれるなら、俺おれもフォローする。デリンジャー所持の他ほかのバトルガールの買かい占しめも進めるし、防具や回かい復ふくアイテムもサポートする」

　先の取引きで高値をつけた商品を売り、バトルガールへの購入資金に回している。過半数を取れば、オリビアと共同戦線を張ることができる。もともと同種の武器を持ったバトルガールは、彼女たち自身の意思で集まり協調しやすい。公開バトル以外でもバトルはあるので、同種で同じエリアに集まっているのだ。そうすることで、自分自身の安全を確保することができるからだ。

「綺き麗れいな人ですね」

　オリビアが写真を返そうとした。

「持ってていいよ」

　写真は一枚しか持ってきてなかったが、他のバトルガールに頼む必要はないと感じた。福原の本当の目的を知る人間は最低限にしておきたかった。

「恋人ですか？　……すいません」

　オリビアは目を伏せた。福原の所有物である立場で、余よ計けいな口を挟はさんだことを謝あやまったようだった。

「姉なんだ」

「こうしてまで探しに来るなんて、相当に仲が良かったんですね」

　オリビアは写真をじっと見つめている。

「……そうでもないよ」

　福原は複雑な顔をした。確かに、何故なぜこうまでして探しに来ているのか自分でもよくわからなかった。そして、例え見つけたとしても、どうすることもできない。ただ、確認をするだけしか選択はないのだ。

　それでも……。

「行ってくれ。まずは小型銃器を所持しているバトルガールが集まるエリアを捜そう索さくしてくれ」

　そのエリアなら戦闘を仕し掛かけられることはあるまい。そのエリア内ではオリビアの評価が抜きんでている他、オリビアを倒すと、連動して自分の武器の評価も下がるという理由もある。だからこそ、同種の武器を持ったバトルガールは協調し集まりやすいのだ。

「マシンガンや自動小銃などのバトルガールには絶対に近づかないこと。まだ評価は抜けている。あとは追って指示する」

「わかりました」

　オリビアはうなずき、再びバベルに消えていった。

　その後、福原はさらに売り買いを繰り返す。オリビアともランデブーを繰り返し、姉の情報を探ったが、成果はなかなか上がらなかった。

　バベルマップを確認しながら、捜そう索さくした場所を消していく。また、顔の判別したバトルガールのチェック。並へい行こうして株の売買。オリビア評価のフォロー。

　福ふく原はらは莫ばく大だいな情報管理に疲ひ弊へいしていった。流れる情報は福原の処理能力のキャパシティーを大きく超えている。思った。あのパルス解放時の感覚があれば助けになったはずだ。しかし、そんな炎ほのおは微み塵じんも感じられなかった。

「いませんでした。交流して名前が確認できたのは……」

　オリビアが檻おりの向こうで得た情報を伝えている。

「大丈夫ですか？」

　オリビアが首を傾かしげた。

「疲れたような感じでした」

「オリビアこそ」

　公開バトルは行っていないにしろ、バベルを歩き回るには危険が伴ともなう。そんなストレスに晒さらされているはずだ。

「私は平気です。評価のフォローもしていただいてますし」

　オリビアの表情はほんの少しずつながらも、穏おだやかになっていた。変化は自分の評価額が高値で安定しだした理由なのでは、と福原は思った。

「なあ、このバベルの生活はオリビアにとってさ……」

　評価が上がったとしても、バベルからは出られないのだ。この福原の行動は彼女にとってどうなのか疑問があった。

「……ゲームオーバーで別の場所に移されるのは嫌です」

　オリビアは言った。

　高得点を稼かせげば次はまだマシなゲームに配置されると舞まいは言っていた。引き抜きがあったりとも。この行動はお互いにとってプラスではあるのだ。福原はそう考えた。

　自分とオリビアの関係は数字だけだった。しかし、それこそが信じられるものだと思った。前回のゲームを思い返してみればわかることだ。目に見える金や数値こそが人間関係において最重要なのだ。

「次はもう少し西側を捜索してくれ」

　福原はオリビアに指示を出し戻りかけた。

「……あのう」

「ん？」

「あなたの名前をまだ聞いてませんでした」

　オリビアは遠えん慮りよがちに言った。

「そっか、忘れてた。俺おれは福原駿しゆん介すけ。姉の名前は……」

「福原駿介さんですか」

　オリビアは口の中でつぶやいてからバベルへと消えた。

　オリビアによるバベル捜そう索さくは続いた。少しずつだが捜索ポイントを広げ、姉ではないと確認できたバトルガールの名前も消していけた。

　しかし、そんな動きは周囲のプレイヤーを誤ご解かいさせた。シルビアを敗はい退たいさせた株主が不ふ穏おんな動きをしている。そう勘かんぐられたのだ。福ふく原はらの目的を知らない周囲の人間は、その動きを不ふ審しんに思ったようだった。バベルの見えない場所で動いている、と。

　福原は大画面を見上げ複雑な気分になっていた。

　評価が変動している。オリビア関連が上がっているのだ。福原の意思とは関係なく、評価が上昇している。周囲に買われているのだ。

　マネーゲームの本格化。そんな予よ兆ちようだった。

　公開バトルも増加していた。銃器類所持のバトルガールの小こ競ぜり合あい。世界の混こん沌とんが深まり、数字が波打っている。

　それは福原の資産的な側面からいえばいい傾向ではあった。持ち株の評価が膨ふくらみ利益を生みだす。持ち株のオリビア関連もデリンジャー関連も資産価値が高まっていた。

「小型銃器のバトルガールのエリアの捜索はほぼ終わりました。バトルガールとも交流しましたけど──お姉さんはいませんでした」

　オリビアは小型銃器所持のバトルガールと水面下で交流を取っていた。もちろん目的は姉探し。同種の武器を持つバトルガールは、ある意味共同体ともいえるので、交流が取りやすく、捜索は容よう易いだった。

　そして、オリビアのその行動は副ふく次じ的てきな要素を生みだした。小型銃器類所持のバトルガールの連れん携けい。コミュニケーションを取ってきたオリビアを中心として連帯感が深まった。バベルの水面下で強固なコミュニティーが形成されたこととなった。

　連携を深めた彼女たちは、徐じよ々じよにアクティブに行動し始めた。自分たちのエリアの拡大。周囲の他の武器を所持したバトルガールを排はい除じよしていった。

　その頃ころからオリビアは株主の福原が指示を出さずとも、バベルの端へと来るようになった。

「福原さん」

　ソファーに座っていた福原を見つけ、オリビアが遠えん慮りよがちに呼びかけてくる。隠かくれて様子を窺うかがっていたようで、周囲に他の人間がいなくなったことを確認して、障しよう害がい物ぶつからひょこっと顔を出した。

「オリビア。あまり動くと危ないよ」

　福原は戸と惑まどいながら檻に近づいた。

「大丈夫です。この一帯は小型銃器類で確保してますから」

「オリビアがそうした？」

「はい、私が呼びかけて協力してエリアを確保しています。そうしたら、隠れて過ごすこともありません」

　疑ぎ心しん暗あん鬼きがはびこるバベルの中、オリビアの積極的な行動は光となったようだ。周囲のバトルガールに受け入れられた。

「……それに、そうすれば会いやすいですし」

　オリビアははにかんだように微笑ほほえんだ。そんな表情を見て、福ふく原はらも妙に照てれてしまった。

　彼女に表情が戻り始めていた。福原に向ける笑顔が、例え自らの利益のためだとしても、心が休まった。莫ばく大だいな情報を処理して疲労している福原にとって、徐じよ々じよにオリビアとの密会デートは心安らぐものへと変化していった。

　しかし、福原とオリビアの安定した状態とは裏うら腹はらに、株価は不安定に揺らいでいた。

　ジリジリと上昇する小型銃器関連。バベルの水面下で協調するオリビアたちの動きに気づいたプレイヤーが買い進めている。

　さらに小型銃器所持のバトルガールを買った株主は、強気の行動にでる。他ほかの武器を持ったバトルガールの掃そう討とう作戦にでたのだ。

　株主同どう士しで協調し、ビーム系、爆弾系などの武器所持をしたバトルガールを狩かっていく。それぞれのエリアに侵しん入にゆうしての攻撃指示。

　フリーバトルは基本的にバトルガールの自由意思だが、株主が指示することもできる。持っている武器のボタンを押しての数値管理のバトルだ。

　武器には射しや程ていと数値評価に連れん結けつした攻撃力が設定されている。公開バトルのようにダメージに連れん動どうした痛みを発生させる機器も装そう着ちやくされており、当然ヒットポイントがなくなればゲームオーバーとなる。

　オリビアも自らの意思で、フリーバトルに参加をしているようだった。株主の意い向こうで攻撃を仕し掛かけなければならない仲間のバトルガールの、フォローをしているようだ。

　そんなバベルの水面下での激しい動き。

　それに伴ともない、さらに株価の上昇。銃器系の株価は高こう騰とうする。

　強きよう硬こうな作戦にでている小型銃器関連の上げ幅はさらに大きかった。

　気づくと、バベルの評価は銃器類に集中していた。他系統の武器とそれを所持するバトルガールは敗走し、下落するばかりだった。

　そして、福原の所持するオリビアは、小型銃器所持の象しよう徴ちよう的てきなバトルガールとなっていた。その枠わくの中ではナンバーワンの評価を得ている。

　株価の一極集中による一時の安定。

　フリーバトルも沈ちん静せい化か傾向だった。

「最近公開バトルがありませんね」

　オリビアがバトルゾーンを見ながら言った。

「慎しん重ちようになってるんだよ。銃器類が高評価を得てバランスを保ってる。ある意味平和になった。だから、今のうちに少し休みな」

　福ふく原はらはオリビアの装備確認をしながら言った。この様子なら、防具は全すべて弾丸対応にしてもいいだろう。重量設定などもあり、あまり重いとバトルにおいて攻撃回数が減ったりとするのだ。

「…………」

「どうした？」

　オリビアは妙にもじもじとしている。

「あのう、あまり見ないでください」

　オリビアは体を丸める仕し草ぐさをした。

「あ、ごめん」

　福原は気まずくなって目を逸そらした。最初は全く気にしなかったオリビアだが、何故なぜ今ごろになってそんなことを言いだしたのか、少しだけ納なつ得とくがいかなかった。

「そっか、評価が高い防具って、露ろ出しゆつが多くなったりするよね」

　オリビアのマシンガン対策の防弾マントも、バージョンアップを繰り返すごとに、逆に生地が小さくなっていた。

「もっと長いやつにする？　少し評価が下がっても」

「大丈夫です」

「ビキニタイプにする？　スカートみたいなのとかもあるし。でも連発弾丸対策には……」

「そんな意味じゃないです」

　オリビアは防弾マントで体を隠かくしながら後ろを向いた。

「なんかよくわからないけど、ごめん」

「違います。こうして会っているうちに、だんだんと自分の姿が恥はずかしくなって。こんな恰かつ好こうで福原さんの前に立つのが……」

「そんなことないよ。こっちを向いてほしい」

　それでも、オリビアは背を向け続けている。

「筆頭株主権を発動させるよ。──こっちを向いてほしい」

「……ずるいです」

　オリビアはうつむきながら振り向いた。両手で防弾マントの裾すそを強く引っ張っている。

「綺き麗れいだよオリビア。同級生のセーラー服姿よりもよっぽど綺麗だよ」

「……福原さん」

　オリビアがこつんと鉄てつ格ごう子しに頭をつけて何か言おうとした。

「オリビア、早くバベルに戻って」

「え？」

「できるだけ密会デートを見せたくないんだ。オリビアの体も」

　オリビアは気づいて、ためらった視線を福ふく原はらに投げつつもバベルへと戻っていった。

　振りかえると、ちょうど数人のプレイヤーが福原に近づいてきていた。彼らもバトルガールの株主だ。

「俺おれに話でも？」

　福原は慎しん重ちように彼らに視線を向けた。







　声をかけてきたのは福原と同じく、小型銃器類バトルガールの株主たちだった。その内容は、銃器系内での戦い。つまり、マシンガン類や自動小銃類などとの対決にあった。

　直接対決してアピールしなければ、これ以上の株価上昇は望めないと。

　ただし、公開バトルは株価を上昇させるチャンスでもある代わりに、下がる危険性もある。公開バトルは慎重に行わねばならない。だからこそ、小型銃器所持の中で強いバトルガールのアピールが必要だ。

　公開バトルが激減している理由はこれだった。どの株主も慎重になっている。下手へたに動いて負けたら、下落のきっかけになる可能性も否いなめない。そんな牽けん制せいしあった状態が、現在のバベルの平和と表現されている。

　それらの理由から福原が担かつがれたのだった。小型銃器類バトルガールで最高値の評価をつけているオリビアが。

　福原は考えていた。姉探しは難なん航こうしている。今後さらに広い範囲を探さねばならない。

　しかし、まだ銃器系全般から見ると、デリンジャーなどはマイノリティーなのだ。バベルを支配しているのはマシンガン類を中心とした連れん射しや系の銃器。そのぶん、バベルのエリアの広くいい場所を支配している。同種の武器でコミュニティーを形成している。

　今後そのエリアを捜そう索さくするためには、やはり直接対決は避さけられない。評価をさらに上げなければならなかった。

　福原は、他の株主のフォローの約束を取りつけ、公開バトルに参さん入にゆうすることになった。

　参入する他ほかなかった。すでに公開バトルへの流れは、福原の意思とは離れている。

　福原は今後のシミュレーションと並へい行こうしデータ収集を行った。銃器系での公開バトル。いったん公開バトルに火がつけば、どの種類も参加せざるを得なくなる。見ているだけでは下げ落らくするだけだからだ。

　その場合、銃器系の各種類を持つ最高評価のバトルガールが公開バトルに参入するはずだ。

　銃器系の種類は七種類。

　そして、その武器を持った最高評価のバトルガール七体の情報抽ちゆう出しゆつ。







シルビア　ウージー　　　（マシンガン類）　　７５０５　△

オリビア　デリンジャー　（小型銃器類）　　　３１１３　△

カトレア　Ｓ＆Ｗ　　　　（大口径[image: ]銃類）　　２７９５　△

オレンジ　Ｍ72　　　　　（バズーカ類）　　　２８７８　△

セリーヌ　アーマライト　（自動小銃類）　　　５６９９　△

マーブル　ストライカー　（ショットガン類）　４３１２　△

リビエラ　ＳＵ─16　　　（ライフル類）　　　３１８５　△










　これが銃器系の七強となる。

　評価が断トツなのは、やはりシルビアだった。次に自動小銃を持ったセリーヌ。相そう対たい的てきに見るとオリビアの評価の低さは否いなめない。しかし、やるしかなかった。

　評価の低さを補おぎなうためには迅じん速そくな行動しかない。まだ公開バトルに積極的なバトルガールはいない。だからこそオリビアから動くのだ。

　狙ねらうは七強の中で評価の低いバトルガール。その条件でカトレアやオレンジに絞しぼられる。評価が二千オーレ台だ。公開バトルを行えば確実に勝利できる。

　しかし、どうやって公開バトルに持ち込むか。

　福ふく原はらは再び、先ほどの株主たちと対話を持つことにした。足並みを揃そろえなければ、カトレアやオレンジを公開バトルに引き出せない。

　福原は最初の標ひよう的てきをカトレアに設定する。大だい口こう径けい[image: ]けん銃じゆう類のＳ＆Ｗを所持するバトルガール。

　株主たちと話し合い行動開始。

「……私はここにいていいのですか？」

　オリビアが困こん惑わくげに檻おりの向こうに立っている。

「ここにいればいい。ヒットポイントを少しでも減へらしたら駄だ目めだ」

　福原はオリビアを呼び寄せ待たい機きさせていた。

「でも、他ほかの子たちは……」

「いいんだ。オリビアは彼女たちにとっても大切な存在だ。もう、オリビアは、オリビアだけのものじゃない」

　小型銃器類のバトルガールたちで、フリーバトルを行っているのだ。ターゲットは大口径[image: ]銃類のエリア。水面下で交戦を繰り返し、徐じよ々じよにプレッシャーをかけていく。

「私も行かないと……」

「駄目だ」

「でも、もしかしたらお姉さんが……」

「余よ計けいなことを考える必要はない」

　福ふく原はらはオリビアを制した。福原に対して気を遣つかえる立場ではないのだ。

「オリビアはこれから公開バトルが待っている。それも、シビアな戦いが連続する」

「わかってます。それは問題ありません」

「勝てばオリビアの評価はさらに上がる。そうしたら、望んだとおりにゲームで高得点を得て次に繫つながる」

「福原さん、私はあなたの……」

「オリビア。もうやるしかないんだ。俺おれも最大限のフォローをする」

　福原が強い口調で言うと、オリビアは沈黙した。

　バベルの底で蠢うごめくようにフリーバトルは続いていた。その変化は徐じよ々じよに表に現れた。

　バトルガールの評価が羅ら列れつされている大画面。消しよう滅めつしていくバトルガールが出てきたのだ。そのバトルガールが持っていた武器のジャンルは銃器系大だい口こう径けい[image: ]けん銃じゆう類。下落する評価額。

　これは譲じよう歩ほを引き出すプレッシャーだ。

「出てこいカトレア」

　福原はつぶやいた。公開バトルに出てくるまで、このプレッシャーをかけ続ける。カトレアの株主もそれを知っているはずだ。

「……オリビア、行ってくれ」

　福原はオリビアに指示を出した。

　バトルゾーンに、ついに出現したのだ。カトレアが大口径[image: ]銃類ジャンルの崩ほう壊かいを防ぐべく取引きに応じたのだ。





　オリビア　評価額３２２２オーレ

　　　　　　使用武器デリンジャー　評価額２９５５オーレ

　　　　　　防御評価額合計　２１６５オーレ

　　　　　　ハンデ０




　カトレア　評価額２７７５オーレ

　　　　　　使用武器Ｓ＆Ｗ　評価額２７８８オーレ

　　　　　　防御評価額合計　２２１１オーレ

　　　　　　ハンデ10％






　微妙な数値だった。ただ、カトレアの株主は敗北でのカトレア消滅を恐れてハンデの設定をしている。90％のヒットポイントが減へった時点で降こう伏ふくするという設定だ。

　オリビアのハンデはゼロ。評価を急きゆう騰とうさせるには、連勝が絶対条件だ。この久々のバトルの注目度は高い。

　パフォーマンスではなく、株価の変動を含めたシビアな戦いが始まるのだ。勝たなければ意味のないバトル。

　公開バトルを前に株価の変動がある。株価が上昇したのはオリビアサイドだった。周囲のプレイヤーは、オリビアの勝利に賭かけている。

　そしてゴング。

　バトルビジョンでは激しい銃声が鳴り響き、リング上からはオリビアとカトレアの悲鳴。そして歓かん声せい。







　公開バトルの勝者はオリビアだった。

　この結果により、オリビア関連は上昇、逆に敗者のカトレア関連は急落した。一回のバトルの結果にしては異常なまでの値ね動うごき。それほどまでに、この公開バトルは注目されていた。

　そして、そんな戦いがこれからも続くことになる。些さ細さいなミスも許されない。繊せん細さいで強ごう引いんに戦いに勝利しなければならない。

　オリビア対カトレア戦が嚆こう矢しとなり、銃器ジャンル内での戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされた。つぶし合いが始まったのだ。

　福ふく原はらは次のターゲットをバズーカを持つオレンジに設定する。再びバベルの水面下でプレッシャーをかけ続ける。こちら側にとって有利なのは、小型銃器類のバトルガールの結けつ束そく力りよく。オリビアを中心に固い結束を誇っている。水面下の戦いでは、それは有利なことであった。

　そして、バズーカ類ジャンルの崩ほう壊かいを恐れた株主は、ついにバトルゾーンにオレンジを向かわせた。

　数値的にはすでにオリビアの敵ではない。しかし、それでも公開バトルを行わないわけにはいかないのだ。オレンジは生いけ贄にえとしてバトルゾーンに上がったことになる。

　公開バトルの結果はオリビアの勝利。これで二連勝。

　しかし、そんな時バトルゾーンに出現したバトルガールがいた。

　福原は彼女を確認して顔をしかめる。バトルガールはセリーヌだった。自動小銃を持つセリーヌ。七強の中で二番目に高評価のバトルガール。

　福原は舌した打うちをした。まだセリーヌには数値で勝てない。

　セリーヌサイドもそれを知っていて、バトルゾーンに向かわせたのだ。

　セリーヌはオリビアを待つかのように、リングでじっと立っている。

　福原が迷っていたそんな時、セリーヌの待つバトルゾーンに上がったバトルガールがいた。

「……シルビア」

　福原は目を見張った。

　ついにシルビアが動いたのだ。バベルのスタンダードの公開バトル参さん入にゆう。

　リング上で、ナンバー１とナンバー２が対たい峙じした。

　結果、勝利したのはシルビアだった。

　そして、シルビアはそのままバトルゾーンに残った。彼女は不ふ敵てきな笑顔を作り立っている。スタンダードとしてのアピールだった。

「出てこいよ、決けつ着ちやくをつけてやる」

　福ふく原はらの背後で、シルビアの株主の来くる栖すが笑みを浮かべて立っている。

「…………」

　福原は檻おりの近くに立ったまま来栖を無視した。

「どうした、こいよ。腰抜けか？　金を稼かせぎたいんだろ。それとも負けるのが怖こわいのか？」

　来栖は執しつ拗ように福原を挑ちよう発はつしてきた。

「所しよ詮せんノーマルだな。臆おく病びよう野や郎ろうが」

　無視を貫つらぬく福原に、来栖は嘲ちよう笑しようを浴びせ続けて去っていった。

「……福原さん」

　来栖がいなくなったことを確認して、オリビアが障しよう害がい物ぶつの陰かげから顔を出した。怒ったような表情をしている。

「行かせてください。シルビアと対決します」

「今のオリビアじゃシルビアに勝てない」

「大丈夫です。痛みも顔に出さずに耐たえてみせます。だから……」

「駄だ目めだ」

　今回のシルビアは、前回とは違いシビアなハンデ設定でくるはずだ。そうすればオリビアに勝ち目はない。買かい支ささえの評価上昇も期待できない。あの作戦は評価の低い時にだけしか使えないのだ。高値がついたオリビア関連は、少々買ったところで急上昇することはない。バトルでシルビアの評価額を逆転することは不可能だろう。

「でも、あんなに馬ば鹿かにされて」

　オリビアは唇を嚙かんでいる。

「焦あせっちゃいけない」

　福原はオリビアを制した。気持ちはわかるのだ。シルビアを倒せば一気にバベルのスタンダードとなることができる。プリズナーの彼女に希望が生まれるのだ。

「必ずオリビアをバベルのスタンダードにするから安心してほしい」

　福原は言ってやった。しかしオリビアの表情は晴れない。

「福原さん、私とあなたは見ているものが違うような気がします。私はバベルのスタンダードなんかに……」

「オリビア。ライフルのリビエラが動いた。シルビアと別のバトルゾーンに上がった」

　絶好のタイミングだった。シルビアとの対決を回かい避ひしつつ、評価を上げるチャンスだった。

「オリビア行ってくれ」

　福ふく原はらはぼんやりと立っているオリビアに指示を出した。







シルビア　ウージー　　　（マシンガン類）　　８００５　△

オリビア　デリンジャー　（小型銃器類）　　　７４１３　△

カトレア　Ｓ＆Ｗ　　　　（大口径[image: ]銃類）　　１１９５　▼

オレンジ　Ｍ72　　　　　（バズーカ類）　　　　８７８　▼

セリーヌ　アーマライト　（自動小銃類）　　　１２０９　▼

マーブル　ストライカー　（ショットガン類）　１３０２　▼

リビエラ　ＳＵ─16　　　（ライフル類）　　　　９１５　▼










　七強の直接対決の趨すう勢せいはほぼ決定された。

　直接対決に連勝したオリビアの株価は高こう騰とう。シルビアも高評価を維い持じしている。

　一方、その他のバトルガールは暴ぼう落らく。関連株式も軒のき並なみ下落し崩ほう壊かいした。

　これはシルビアとの直接対決を回避しつつ、公開バトルを繰り返した成果だ。株式評価は二強にまで絞しぼられていた。株式評価というパイを取り合う戦いは最終局面だ。

　一番目立つ中央のバトルゾーンにマシンガンを構えたシルビアが立っていた。ずっとシルビアはそこに立ち続けている。

　誘さそっているのだ。ああしてオリビアにプレッシャーをかけ続けている。バベル最強のバトルガールがオリビア討とう伐ばつに動いているのだ。

　福原はしばしの思し考こうの末すえ、誘いに乗ることにした。注目される中、ここでバトルを回避したら、オリビアの評価を下げる一因になる。シルビアとの直接対決の引ひき延のばしはこれが限界だ。もうこれ以上逃げるわけにはいかなかった。

「やるしかない。ここまできたらやめられない」

「勝ちます」

　檻おり越しにオリビアが決意表明をした。

「この戦いで、バベルの株価が決定付けられる」

「はい、では行きます」

「ハンデは当然ゼロ。あとはない。死ぬかバベルのスタンダードを勝ち取るか。オリビア次し第だいだよ」

　冷たい福原の言葉を受けて、オリビアは微笑ほほえんでみせた。

「大丈夫です。勝って、そして……」

　オリビアはシルビアの待つバトルゾーンに向かっていった。シルビアが待たい機きするバトルゾーンにはどのバトルガールも入らない。周囲もオリビアとシルビアの対決に注目しているのだ。

「最後の特とつ攻こうか？」

　にやっと笑っているのは来くる栖すだった。福ふく原はらは、シルビアを撃破して以来ずっと来栖にマークされていた。ランクなしの福原に邪じや魔まされたことが彼のプライドを傷つけたようだった。

「勝つのさ」

　福原は来栖と対たい峙じした。

「無む理りだな。急激に上げたデリンジャーの評価は不安定だ。バトルが始まるまでに、たぶん全すべての株主が逃げだす」

「暴ぼう落らくするのはマシンガンだ。今のうちに売っておくんだな」

「バベルのスタンダードの株主は俺おれだ」

「バトルが終わればシルビアはスタンダードから陥かん落らくする」

　福原ははっきりと言い、来栖から離れた。睨にらみつけてくる来栖を無視して、バトルの見やすいポジションに移動した。

　視線を向けると、ちょうどバトルゾーンにオリビア現れた。階段を上り、リングのシルビアと向かい合う。

　厳きびしい表情のオリビアに対し、シルビアは悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんでいる。微笑みは周囲へのアピールだ。自分の運命を左右するバトルだと知り、恐怖を抑おさえて笑んでいる。

　オリビアの防弾マントの裾すそが揺れている。じっと瞳ひとみを閉じていたが、すっと顔を上げシルビアを正面から睨みつけた。

　フロアはシーンと静まり返っている。

　一方バベルは不ふ穏おんな空気に満たされていた。バトルゾーンを挟はさんで、沢たく山さんのバトルガールが待たい機きしている。

　マシンガン類を持つバトルガールの集団と、小型銃器類を持つバトルガールの集団が睨み合っているのだ。

　バトル終了後、すぐにフォローできるよう待機しているのだ。自分の武器の象しよう徴ちようであるバトルガールを守らねばならないからだ。

　そんな緊きん迫ぱくした空気の中、ふたりのバトルガールが静かに、そして激しく視線を交こう差ささせていた。

「バトルゾーンＡで公開バトル五分前」

　アナウンスが流れた。画面にデータのテロップが流れる。

　フロアがどよめいた。





　シルビア　評価額８００７オーレ

　　　　　　使用武器ウージー　評価額４３６６オーレ

　　　　　　防御評価額合計　３２６７オーレ

　　　　　　ハンデ０




　オリビア　評価額７４１５オーレ

　　　　　　使用武器デリンジャー　評価額４１９８オーレ

　　　　　　防御評価額合計　３３５１オーレ

　　　　　　ハンデ０






　シルビアのハンデを見てどきりとする。スクラッチの対決。相手もハンデゼロできたのだ。勝つか負けるかのオール・オア・ナッシングの勝負となった。負けた方が全すべてを失い、株価は暴ぼう落らくする。

　両者の評価は均きん衡こうしている。前回の戦いから評価を少々落としたシルビアと、急激に評価を上げていったオリビア。数値だけを見ればオリビアがやや不利だった。

　ただし、これまでずっとマシンガン類の武器がバベルを席せつ巻けんしていたため、対マシンガン防具が発達しているのだ。防御評価で表現されないプラスアルファがある。要するに攻撃力はシルビアに劣おとるが、防御力はオリビアが優勢だ。勝負はどちらに転ころぶかわからない。

　フロアのプレイヤーは、ほとんどがトレードマシーンの近くにいる。戦いの趨すう勢せいを見極め、素早い売買を行うためだ。

　福ふく原はらは思った。この勝敗を決めるのは、このフロアにいる多数のプレイヤーだと。彼らがどちらが勝つかと判断することで、あっけなく勝敗が決まる。

　今のところ、株価に変動はない。微妙な上げ下げが続く揉もみ合あった状態は、嵐あらしの前にそよぐ風のように見える。数値の裏側にドロドロとした感情が混こん濁だくし渦うずを巻いている。

　心臓が高鳴り不快な汗がでた。リング上の二人のバトルガールは身動みじろぎせずに睨にらみ合っている。バベルの運命を決める決戦が始まる。

「バトルゾーンＡ、シルビア対オリビア、バトル十秒前です」

　アナウンスが流れた。

　落ちつけ。

　福原は呼吸を整えた。こんな時こそ冷静にならねばならない。変化する数値の濁だく流りゆうを見極めねばならないのだ。

　負けが見えた場合、彼女を切り捨て、株を売り抜けねばならなかった。でなければ、借金を抱えた福原も破は滅めつする。しかし、それを考えると強烈に胸が痛んだ。

　気づいた。自分はオリビアを失うことを恐れている。

「バトル開始です」

　バトルビジョンでシルビアキャラクターがマシンガンに手をかけた。オリビアもデリンジャーを抜き撃ち、マントの裾すそがばさっと舞まった。

　交こう差さする銃声と絶ぜつ叫きようのような歓かん声せい。

　リング上で電気ショックにのけぞる両者。そんな苦痛に顔を歪ゆがめるバトルガールを見て、さらに歓声と興奮が加速する。

　銃声と共に、株価が揺らめき始めた。オリビアの株価は下がっては上がり、上がっては下がりと激しく揺れる。同じくシルビアの株価も上下している。その値動きは、まるでヒステリックに泣なき喚わめく子供の感情のようにも見えた。

「…………」

　福ふく原はらはぐっと唇を嚙かみ締めた。オリビアの株価がジリジリと下がっていた。オリビアを構成している株式評価がシルビアに移動し始めた。周囲のプレイヤーはシルビア優勢と判断したのだ。

「トレードに走るなら今だぞ。売り抜けた方がいい」

　横を向くと、来くる栖すが笑っていた。

　福原は無視して、勝負の行方ゆくえをじっと見守った。ここは信じるしかない。勝負はまだ中ちゆう盤ばんだ。

　バトルビジョンでは、オリビアがマシンガンの数値の弾丸を受けながらも必死に反撃している映像が流れている。そんな映像に乱れ波打つ株式評価。

　バトルガールは自分の株式評価の変動がわからない。運命を神の手に委ゆだねて、ただ痛みに耐たえている。

「あっ」

　福原はうめいた。リング上のオリビアがよろめいたのだ。ヒットポイントの減少に伴ともない増加する電気ショックにふらついた。膝ひざがカタカタと震ふるえている。

　そんな些さ細さいな動きは株価に直結する。オリビア評価の下落。売り傾向。

　評価を下げさらに大きくなるダメージと痛み。それでも、檻おりの中のオリビアはその現実を知らずに戦い続けている。

　しかし、オリビアの売りは徐じよ々じよに加速していった。株価の下落は淀よどみから流れへと変化していく。その先は濁だく流りゆうだ。暴ぼう落らくへの滝たき壺つぼ。

　売り、売り、売り……。福原がしかたなくトレードマシーンへと走ろうとしたその時、フロアがどよめいた。

　シルビアが電気ショックに膝をついてしまったのだ。はっと見る。シルビアの顔が恐怖に歪んでいた。莫ばく大だいな株式評価に守られていたシルビアは、バベルのスタンダードになって以来、シビアな戦いとは無む縁えんだった。そんな安全圏でのバトルの繰り返し。しかし、このバトルは自分自身の運命を賭かけ、激しいストレスとプレッシャーに晒さらされているのだ。

　そんな現実の恐れに屈くつした表情。歯をガチガチと鳴らし全身を震ふるわせている。体の内部から無防備に恐怖を滲にじみださせていた。

　流れの変化の予よ兆ちよう。

　オリビアの株価の下落が止まった。逆に安定していたシルビアの株価がジリジリと下がり始めた。

　バトルガール自身も売買の判断材料になるのだ。恐怖と痛みに打ち勝たねばならない。

　オリビアは痛みに耐たえながら鉄てつ柱ちゆうに凭もたれている。

　福ふく原はらは株価を見た。下げ止まったとはいえ、残りのヒットポイントを考えると厳きびしかった。もっと強烈な流れが来ない限り逆転は難しい。

　横を見た。プレッシャーに晒さらされているのは来くる栖すも同じだった。唇が震えている。視線が泳いでいた。

　そんな精神の消耗戦で、ついに来栖が動いた。

　トレードマシーンに駆け込む来栖。売っているのではなかった。彼はシルビア関連株を買かい支ささえていた。プレッシャーに負け、自らシルビアの評価を上げようとしたのだ。

　来栖のミスだった。高値をつけているシルビア株をひとり買い支えたところでほとんど値ね動うごきはないのだ。

　福原は来栖を横目に叫んだ。

「来栖が売りに走ったぞ！」

　視線がトレードマシーンの来栖に集中した。乱らん高こう下げする株価を前に不安定な思し考こうの周囲のプレイヤーは、そのシーンを福原の言葉どおりに受け取った。シルビアの株主が売り抜けようとしていると。

「違う……！」

　来栖の声は周囲の悲鳴に消えた。

「売れ、売りだ！」

　緊張感で爆発寸すん前ぜんだったプレイヤーは、傾なだれを打つように売りに走った。圧倒的な売り傾向。暴ぼう落らく。クラッシュだった。

　リングの様子を見た。自分の死の予感を悟さとったかのように、目を見開き体を震わしているシルビアがいた。

　電気ショックに両りよう膝ひざをついたシルビアに、オリビアが哀あわれむような視線を向けていた。シルビアの開いた口からか細い悲鳴が漏もれた。

　バトルビジョンではオリビアとシルビアが同時に発砲した。

　銃声と絶ぜつ叫きようが重なった。

　強烈なショックにもんどりを打ったのはシルビアだった。リングの上で激しく痙けい攣れんを続けるその姿は、バトルガールのゲームオーバーの姿だった。シルビアの陥かん落らく。

　一瞬フロアが静まり返り、その直後に爆発音のような歓かん声せい。バベルのスタンダードが変わったのだ。

　暴ぼう落らくと高こう騰とう。

　バベルの動きも激しくなった。バトルゾーンの周囲にいたバトルガールが動いたのだ。小型[image: ]けん銃じゆう類所持のバトルガールが、マシンガン類のバトルガールに襲いかかる。株価が上昇し攻撃力を増した数値の弾丸に、マシンガン類のバトルガールはダメージを受け敗走。

　そんな様子を見て、さらに評価が動く。オリビアの評価は戦いが終わってからも上昇を続けた。

　オリビアはバベルのスタンダードへと昇のぼったのだ。

　バベルの勢力が再編成された。バベルのメインエリアを奪ったのはオリビアのデリンジャー関連株式。

　横を見ると、トレードマシーンの前で来くる栖すががっくりとうなだれていた。福ふく原はらは息を吐いてバトルゾーンに視線を向けた。

　オリビアがこちらを見て微笑ほほえんでいた。




　　　　　　　＊




　バベルの安定期。

　バベルは表面上は安定していた。オリビアがバベルのスタンダードに君くん臨りんして株価の値ね動うごきが安定したのだ。

　ただし、福原はフロア全体の微妙な変化を感じていた。フロアのプレイヤーの視線の変化。落ちぶれたプリズナーを見るという娯楽からマネーゲームへの移行。

　福原はバベル中央のバトルゾーンを見た。オリビアがずっとその場所に立っている。高値をつけた株価を安定させるためだ。バベルの中心を支配しているというアピールなのだ。

　そして、肝かん心じんの姉探しのほうは上手うまくいっていない。動きづらかったのだ。マネーゲームの勝者の福原の動きは注目されている。オリビアを無む闇やみに動かすことはできなくなっていた。

　もしも他ほかのプレイヤーに福原の目的がばれてしまった場合、オリビア売りの要素となってしまうことも否いなめない。例えば、姉が見つかった場合に全部売られてしまう、と他のプレイヤーが考え、売り要素が発生する。

　福原とオリビアが創つくったバベルの平和を崩くずすわけにはいかなかった。

　バベルの辺へん境きようでのオリビアとの密会デートも不可能になっていた。バベルのスタンダードとなったオリビアは目立ちすぎる。オリビアの動向は株主に注目されすぎていた。気軽に会って話すことなどはできやしない。できることは、トレードマシーンなどを介かいしてのシンプルな指示を送る程度だ。

　福ふく原はらはバトルゾーンに立つオリビアをぼんやりと眺めた。寂さびしげに立ち尽くしているオリビアを見て、距離を感じた。距離以上に彼女が遠くにいるような感覚だった。

　本当ならバトルゾーンにも立たせたくなかった。彼女の体を他の人間の視線に晒さらしたくなかった。しかし、平和を維持するためには仕方ないのだ。

　これがオリビアにとっても最良なのだ。スタンダードとして長くバベルに君くん臨りんすること。それが、オリビアの望んでいたことではないか。

　そんな福原にとっての停てい滞たい時間。

　福原の行動は微妙に変化していった。最初は自分の目的を隠かくすための行動。他ほかの爆弾系やビーム系などの株を買いつつ、その株価を操そう作さし利益をだした。

　その利益で新たなバトルガールを買い、オリビアの代わりに姉探しに使おうと考えた。

　しかし、そんな思おも惑わくとは逆に、それはさらにマネーゲームを加速させた。注目されているのはオリビアだけではなく、オリビアの株主の福原もなのだ。福原が買う要素は、全すべて株価変動へと連れん動どうしてしまった。

「…………」

　福原はバベルの檻おりの近くで沈黙していた。

　目の前には防弾マントを羽は織おったバトルガールの姿がある。オリビアではない。福原が売買を繰り返した利益で過半数を購入したバトルガールだ。

　そして、福原の周囲には何人ものプレイヤーの姿があり、福原の言動に聞き耳を立てている。

　姉のことは言えなかった。こんな状況で言えるわけがない。

　容よう易いにそれを口に出し、プレイヤーに聞かれ、本当の福原の目的が流出した場合、オリビアの立場も危あやうくなる。

　また、福原が自らを担たん保ぽにした借金だが、返済はまだだった。利子を含め地じ道みちに返しているが、全てを返済するとなると、オリビアを含めた関連商品を大きく売らねばならない。しかし、この段階でそんな行動も取れなかった。

　それらの些さ細さいな行動で、ネガティブキャンペーンを張られる可能性もあるのだ。ゲームの勝者となった福原は、気づくと身動きが取れなくなっていた。

「あのー、どうしました？」

　目の前のバトルガールがこちらを見ている。愛あい想そ笑いを浮かべる彼女の表情を見て、どっと疲労を感じた。彼女は先ほどから装備のサポートなどを福原に訴えるばかりだった。

　思えばオリビアとの密会デートは心安らぐものだった。目の前の彼女と何が違うのだろうか。同じバトルガールだというのに。

　中央バトルゾーンの方向を見ると、オリビアがこちらに視線を向けているのが見えた。彼女は悲しそうに福原を見つめていた。

　これでよかったのだろうか。オリビアの表情を見て、そんな疑問を感じた。彼女にとって最良であるはずのこの結果。何か違い和わ感かんを感じた。

　さらに時間経過と福ふく原はらの思し考こうの変化。

　福原は姉探しを諦あきらめ始めていた。自分が見るのことできるのは、姉がいなくなったという現実だけだった。そう理解し始めていた。

　それから福原の行動は、オリビアの立場を持続しつつ、ゲームからの撤てつ退たいに移い行こうした。

　不ふ審しんに思われないように株の売買を続けながら、徐じよ々じよに売り抜ける準備をする。バトルガールを動かし株価操そう作さ。他ほかのバトルガールは生かさず殺さず利用する。売りと買い。上げ下げする数値。増ぞう殖しよくする資産。数値と共に動くバトルガール。戦いを繰り返し痛みと恐怖に変動する評価。

　この数字はなんなのだろう。福原は思った。蠢うごめく数字に真実が見えなくなっている気がした。教室で飛び交う乾いた会話のように、この数字には真実がない……。

「……ねえ」

　混こん濁だくした意識の中、声が聞こえた。

「福原」

　目を開けると、見覚えのある顔が見えた。こちらを覗のぞき込こんでいるのは舞まいだった。

　福原は顔を上げた。少しだけ仮か眠みんを取っていたのだ。

　まずは大画面を確認。福原の所有株式の値は下がっていない。高値安定しているので、少々眠ったところで動きはないのだ。福原は仮眠を取りつつ、ずっと取引きを続けていた。

「私より株価が気になるなんてね」

　舞が睨にらんでいる。

「舞の俺おれに対する株式評価も下がっちゃった？」

「初めから底そこ値ねだわ」

　舞は無表情で首を振った。

「それにしても、しばらく見ない間にいろいろやったようね」

「しばらくって……どのくらい経たった？」

　このフロアには時計がないのだ。プレイヤーは腕時計や携帯電話などの機器は入り口で没ぼつ収しゆうされてしまう。

「あれから四日以上は経っているけどね。学校に来ないものだから様子を見に来たの。てっきり失敗してプリズナーに陥かん落らくしているものだと思っていたけど」

「失敗どころか、バベルのスタンダードを握っているよ」

「福原のバトルガールが最さい高たか値ねをつけているのね」

「まあな」

「それにしては、さえない表情ね。さすがに疲れたの？　パルスの能力補ほ助じよも受けられない人間がやるには情報が多すぎるからね」

「…………」

「ん、どうしたの？」

　福ふく原はらの表情に舞まいが首を傾かしげている。

「もうこのゲームを降りようと思ってさ」

　福原はため息を吐ついた。

「そっか。……私もそれがいいと思う。パルスも消えて元の生活に戻れるし。きっとさ、見ないほうがいい真実ってあるのよ」

　舞は微笑ほほえみながらうなずいた。

「売るだけなら手伝いましょうか」

「ちょっと複雑なんだ。株価を動かさないように、バランスよく売らなきゃいけない。だから、今まで資産の調整をしていたんだ」

「そんなにお金がほしいの？　少し下げても、強ごう引いんに売ればいいじゃない」

「違うよ。オリビアの評価を下げたくないんだよ。でも売らないと。まだ借金も全すべて返しきれてないから」

「オリビア？　あの時のバトルガールよね」

　舞は少々不満げな表情を見せた。

「ねえ福原。まさかバトルガールに同情しているんじゃないでしょうね」

「…………」

「バベルの彼女は商品よ。数字でしかない。そんな感情を向けるなんてナンセンスよ」

「俺おれはさ、この場所で何を生みだしたのかと考えたよ。数字を操そう作さするだけで何も創つくってない。ただ、バベルを混乱させただけだった。オリビアを利用して。だから、せめて……」

「あなたのそういうところが甘あまいと言ったはず。彼女にとってもよくないことよ」

「……頼むよ舞」

「わかったわよ。バランスよく売れるよう、シミュレーションしてあげる」

　舞はため息を吐くと、近くのソファーに座りノートパソコンを開いた。

　福原はバベルを見ながら一息ついた。情報の濁だく流りゆうに頭がパンクしそうだったのだ。疲労の蓄ちく積せきにより、思し考こう能力が著いちじるしく低下しているのがわかる。

「……ねえ福原？　そういえばさ、オリビアはどうしてるの？」

　舞は硬かたい表情で顔を上げた。声のトーンが妙に低い。

「バベルで休きゆう憩けいをしてるはずだよ。ずっとリングに上がってたから」

　現在の中央バトルゾーンには、小型銃器を持ったバトルガールのナンバー２が立っている。さすがにずっとオリビアを立たせているわけにはいかない。この交代の時間が彼女の少ない休憩時間だ。

「オリビア、最近戦った？」

　福ふく原はらは首を振った。バベルには平和が訪れている。公開バトルは行われていない。

　舞まいは鋭するどい視線を福原に向けている。

「バベルの水面下で何かが起こっているわよ。ずっと資産調整ばかりして注意してなかったのでしょう」

「はあ？」

「不自然に値を上げているジャンルがある。そして、オリビアのヒットポイントが少ない。攻撃の指示でも出しているの？」

　そんなはずはなかった。オリビアはバベルのスタンダードとして君くん臨りんし、プレイ時間を長くすることだけ考えているのだ。今の時間は安全な場所に隠かくれて休息を取っているはずだ。

「何が起こってるんだ？」

　福原が情報を調べようとした時、福原を呼ぶ声が聞こえた。

「福原さん！」

　バベルの鉄てつ格ごう子しに走り込んできた女性は、オリビアだった。

「オリビア？」

　福原は檻おりへと走った。

「何をしてるんだ。こんな場所に来たら他ほかのプレイヤーにも見られて評価を下げる一いち因いんになる」

　福原は檻越しにオリビアを睨にらんだ。彼女は息を切らして頰ほおを上じよう気きさせている。

「ごめんなさい。でも……見つけたんです」

「なに言ってるんだ？」

「あなたのお姉さんを。たぶんそうだと思います。私を見て逃げてしまったけど、写真の……」

　オリビアが渡していた写真を見せた。彼女はずっと姉を探しまわっていたのだ。

「それで、どうした？」

「たぶん、刀剣系のバトルガールが集まるエリアにいると思います。でも……あれ以上追えなくて……」

　オリビアは複雑な表情をしている。

　福原は嫌な予感がした。舞はオリビアのヒットポイントが減少していると言っていた。

「逃げてきたんです。お姉さんがいたってことだけ伝えようと」

　オリビアはちらりと背後に視線をやる仕し草ぐさをした。

　ドクンと心臓が高鳴った。障しよう害がい物ぶつの陰かげからバトルガールが次々と姿を現したのだ。彼女たちは刀のような武器を持っている。刀剣系のバトルガールが逃走経けい路ろを消すように囲んでいる。

　大画面に視線をやった。上がっている。注意を逸そらした間に、ジリジリと刀剣系のバトルガールが上昇傾向にあった。数値のノイズにまぎれるように評価を上げていた。

　そんな福原の目に、来くる栖すの姿が目に入った。ニヤニヤと笑いこちらに視線を向けている。奴やつが水面下で動いていたのだ。

「自分を担たん保ぽに入れて借金をしたようね。ランクＣのシルバーだから、借り入れ限度額は福ふく原はらよりも上。同時に他のプレイヤーと連れん携けいを取っている」

　舞まいが平然と言った。

「オリビア……」

　刀剣系バトルガールは、武器の攻撃距離を考こう慮りよし陣じん形けいを組んでいる。デリンジャーは刀剣系よりも射しや程ていが長いので無む闇やみに襲ってこない。数値的にも攻撃力はオリビアが断然上なのだ。その理由から、オリビアが動くのを待っている。オリビアがプレッシャーに負け包囲網を強ごう引いんに突破すると、四方を囲まれヒットポイントを削けずられる。しかし、ここで待っていてもジリ貧ひんだった。数が揃そろえば一いつ斉せいに襲いかかってくることだろう。

「なんでこんなまねをした？　俺おれはオリビアのためを思ってずっと努力してきた。オリビアだって、このゲームで成功することが目的だった」

　福原の言葉にオリビアは首を振った。

「いいえ違います。確かに最初はそうでした。でも、途中から福原さんのお姉さんを探すことが私の目的になりました。そのために、公開バトルでも痛みに耐たえたんです。福原さんにお姉さんに会わせてあげたかった」

「オリビア……」

　福原は呆ぼう然ぜんとした。彼女と見ているものが違った事実。同じ方向を見ていなかった。檻おり越しに見つめ合いつつも、ふたりはズレていたのだ。別の方向を見ていた。

　唇を嚙かむ福原に、オリビアは微笑ほほえんだ。

「そんな顔をしないでください。どうせいつかは消えます。私は初めから存在してないも同然です。でも、あなたの想おもいを聞いて、私はそれがこの場所での唯ゆい一いつの真実だと思いました」

　オリビアの背後を見てどきりとする。中央のバトルゾーンに刀を持ったバトルガールが上がった。小型銃器のナンバー２と公開バトルが始まる。

　ナンバー２は、刀剣系の不ふ穏おんな動きに気づいていない可能性がある。ハンデによっては敗退する。

　株価を見た。やはり徐じよ々じよに刀剣系が上昇している。逆に銃器系は下がっていった。

　マネーゲームに興味を移したプレイヤーは、ここ最近安定傾向にあった株価にストレスを溜ためていたのだ。そんなプレイヤーを、来くる栖すが水面下で引き抜いていった。銃器系を売り払い、刀剣系を買うタイミングを合わせたのだ。

　福原は目を閉じた。

「すまない、油ゆ断だんした」

「いいえ。短い間でしたけど、楽しかったです。福原さんは数字だけの存在の私を見つめてくれました」

「同じ形のないものでも、数字よりもオリビアの気持ちの方が本物で暖かい。そんなものを忘れていたよ」

　福ふく原はらは檻おり越しにオリビアの手を握った。

「できれば別の場所で会いたかった……」

　オリビアもきつく握り返してきた。その手は柔やわらかく温かかった。

「会えるよ、いつか」

「噓うそでもうれしいです」

「約束する。どんな場所にいても見つけてみせる。町の雑ざつ踏とうの中でも莫ばく大だいな量の数字の中でも例え月にいても」

「ありがとう」

　オリビアはそう言い福原に背を向けた。

「どこへ行く？」

「ゲームオーバーになるところ見られたくないんです。そして、しばらく頑がん張ばりますから、その間に私を売ってください」

「行くなオリビア。相手は動くのを待っている」

　握ったオリビアの手が、一瞬ためらってからするりと抜けた。

「……オリビア」

「さようなら」

　そう言うと、オリビアはデリンジャーの攻撃ボタンを押し駆けだした。高評価の数値の弾丸を受けたバトルガールは、連れん動どうする痛みに膝ひざをつく。その脇わきをオリビアは駆け抜けた。

　しかし、それを待ち構えていた刀剣系のバトルガールたちは、一いつ斉せいに攻撃ボタンを押す。電波での一いつ斉せい攻撃を受けオリビアの体がぐらついたが、それでもバベルの中へと逃走する。

　バトルガールに群むらがられながら、オリビアはバベルに姿を消した。

「売りなさい」

　舞まいが言った。

「プレイヤーが不ふ穏おんな動きに気づいて、売り始めている。銃器系全般が売られ始めているのよ。公開バトルもたぶん小型銃器は負ける。その上、オリビアが消しよう滅めつしたら大だい暴ぼう落らくよ。彼女が生きている間に売り払うことね。今なら間に合うわ」

　画面を見た。久々の株価変動。揺らめく波は徐じよ々じよに大きくなっていく。

　福原はオリビアの消えたバベルを見つめながら迷った。今福原が売り払ってしまったら、オリビアは確実に消滅する。そんな彼女のゲームオーバーを助長するような行動を取ることはできなかった。

　微かすかな声が聞こえたような気がした。

　──売りなさい。切り捨てなさい。

　福原はそんな思し考こうを振り払った。

「俺おれはオリビアの純粋な気持ちに報むくいたい。売り払うことなんてできない」

　福ふく原はらははっきりと言った。

「優やさしいのね」

　舞まいはそんな福原を冷たく見つめていた。

「フォローすれば逃げ切れる可能性もある」

　福原はトレードマシーンに駆け込んだ。余よ計けいな資産を売り、小型銃器類を買かい支ささえる。売りと買いを繰り返し、少しでもオリビアの逃走を手助けする。公開バトルのフォローもしなければならない。

「……遅おそいな」

　来くる栖すが隣のトレードマシーンに向かった。画面を見つめると激しい動きでトレードを開始した。

「パルスのコントロール。莫ばく大だいな情報はパルスの解放なくしてできねえぞ」

　来栖の瞳どう孔こうが大きく開いている。パルス解放をしているのだ。

「情報抽ちゆう出しゆつ、情報の取しゆ捨しや選択、株価の連れん動どう、値ね動うごき、売買、素早く情報を選択するには普通の人間じゃあ無む理りだ」

　にやりと笑う来栖。公開バトルのテロップを見る。バトル開始前に、ハンデを含めたバトルの趨すう勢せいは決定されていた。小型銃器のナンバー２の敗退は決定的だった。

「……ちくしょう」

　福原は必死にトレードマシーンを操そう作さした。しかし、激しく流れる情報に翻ほん弄ろうされた。頭がくらくらとした。

「売りなさい、福原」

　福原の背後で舞が忠告した。

　それでも、福原は手を止めなかった。売買を繰り返し、少しでもオリビアを……

　フロアがどよめいた。

　オリビアの消しよう滅めつだった。大画面からオリビアのデータが消えたのだ。数値の消滅。オリビアを構成する数字はバベルから消去された。

　福原はただ立ち尽くした。ついにオリビアはバベルの闇やみに散ってしまった。

「……オリビア」

　福原は目を閉じた。

「ちゃんと売ったでしょうね」

　舞がトレードマシーンに駆け寄った。画面を覗のぞき込こんで、福原の選択した行動を悟さとり首を振った。

「……あんたは馬ば鹿かよ。あなたの持ち株はもう紙くず同然よ。ほら、こうしている間もどんどん下落。売り、売り、売り一色。見なさい、株がゴミのようだわ。とてもじゃないけど、借金の返済はできやしない」

　オリビア関連の株価の下落は深しん刻こくだった。一瞬にして象しよう徴ちようともいえるオリビアが消しよう滅めつしたため、狂くるったように株価が下落している。オリビアショックの大だい暴ぼう落らくだ。

　デリンジャーなどの小型銃器類は下げ一いつ色しよく。その関連株を持っているプレイヤーは悲鳴を上げながらトレードマシーンにかじりついている。売ろうにも売れない状態なのだ。福ふく原はらの持ち株も焼けついていることだろう。

「……借金を返済できないとどうなる？」

「プリズナーよ。バベルのバトルガールよりも待たい遇ぐうの悪いゲームの道具に利用されるのよ」

「少しでも売ってオーレを……」

「無む理りよ。回収できたとしても、お小こ遣づかい程度よ。たぶん借金の利子も払えずに、あなたはプリズナーとして確保される」

「…………」

「じゃあね、私はもう責任を取れない……あがっ」

　福原は立ち去ろうとした舞まいの後ろ髪をつかんだ。

「髪を引っ張らないで。犬の尻尾しつぽじゃないのよ」

「頼む。貸してくれ」

「はあ？」

「金を貸してくれ。もうひと勝負する程度の金がほしい」

「……あんた、なに言ってんの？」

「必ず倍にして返す。あるだけでいい」

　頼れる人間は舞しかいなかった。ここで立ち去られたら全すべては終わる。

　資金さえあれば、現在不安定なジャンルの株式で儲もうけることができる。資金さえあればいいのだ。

「ギャンブル中ちゆう毒どく者しやのセリフのテンプレートだわ。お金は持っているけど、そんな人間に貸すわけないじゃない」

　舞は啞あ然ぜんとした表情で声を荒らげる。

「金が要るんだ。今度は失敗しない」

「私は何度も忠告したはずよ。あんたは駄だ目め人間よ。ヘボっ、間ま抜ぬけ、負け犬。馬ば鹿かは死んでも治らないわ」

「頼む」

「手を離しなさい。もううんざり。私に関かかわらないで」

　舞は激しく福原の手を振り払った。

「なあ、こんなに頼んでる」

「うるさい！」

　舞まいは福ふく原はらを睨にらんでいたが、思い直したように表情を和やわらげ、ゴホンと咳せき払ばらいをした。

「きつく言いすぎたわ」

「……舞」

「とても残念だと思う。好きでなったわけでもないけど、あなたのエージェント役に偶ぐう然ぜんなったわけだし。でも、結果的に失敗してしまった」

　舞の表情は緩ゆるかったが、視線だけはとても冷たかった。テストの点数を淡たん々たんと見つめているような、道路に転ころがった子こ猫ねこの死体を見るような視線だった。

「きっと、もう会うことはないでしょうね」

　舞は振り向き歩き始めた。

「おい」

「さようなら」

　舞はポニーテールを揺らしながら福原の元から立ち去った。

　福原は我に返り、株を売るべくトレードマシーンを操そう作さする。しかし、下落し続ける株価に、全く売ることができなかった。株価が底そこ値ねになるまで売ることはできないだろう。株価の変動の流れを読みきれなかったのだ。

　顔を上げると、公開バトルの決けつ着ちやくがついていた。当然刀剣系の勝利に終わっている。

　福原はただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。そんな福原に声をかけてくる男がいた。

「よお、残念だったな。これからは刀の時代だな」

　福原にシャンパングラスを渡しながら言ったのは来くる栖すだった。

　睨む福原に、来栖は会かい心しんの笑みを浮かべていた。

「これが現実だ」

　そう言い捨て、棒ぼう立だちする福原から立ち去った。

　福原の視し界かいが白くかすんだ。宙ちゆうに浮いているようなふわふわとした感覚があった。フロアの喧けん騒そうも遠くの風の音のように聞こえた。

　破は滅めつまでのカウントダウン。それをただ呆然と立ち尽くして過ごさねばならないのだ。

　福原はぼんやりとシャンパンに口をつけた。マネーゲームに翻ほん弄ろうされた哀あわれな人間の末まつ路ろ。感情や欲求に流され、理性をコントロールできなかったペナルティー。

　いや、これは真実から目を逸そらしていた日常生活の罰ばつなのだ。すべての罪をこの場所で償つぐなうのだ。そんな自分自身の運命だったのだ。

　これからどうなるのだろうか。もうあの日常に戻ることはできないのだろうか。そんな記憶は何故なぜか遠く昔のもののように霞かすんだ。

　その時、ふと気づいた。来栖が言っていた、刀の時代だ、との単語に引っかかった。

　振りかえり、データの表示された大画面を見る。高こう騰とうしている刀剣系ジャンル。刀剣系を所持するバトルガールの評価も上昇している。

　カードをトレードマシーンに差して自分の資産確認を行った。ほとんどが不良債さい権けん化かしている中、評価を大幅に上げている商品が存在した。





　フローラ　打うち刀がたな紅あか錦にしき　１８７６　△






　理り沙さの株だ。序じよ盤ばんに過半数を買っていたことを忘れていたのだ。偶ぐう然ぜん買った商品が、株価の乱らん高こう下げの波で急浮上したのだ。

　福ふく原はらは負ふ債さいの合計やフローラ株などの資産を急いで計算する。

「……いける」

　福原はうなずいた。借金の返済は無む理りでも、上手うまく売れば大きな資金が手に入る。その資金を元もと手でにすれば復活も不可能ではない。刀剣系の上昇傾向が続いている今がチャンスだ。

　しかし、今まで一極集中していた小型銃器類が崩ほう壊かいしたため、バベルの状況は不安定ではあった。様々な種類の商品が評価を上げるチャンスであると、アクティブな行動をとりだしたのだ。

　バベルはアンバランスに揺れている。数カ所ある公開バトルゾーンでもバトルが同時に行われている。情報が混こん濁だくし渦うずを巻いている状況だ。

　オリビア発信の株式ショックは、バベルに再び混こん沌とんと戦争を呼び起こしたのだ。

　福原は激しく動く数字を見て思った。あの数字を操そう作さしているのはフロアのプレイヤーのはずだが、フロアを支配しているのはあの冷たい数字なのではないだろうか。数字の変動に翻ほん弄ろうされる人間たち。数字の上下で、金を勝ち取り、時には破は滅めつする。バベルの神はプレイヤーではなく無む機き質しつな数字だったのだ。

　自分の運命がかかる取引きに、福原は慎しん重ちように画面の数字を確認する。バトルが激しくなったバベルにも視線をやった。上昇中の刀剣系バトルガールのバトルが一段と激しい。

「…………」

　福原はバトルゾーンの一角に視線をやり息を止めた。バトルが終わったばかりのバトルガールがリングから降りるところだった。剣を構えたバトルガールの顔は……。

「姉さん」

　福原は愕がく然ぜんとバベルを見つめた。すでに姉らしきバトルガールはバベルの中に姿を消している。

　福原は急いで情報を探す。バトルゾーンで試合をしたバトルガールの情報抽ちゆう出しゆつ。





　ゲルニカ　妖よう刀とう村むら正まさ　３４５５　△






　オリビアの言葉を思いだした。確かに姉らしき女性を刀剣系のエリアで見つけたと言っていた。ずっと隠かくれてバベルで過ごしてきたが、評価上昇の流れに乗って、公開バトルを強きよう要ようされだしたのだ。

　福ふく原はらは理り沙さのフローラ株を売りに出し、ゲルニカ株の買いに走った。過半数を確保すれば姉の行動を握れるのだ。

　再び福原は数字に翻ほん弄ろうされながらも売買を繰り返した。しかし、思ったよりも上手うまくいかない。上昇傾向にあるフローラの株を売ることはたやすかったが、買うのは困難だった。人気のある株は購入しにくいうえ、ゲルニカ株はフローラ株より高価だった。フローラの資金を全すべてゲルニカに移しても過半数は取れない。

　眩暈めまいがした。無む機き質しつな数字、数字、数字。いったいこれらの数字にどれだけの価値と真実があるのか。強ごう引いんに侵しん入にゆうしてくる数字の渦うずに福原は吐はき気けを感じた。

　ずっとバベルでトレードを続けたため、莫ばく大だいな情報にアレルギー反応が起こったのだ。それでも、福原はトレードマシーンに凭もたれかかりながら、なんとか取引きを続ける。

　不安定に振動し続ける株価の中、福原が必死に売買を繰り返していると、再びゲルニカが公開バトルに乗りだした。

　イニシアチブの取り合いで、バトルガールの戦いが激化しているのだ。

　バトルの情報がテロップで流れた。





　ゲルニカ　評価額３４５８オーレ

　　　　　　使用武器妖刀村正　評価額２２００オーレ

　　　　　　防御評価額合計　９６７オーレ

　　　　　　ハンデ40％




　アステル　評価額２２３３オーレ

　　　　　　使用武器神速の弓　評価額１３８８オーレ

　　　　　　防御評価額合計　８６６オーレ

　　　　　　ハンデ10％






　リング上で二人のバトルガールが対たい峙じしている。ここから遠いためよく見えないが、やはりゲルニカは姉のように見えた。福原の胸が痛んだ。肌はだを露ろ出しゆつさせ見世物にされているその姿。ぼんやりと立っている彼女はとても儚はかなく寂さびしげに見えた。

　福原はゲルニカ関連の買いに走った。このバトルに負けて痛む姉の姿は見たくなかった。ゲルニカの過半数を買かい占しめて、バベルの端に誘ゆう導どうする。そして、真実を聞きたかった。

　トレードマシーンを操そう作さする福原の視し界かいがぐらりと揺れた。限界だった。数字に拒きよ否ひ反応を起こした体が、情報を遮しや断だんし始めたのだ。ハンマーで殴なぐられたような頭の痛みに、福原は体の制せい御ぎよを失った。

　床ゆかに倒れる寸すん前ぜん、福ふく原はらの体は誰だれかに受けとめられた。

「…………」

　弾だん力りよくのある体の感かん触しよくだった。安心感のある甘あまい香り。柔やわらかい髪が福原の顔をくすぐった。

「……姉さん」

　福原は彼女の胸に顔をうずめながらつぶやいた。顔を上げるとぼやけた視し界かいに、微かすかに笑ったような女性の表情が映った。きつく抱きしめると、その体がぎこちなく硬こう直ちよくした。

「姉さん……？」

　感覚が回復すると、見覚えのある顔が見えた。

「悪かったわね、私で」

　福原が抱きしめていたのは立たち花ばな飛鳥あすかだった。彼女は無表情で福原の体を支えている。

「な、なんでおまえが」

　福原は啞あ然ぜんと言った。

「離して」

　飛鳥は視線を逸そらしている。

「なんでこんな場所にいるんだよ」

　福原はよろめきながら、トレードマシーンの方に凭もたれかかった。

　飛鳥は茶色い布ワンピース姿で立っている。舞まいと一いつ緒しよに来たのかもしれない。舞は飛鳥のエージェントでもあるからだ。

「おまえに構かまってる暇ひまはない。時間がない」

　福原はトレードを進めようとした。

「買うのはアステル関連」

「なんだと？　アステルの評価を上げてどうする？　負けたら消しよう滅めつしなくても……」

　電気ショックで苦しまねばならないのだ。そんな場面を見たくなかった。

「あのバトルの結果で評価が反はん転てんするということ」

　飛鳥の言う意味は理解できる。ゲルニカが勝てば、さらに株価は上昇して、株主は売りにださない。いくら金を払っても過半数は取れないのだ。しかし下げ落らく傾向の商品は買うことができる。ゲルニカが負ければ過半数を取りやすくなるのだ。

「おまえは、そのために来たのか？」

　飛鳥は姉と知り合いだとは言っていた。飛鳥も姉を探していたのだろうか。

「違うわ」

　飛鳥は冷たい表情のまま言った。目的はわからないが、飛鳥はここに来るのは初めてではないようだ。

　福原はしばし迷ってからアステル関連株を買いに走った。ハンデを含めた数値的に勝負はややゲルニカ有利だ。アステルを買かい支ささえて勝負を逆転させる。

　目の前の感情に流されてはいけないのだ。目的のためには最善の行動を取る。いままでのゲームで学んだことだ。

　しかし、アステルの買い取りも難しい。激化したトレードに、めまぐるしく動く数字。そんな奔ほん流りゆうに、福ふく原はらは買うべき数字を見失った。関連株式がどこにあるのかすら判断できなくなった。

「……ちくしょう、しっかりしろ」

　視し界かいがぐるぐると回っている。福原の目には、もう株式評価の数値は、蠢うごめく模も様ようにしか見えなくなっていた。

「まだプリズナー落ちしてなかったのか？」

　そんな、福原の動きに気づいた来くる栖すが近づいてきた。

「黙ってろ」

　福原はうつむいたまま言った。

「あのバトルの株を買ってんのか？　アステル関連か？　俺おれのバトルガールを潰つぶそうってか？」

　来栖はへらへらと笑っている。ゲルニカの筆ひつ頭とう株主は来栖なのだ。

　ドクンと心臓が高鳴った。姉はこんな人間の所有物なのだ。胸が焼けるほどの怒いかりと炎ほのお。血液が沸ふつ騰とうする感覚。ツーンとした不快な刺激が鼻を抜けていく。食いしばった口から血が垂れ落ちた。

　この男を焼き尽くしてやりたい。そう思った。

　次の瞬間、福原は自分の体を包む炎のイメージを見た。激しく高鳴る鼓こ動どう。開く瞳どう孔こう。強烈な熱さ。

　バベルを満たしていた悲鳴と歓かん声せいが一瞬途と切ぎれたような気がした。福原の感覚は、動く数字だけを視覚で処理した。

「…………」

　福原は目を見開いたまま、トレードマシーンの前に引き寄せられるように立った。

「所しよ詮せんノーマルランクだろ。所持金なんか見えている。俺おれはＣランカーのシルバーだぜ」

　来栖はそう言うと、隣のトレードマシーンを操そう作さし始めた。ゲルニカ関連株を買い支えている。

　福原は来栖を見ずとも、それがわかった。そんな数値の変動が見て取れたのだ。

　福原の世界は変化した。

　全すべての数値は生きていた。先ほどまで無む機き質しつに見えた数字は、リズミカルにダンスを踊おどっている。数字の動きは肉体的に時には躍やく動どう的てきに、評価の数々はダンサーの筋肉の筋の一本一本のごとく目に映った。

　パルス解放の感覚だった。

　バトルにより乱らん高こう下げする株価。絡からみあう数字。プレイヤーの感情に反応する評価額。

　真実はこの数字だけだった。

　福ふく原はらはそう思った。バベルのプリズナーの動きや、数値を動かす周囲のプレイヤー。それこそノイズだった。

　バベルの数値は意思を持ち、成長や消しよう滅めつを繰り返す生命そのものなのだ。

　胸が強烈に熱い。そして冷えた思し考こう。福原は数値を見ただけで、バベルの動きが全すべて把は握あくできた。上下する数値を見ているだけで、バベルのバトルの趨すう勢せい、プレイヤーの動き。バベルの空間を見るよりも、数値のほうがはるかにリアリティーがあった。

　莫ばく大だいな情報のデータコントロール。これが福原のパルスにより解放された能力なのだ。

　福原は数値を見ながら、ふふっと笑った。

　そんな福原を、飛鳥あすかが横目でちらりと見た。

　福原はトレードマシーンの操そう作さを始めた。アステルの評価が上がりやすい株をセレクトし買い進める。バトルガールアステル株、神しん速そくの弓ゆみ株などピンポイントでタイミングよく買う。売りだされるタイミング、買いがつくタイミング。呼吸をしているかのような数値に、タイミングをぴたりと合わせた。

　また、関連株価もチェック。どれを買えば、直接アステル評価を押し上げるのかもわかった。そんな情報を、福原はすべて完全に管理した。

　楽しかった。頭のリミッターが外れたような感覚。今まで弾ひけなかった楽器をコントロールし美しい音楽を奏かなでる気分だった。

「無む駄だだぜ」

　来くる栖すが横でパルス解放をしつつ、トレードを行っている。

　アステルの数値の上昇は鈍にぶい。逆にゲルニカ関連は順調に上げているのがわかった。周囲のプレイヤーもゲルニカに乗っているのだ。

「止とどめを刺してやる」

　来栖がにやりとこちらを見た。

　そんな彼の表情を見て、福原は驚いた。気づいていないのだ。

「バトルゾーンＤ、ゲルニカ対アステル、バトル開始十秒前です」

　アナウンスが流れた。同時に異常が起こった。

　アステル関連の評価が急上昇し始めたのだ。異常なまでに上がっている。誰だれがそんな資金を投入しているのか。

　福原の買いがきっかけではない。細こまかなトレードを飲み込むほどの激流だった。

　福原は横を見る。飛鳥がトレードをしていた。飛鳥の瞳どう孔こうは異常なまでに開いている。パルスの解放をしているのだ。

「おまえがアステル関連を買ってるのか？」

「言う必要はないわ」

　飛鳥あすかは福ふく原はらを無視してトレードを続けている。

　バトル開始のゴングが鳴った。刀と弓の時代遅おくれの戦闘が、バベルでは近代的な戦いなのだ。

　数値の変化は激しい戦いを表現するかのように蠢うごめき振動していた。そんな変動は、姉の悲痛な悲鳴を聞いているようで、ほんの少しだけ心が痛んだ。しかし、そんな小さな感情は、胸の炎ほのおに蒸発した。

　アステル急上昇に伴ともない、関連株が買われだす。周囲のプレイヤーがアステル買いに動いたのだ。

「何をした？」

　来くる栖すが歯ぎしりをしてこちらを睨にらんでいる。

「……鈍にぶいな、その程度か。大量の資金が投入準備されていることに気づかなかったのか？」

　福原は横目で来栖を見た。数値の水面下で準備を整えている資金の動きに福原は気づいていたのだ。誰だれかがアステルを押し上げる準備をしている、と。

「てめえ、ノーマルランクのくせして、Ｃランカーの俺おれに……」

「……所しよ詮せんＣランク」

　飛鳥がつぶやいた。

「……おまえ、誰だ。おまえはなんだってんだよ。たかだかノーマルだろうが」

「たかだかランキングＢで悪かったわね」

　飛鳥の言葉に来栖の表情が硬こう直ちよくした。

「Ｂのゴールドがなんでこんな場所に来てやがる。金なんか稼かせぐ必要ねえだろうが……」

　株価はアステル関連が高こう騰とう。弓矢関連が買われ上昇を始めた。膨ぼう大だいな資金が投入され株価が操そう作さされているのだ。

　所詮この場所での力は金だった。単純なパワーでゲームは決定づけられる。

　その大量資金を注入しているのは飛鳥だった。株価の変動は、飛鳥の呼吸とぴたり重なっている。

　まだ勝負はついてないが、福原は高騰するアステル関連を売りにだした。アステル関連が下がる気配があった。

　福原は買かい支ささえるより売りを選択。手に取るように情報を管理できたとしても、自分の資金は小さなものだった。情報の奔ほん流りゆうに立ち向かうよりも、流れに乗り切り抜ける。

　ゲルニカの株価は依い然ぜん下げ落らく傾向。この時点では勝負はどう転ころぶかわからない。ゲルニカが負けた場合、すぐに過半数を確保する。そのために買いに走れるフリーの資金も用意しておきたかった。

　福原が大半を売り抜けると、やはり今度はアステル関連がジリジリと下がり始めた。ちらりと横を見る。表情を変えない飛鳥だが、売っているとわかった。あっさりと売り、利益確保に動いたのだ。莫ばく大だいな資金を利用してマネーゲームを行っている。

　福原は横目で飛鳥を睨んだ。助けてくれているわけではないのだ。ただ、この変動の激しくなったバベルで小こ金がねを稼かせいでるだけだ。すばやく売りに動いていなければ、福ふく原はらの株も焼きついていた可能性もある。

　これでバトルの結果はわからなくなった。再び評価を盛り返すゲルニカ関連。刀と弓が激しく火花を散らしている。姉の悲鳴が株価の変動で表現されているようだった。

　バトル終しゆう盤ばん。福原は妙な数値の揺らめきを見つけた。激しく振動し続ける株価に隠かくれるように、不ふ穏おんに動く数値。飛鳥あすかではない。すでに飛鳥の株価操そう作さのパターンはロゴマークつきで監かん理りしている。

　その動きは、とても繊せん細さいでいて、力強さを感じるような準備状態だった。完かん璧ぺきな情報管理と数値コントロール。誰だれが何をしているのだ？　このように優ゆう雅がに美しく数値を動かす人間に興味を持った。

　福原は顔を上げた。バベル方向を見て目を見開く。別のバトルゾーンに見慣れないバトルガールが登場していた。

　バトルガールは銃でも剣でも弓でもなく、妙な杖つえを持っている。恰かつ好こうもシースルーのローブのような衣服。頭には先がとんがった帽子を被かぶっている。

　魔ま法ほう使つかいだった。この科学全盛のバベルにおいて魔法使いは、ただ惨みじめに隠かくれているだけだったはずだ。底そこ値ねの株価のため、姿を現し、攻撃を受けでもしたら消しよう滅めつの憂うき目めに遭あう。しかし、何故なぜか公開バトルに登場している。

　その魔法使いがいるバトルゾーンに上がったのは、刀を持ったバトルガール。理り沙さだった。福原が売り払ったフローラが株主の意向で動かされている。

　理沙は刀を向けて魔法使いと対たい峙じした。

　魔法使いの登場は株主の気まぐれだろうか。弱すぎる魔法使いは公開バトルでも一瞬で消滅するため、プレイヤーの暗あん黙もくの了りよう解かい的てきに戦わせないのだ。勝負は理沙の勝ちで見えている。

　画面を見てどきりとした。数値の動きが大きく揺らいだのだ。飛鳥の操作している株価だった。飛鳥のロゴマーク入りの数値は、激しい感情の昂たかぶりように振動した。

　横目で見ると、やはり隣の飛鳥の表情が険けわしくなっている。無表情な飛鳥の瞳ひとみが真っ赤に燃えたような、そんな気がした。

　画面に視線を戻して息を吞のむ。不穏な数値の動きの目的がやっとわかった。この時すでに臨りん界かい点てんだった。

　フロアの喧けん騒そうにまぎれて悲鳴が聞こえた。バベルを見た。勝負がついたのだ。倒れていたのはアステルだった。バトルの勝者はゲルニカとなったのだ。

「……ふふっ」

　来くる栖すがにやりと笑いこちらを見た。

「はははははっ。俺おれの勝ちだ」

　ケタケタと笑う来栖の方を、福原は呆ぼう然ぜんと見つめた。この段階でゲルニカ対アステルに視線を向けているセンスのなさに、ただ呆あきれた。

「どうした？　今度こそオケラになったか？」

「……おまえ、気づかなかったのか？」

「なんのことだ？」

　来くる栖すは顔をしかめた。

「…………」

　濁だく流りゆう、瀑ばく布ふだった。

　福ふく原はらは来栖の背後の大画面に目を見開く。来栖も福原の視線に気づいて振りかえり、そして体を硬こう直ちょくさせた。

　株価指数が急上昇していた。莫ばく大だいな資金がバベルに投入されている証しよう拠こだ。それは飛鳥あすかの介かい入にゆうとは比べものにならないほどの莫大な資金。

　その資金の投入先はバベルの魔法にだった。

　バトルフィールドを見る。バトル開始を待つ魔ま法ほう使つかい。そのバトルガール関連株は高こう騰とう。爆発するかのような急上昇。また、魔法全般が押し上げられていた。今まで息を潜ひそめていたジャンルが一いつ斉せいに蜂ほう起きしたのだ。魔法ジャンルの評価は暴ぼう徒とのように数字を混乱させた。

　大だい暴ぼう落らく。大だい恐きよう慌こうだった。科学ジャンルの下げ。下げ、下げ、下げ。バベルの科学のメルトダウン。

　大パニックに陥おちいったプレイヤーは科学の全すべての持ち株を売りに転じた。

「なんで……」

　来栖は顔面蒼そう白はくで立ち尽くす。すぐに我に返りトレードマシーンに向かうが、売り一いつ色しよくの中で買い手はつかず、ただ暴落を凝ぎよう視しすることしかできなかった。

　福原はのけぞった。完全に数値情報を管理していたゆえ、すさまじいまでの激流の直撃を受けてしまったのだ。濁流に吞のみ込こまれ意識がぶちぶちと途と切ぎれかけた。

　トレードマシーンに凭もたれかかりながら呼吸を整える。徐じよ々じよに胸の炎ほのおが小さくなる感覚。

「…………」

　顔を上げると、すでに視し界かいは戻っていた。株式評価は以前のように、ランダムに動く無む機き質しつな数値として目に映った。

　熱かった胸が冷えていた。高速回転していた頭が熱を帯びている。強烈な疲労と吐はき気けを感じた。気づくと全身が汗でびっしょりと濡ぬれていた。

「……この動きは誰だれが？」

　福原は飛鳥を見てどきりとした。飛鳥は氷のように鋭するどく冷たい表情で立っている。その表情に福原は恐怖をも感じた。

「……バベルの神よ」

　飛鳥の声は異常に低かった。

「バベルの神だと？　そういや、俺おれたちはバベルの神だとか言ってたよな」

　福ふく原はらは飛鳥あすかを睨にらみつつも、思いだした。暴ぼう落らくしだした科学の商品で買わねばならないものがある。ゲルニカ株だ。すでにバトルは終わっているのだ。

　福原はバベルを見てはっとした。バトルを終えたゲルニカがぼんやりと立っている。

「姉さん！」

　福原はここから叫んだ。声は周囲の狂きよう騒そうにかき消された。

「姉さん、俺だよ！」

　福原はバベルの檻おりへと走った。ガツンと鉄てつ格ごう子しに福原の頭がぶつかった。それでも檻にしがみつき、必死で叫んだ。

「姉さん」

　檻の向こうのゲルニカがこちらに視線を向けた。姉だった。自分の前から姿を消していた姉があそこに立っていた。

　福原は鉄格子をつかみながら歯を食いしばった。本当だったのだ。姉は生活を守るためにゲームに身を投げていた。そして、プリズナーに陥かん落らくしてしまったのだ。

「姉さん……ごめん」

　福原の視し界かいが滲にじんでぼやけた。真実を見ていなかった自分自身が憎にくかった。何故なぜ現実から目を逸そらして過ごしていたのか。ずっと自分の状況を呪のろい、そんな怒いかりを姉にぶつけていた。それでも姉は何も言わずに犠ぎ牲せいになっていたのだ。

「俺は……」

　自分自身の醜みにくい姿を直視してしまった。自分の体に、醜い感情や欲望が詰まっているように感じた。

　そんな時、リングの上の姉が表情を変えた。

「姉さん？」

　こちらに気づいたのだろうか。

　違う。バベルの混乱が始まったのだ。バベルの底辺として隠かくれていた魔法使用のバトルガールが評価を上げて、フリーのバトルを始めたのだ。バトルフィールド周辺でも、フリーバトルが始まっている。科学のエリアが奪われだしている。

　バトルビジョンでは理り沙さのキャラクターが炎ほのおのホログラフィーに包まれていた。

　リング上の理沙は倒れ込み、体を痙けい攣れんさせている。魔法の前に敗北したのだ。

　崩ほう壊かいの予感。バベルの相場が丸ごと魔法に移るのだ。科学は滅めつ亡ぼうする。

　そんなバベルの中に姉は戻っていった。

　福原は急いでトレードマシーンに戻り、ゲルニカ株を買いあさった。過半数を確保して、呼び寄せなければいけない。そして、檻の向こうの姉に謝あやまりたかった。

　暴落していたゲルニカ株はあっさりと買えた。すぐに50％超。

　しかしすぐに気づく。このパニックになったバベルで姉を強ごう引いんに動かしたら、標ひよう的てきになってしまうではないか。バベルの辺へん境きように逃げるしか生き残る道はないのだ。

「姉さん……」

　バベルを見た。すでに姉の姿は消えていた。

「ちくしょう！」

　福ふく原はらはガツンとトレードマシーンを叩たたいた。ここまできて、何故なぜこんなことに……。

「おまえがくだらないまねを……」

　福原は脇わきの飛鳥あすかを向いて言葉を止めた。飛鳥は鋭するどい表情で一方を凝ぎよう視ししている。

　視線の先をみた。フロアの上部の席でトレードマシーンを操そう作さしている人間。その男は、パニックになる周囲のプレイヤーをよそに静かにトレードを行っていた。彼の場所だけ風が凪ないでいるような、そんな雰ふん囲い気きがあった。

「おい、俺おれを嵌はめようとしただろ」

　福原は飛鳥の胸むな倉ぐらをつかんだ。

「……そんなつもりはないわ」

　飛鳥はこちらを見ずに言った。

「プリズナーに落ちるところだった。結果的に俺をだました」

　飛鳥の株価操作に気づかなかった場合、アステルと一いつ緒しよに沈ちん没ぼつした可能性もあったのだ。

「……だまされるほうが悪いんじゃない」

「なんだと？」

　飛鳥は福原の手をつかんだ。強い力に手が痺しびれた。

「だまされて破は滅めつさせられた人間のほうが悪いのよ」

　福原は息を吞のんだ。飛鳥の声が震ふるえていた。

「おい……」

「だから私は……」

「誰だれだよ、あいつは」

「あいつは私の……」

「おい、よせ」

　ぐっと嚙かみしめた唇から血が流れ落ちていた。飛鳥の体が黒い炎ほのおに巻かれているかのように見えた。飛鳥の瞳どう孔こうが開き始めた。

「立たち花ばな……こっちを見ろ」

　福原が手を握り返し揺すると、はっとしたように飛鳥は表情を変えた。

「…………」

　飛鳥は福原の手をつかんだまま視線を逸そらした。寂さびしげな表情だった。先ほどのドロドロとした鋭さは消えていた。

「なあ、なんでここに来たんだ？」

　福ふく原はらは聞いた。

　飛鳥あすかは答えず、背を向け立ち去ろうとした。

「待てよ」

　福原は飛鳥の握った手を離さずに言った。

「……お礼を言っておくわ」

　飛鳥はするりと手を離すと歩き去る。

「立たち花ばな……」

「……また学校で」

　飛鳥は一回だけ振りかえり立ち去った。

　そんな飛鳥の後姿を、福原は静かに見つめた。激しいまでのフロアの喧けん騒そうが遠く聞こえた。

　鳴き声のようなか細いうめき声に振り向く。見ると、トレードマシーンに凭もたれかかるようにして来くる栖すが泣いていた。

　数字に翻ほん弄ろうされたプレイヤーの断だん末まつ魔まだった。
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「飛鳥の目的は復ふく讐しゆうなのよ」

　福原の横で舞まいがソファーにちょこんと座っている。

「株価の変へん動どうはこのゲームを管かん轄かつしているミリオンランカーのプレイヤーが原因」

「あの男か」

　飛鳥が敵意を剝むきだしにしていた男。

「社会的にも成功を収めているのよ。表に顔は出さないけど、企業買ばい収しゆうなどを繰り返し莫ばく大だいな資産を持っている」

「あのクラスだと、社会的にも全すべてを手に入れているのか」

「囚しゆう人じんゲームも、プレイヤーというより管理サイドね。この場所の設備に資金提供したり、システム管理も担になっている。例えば、マネーゲーム化して混乱すると莫大な資金を投入して株価を操そう作さし平へい穏おんを取り戻すの。そのミリオンランカーが出てくると思って飛鳥はここに来たのよ」

　周囲のプレイヤーが奴やつを知っている様子はなかった。全くノーマークなのだ。だからこそ、バベルの株価操作もやれるのだ。しかし、飛鳥だけは異常なまでに鋭するどい視線を向けていた。

「きっと怒いかりを風ふう化かさせないように。自分の目的と欲求を再確認しているのよ。同時にお金を増やす。対決するには、やっぱりお金が必要だからね」

「なんのために……」

「だから、その先はあなたから聞きなさいよ」

　飛鳥あすかにどんな過去があるのかはわからない。しかし、その過去が飛鳥を突き動かしていることは確かだった。

　お礼を言っていたのは、福ふく原はらがバベルをマネーゲーム化させ、ミリオンランカーを表に引っぱり出した結果についてなのだろう。

「あと、福原のことも気にしてたのかもよ。プリズナーに陥かん落らくするのを助けに来てくれたのかもしれない。クラスメイトだしね」

「あんな歪ゆがんだ性格のマネキン女に、そんな感情あるわけないだろ」

　そんな福原の言動に、舞まいはくすっと笑った。

「彼女、福原が欠席していること気にしている様子だったもの。もともと無口なうえ、気のない素そ振ぶりをしながら婉えん曲きよくに私に聞いてくるもんだから面めん倒どうだったなあ。だからお礼を言っておいた方がいいわよ。こうなることを見越していたのよ、きっと」

「結果的に助かっただけだけどな。礼ぐらい言ってやってもいい、と言っていたと伝えておいてくれ」

「お互い面倒ね」

　舞は首をすくめた。

　福原はじっとバベルを見つめた。安定したバベル世界。フロアは先ほどのパニックが噓うそのように静まり返り閑かん散さんとしていた。

「俺おれは何をやっていたんだろう」

　福原はつぶやいた。ただバベルをいたずらに混乱させた。そしてバベル世界のプリズナーの運命を弄もてあそんだ。終わってみれば、何も生みだしていない。

「そのとおりよ。マネーゲームの末すえ、沢たく山さんのプレイヤーが破は滅めつし、プリズナーに陥落した。生みだしたのはそんな混こん沌とんだけ」

　来くる栖すも自身を担たん保ぽにした借金を返せずにプリズナーとして確保された。バトルガールだけではなく、プレイヤーの運命も大きく変化したのだ。

「何故なぜ、あの世界がバベルって言うのかわかる？」

　福原は首を振った。

「金を積み上げる人間、そんな傲ごう慢まんなプレイヤーは神から天てん罰ばつを与えられる。欲望はバベルの塔とうのように際さい限げんなく積みあがっていく。しかし、あまりにも高く積み上げられた塔は神の怒いかりをかい崩くずされてしまう。そんなシニカルな意味をこめているのよ」

　プレイヤーたちの欲望のバベルの塔は、神の手によって倒とう壊かいさせられたのだ。

「それでも、また塔は築かれるでしょうけどね。何度でも復活する。バベルは人間の欲望の象しよう徴ちようだもの」

　欲望とは人間の生を表現しているのでは、と思った。金銭的な欲望だけではなく、怒りなどの生きる指し針しん。

「あなたはこれからどうする？」

　舞まいがこちらを見つめている。

「借金も返せたし、普通の生活に戻る？」

　ぎりぎりのタイミングで魔法関連なども多少購入できており、その利益で福ふく原はらはプリズナー落ちを免まぬかれた。

　福原は沈黙したままバベルを見つめた。これらの異い様ような出来事で得たものは、自分自身の真実だけだった。冷たい宇宙空間の座ざ標ひように漂っている自分の姿。

　それを直視しようと思った。

「続行するよ」

　やるべきことがあった。それこそが自分の真実だった。

　福原はバベルを見つめながら決意していた。今度は自分が助けなければならない。ノイズの多い日常生活では気づかなかったが、自分がどれほど姉を愛していたのかが、はっきりとわかった。

　胸の中に心地よくも痛みを伴ともなう炎ほのおの熱を感じた。燃え上がる炎は自分自身の決意だった。

「パルスも消しよう滅めつせずに成長方向にあるようだしね。ちょっと危なかったけど」

「見てたのか？」

「ええ。あなたのパルス解放時の特徴が少し見えたわね」

「特徴なんてあるのか」

「セカンド・サイトって言葉を知ってる？　千せん里り眼がんや予知能力という意味。あなたの能力解放に目に見たものは、情報分ぶん析せき、演えん算ざん能力でのデータ処理が行われる。その出力結果をもとに動くわけだから、周囲よりも緻ち密みつで正確な素早い行動がとれる。まるで予知能力があるかのようにね。あなたの能力はその方面に秀ひいでているのかも」

「セカンド・サイトか」

「高次元の能力はそんな通つう称しようがつけられたりするのよ」

　福原は思いだした。あの時福原の目に映ったのは、ノイズをろ過したような情報データだった。つまり、真実だけが見えていた。

「あまり言いたくないけど、この段階ですごい能力解放だった。隣のシルバーランクが電卓だったら、あなたはスーパーコンピューター並み」

「つまり、シルバー以上の能力を持っている？」

「違うわ。突とつ出しゆつした能力があるだけ。優秀なプレイヤーは、バランスがいいのよ、能力解放の瞬しゆん発ぱつ力りよくに高レベルの制せい御ぎよ力りよくなど。でも、あなたはバランスが悪すぎる。そんなプレイヤーは、暴発しやすいリスクがあるの。高すぎる能力は危険よ。だから、パルスのコントロールをこれから磨みがくことね」

「飛鳥あすかも俺おれと同じ能力を？」

「人それぞれなのよ。成長するに従い、得とく意いな分野がはっきりと見えてくる。飛鳥あすかは情報処理はきっと苦にが手てな部類。それでも、福ふく原はら程度はこなすんじゃないかしら。彼女は天才だもの」

「ゲーム続行は、パルスとセットということか」

　あの感覚。確かに今後ゲームを続行する場合、あの能力補ほ正せいなしには無む理りだろう。

「それでも、普通の日常生活は重要だけどね。ゲームだけをやると欲望の炎ほのおが大きくなりすぎて自身を焼かれてしまう。戻るべき場所がないと、パルスはコントロールできないもの」

　何故なぜ自分は感かん染せんしたのだろうと思った。金でもなく怒いかりでもなく、自分は何故パルスに感染したのか。

「じゃあ行く？　学校の出席日数までは私たちもフォローはしたくないからね」

　舞まいは立ちあがり、福原のトランクを差しだした。自身の借金を返して、少しだけ資金に浮きがあった。

「この金で、株を買ってくれないか？」

「……まだ続ける気？」

　舞がうんざりとした表情になった。

「ゲルニカの株を買いたい」

「呼び寄せるの？　姿を現したとたんにゲームオーバーの確率が高いわ。それでもいいなら……」

「ただ買うだけだよ」

「買かい支ささえて、評価を少しでも上げておく？　別にいいけどね」

　舞は面めん倒どうそうにトレードマシーンを操そう作さし始めた。

「あなたのそんなところ、甘あまいと思うわよ。冷静に考えれば、少々評価を上げたところで意味はない。だったら、今後のゲームの資金に回したほうがクールだもの。目的を達成するにはね」

「そうじゃないよ」

　福原はバベルを見た。科学から魔法へとスタンダードが移り、今後、再び科学が顔を出すにはかなり時間がかかるだろう。たぶんその頃ころには……。

　数字でもいいから繫つながっていたいと思った。冷たいデジタルの紐ひもでも関係がほしかった。声を交わす代わりに、数値を変動させるだけでもよかった。

　この数値は感情だ。振動する感情を姉に伝えたかった。

　福原は熱を感じる心臓を押さえながら思った。パルスとは死の象しよう徴ちようなのでは？　感染したのではなく、ずっとそばにいたのだ。ただ見えるようになったのだ。死の存在を確認できるようになった。冷たい宇宙を直視できるようになったのだ。

　だからこそ、生の象徴である人間の欲望が増ぞう殖しよくする。死の恐怖から目を逸そらすために。

　これからは全すべての真実から目を逸らすことはやめようと思った。真実を直視し、恐怖をもコントロールして見せる。そして……。

「行きましょ」

　操そう作さの終わった舞まいが言った。

　福ふく原はらはうなずき、フロアの出口へと向かった。外に出る寸すん前ぜんに一回だけ振りかえった。

　プリズナーを抱えるバベル世界が見え、扉とびらが閉まった。
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「……あまりに急なスピード離り婚こんとなりましたね。理由は夫婦の収入格差だとか事務所の問題だとか言われていますけど、私は単純に夫婦のすれ違いだと思うんですよね。お互い見つめ合って言葉を交わすような、そんな時間がふたりには必要だったと思うんです。と、いうことでお昼休みの芸能ニュースでした。ただいまカフェ・オクトパスのランチセット割引券を配っています。外でお昼食べる人は取りに来てくださいね。また、放送部では常時スポンサーを募集しております。以上パーソナリティー、リッチーでした」

　目に見える風景は違って見えた。旅先の景色のように、様々な細こまかいデータが目に飛び込んでくるようなそんな感覚。こんなに色いろ鮮あざやかな教室だったとは、学校生活においてずっと気づかなかった。

　福ふく原はらが教室から出ようとすると、ちょうど昼食から戻ってきたらしい立たち花ばな飛鳥あすかと入り口でバッティングした。

　福原は先ほど登校してきたばかりで、学校の飛鳥の顔を見るのは、あのバベル以来だった。

　セーラー服姿の飛鳥は、ちらりとこちらを見ただけで教室の中に入っていく。相変わらずの無表情さだったが、バベルで見た彼女よりも表情は穏おだやかなように思えた。

「なあ」

　福原は遠えん慮りよがちに飛鳥を呼びとめた。

「……何かしら」

　飛鳥は迷めい惑わくそうに振り向いた。

「一応フェアじゃないから言っとく」

　福原は飛鳥の態度にイライラしつつも、目を逸そらしながらも続けた。

「おまえの行動はどうであれ、俺おれとしては結果的にゲームに成功したわけだ。それで、なんとか破は滅めつせずにすんで、ここに戻ってくることができて……」

「…………」

　飛鳥が直立しながらこちらを見ている。そんなやり取りを、昼休みの教室の生徒たちが奇き異いの視線を向けていた。

「なんだかんだで、おまえは俺に、お礼を言っておくわ、なんて言ってたし……無ぶ愛あい想そうでお礼じゃないと思うけどな。だけど、俺の側も、なんて言うか、姉のこともおまえを通じて知ったわけで、確認もできたし、えっと、借りっていうか、そこまででもないと思うけど、一ポイントぐらいの……」

「あなたは何を言ってるの？」

「……なんでもない」

　福ふく原はらはむっとして飛鳥あすかを睨にらんだ。

「よくわからないけど、悪かったわね」

　飛鳥は眉まゆ根ねを寄せて睨み返した。

　そんなやり取りを見ていた学級委員長の男子生徒が近寄ってきた。

「どうした、こんなのと会話して」

　男子生徒がにやりと飛鳥を見た。飛鳥はそれを無視して自分の席へと戻っていく。

「あんなくだらない奴やつ、無視した方がいいぞ」

「それはおまえだよ」

　福原は目の前でにやつく男子生徒を突き飛ばして、ため息を吐ついた。男子生徒は派は手でに机を倒して転ころんでいる。

　福原に集まる教室の生徒の視線と感情。そんな教室の中で、福原は妙に安あん堵どしていた。生徒たちの感情は、あのゲームでの濁にごって淀よどんだ感情の渦うずよりもよっぽど正直で真っ直ぐだった。

　例え表面上マイナスの言葉や視線があったとしても、この場所はゆったりと安らげるような、そんな感覚だった。ゲームで張りつめていた精神状態が緩ゆるんだような気がした。

　福原は怒ど号ごうを無視して、屋上へと向かった。

　廊下の風景も懐なつかしく穏おだやかに目に映った。学校に来て、ゲームの炎ほのおに焦こがされていた自分を知った。ゲーム中は自分が焼かれていることがわからないのだ。それほどに、ゲームの炎はゆっくりとプレイヤーを焦がしていく。

　途中屋上への階段の踊おどり場ばで、速はや水みが手すりに寄りかかりながらコーヒーを飲んでいるのが見えた。

　福原が屋上への出入り口を指差すと、速水は首を振った。

「先客がいて無む理りだった」

「停てい学がく、短くてよかったな」

　福原はにやりと笑った。

「形だけのもんだからな。教師だって賭かけに参加しているのがいやがるんだ。それを黙っている代わりに、形だけペナルティーを受けたんだよ──ほらよ」

「なるほどね」

　福原は缶コーヒーを受け取りながらうなずいた。

「それで、今日はどうなるんだ？」

「スケジュールどおり」

「解体されないのか？」

「なくならないさ。例えなくなったとしても、また作られる。俺おれらの意思とは別に、そんなシステムは自然にできあがる」

　速水は小さく笑った。

「やはり予定どおりブルーアイも参加することになった。久々にでかいゲームになる」

「そうか」

「どうした？　ばれてやる気なくなったか？」

　速はや水みが顔をしかめている。

「ちょと、冷さめたな」

　福ふく原はらはため息を吐ついた。

「やめるか？　まあ、今回はしょうがねえか」

「……いや、やるよ」

「今回は回かい避ひしてもいいぜ。嫌いや々いやじゃあ勝負に勝てない」

　速水は気を遣つかっているようだ。そんな速水の背中を、福原はバシッと叩たたいた。

「ブルーアイを陥かん落らくさせるんだろ。あの女に勝つのは俺おれしかできないだろう」

　福原は言った。

「ははっ、そうだな」

「必ずランキングナンバーワンを手に入れる」

「勝てばランキングが相当に上がる。金も入るし、二学期が始まった時点でランキング一位だと、マスコットガールからのキスがもらえるって話だ」

「なんだそりゃ」

「有名な美少女だよ。ニックネームが何だっけ？　ニコールなんとかに似てるから……」

「ニコール・キッドマンに似てる美女なんていたっけ？」

「ニコール・リッチーだよ。放送部のリッチーだ。ゲーム好きでノリがいいからな、あの子」

「なんだリッチーのほうか。俺のニコールランキングじゃ世界二位だな」

「リッチーは、ブルーアイがランキング一位を維い持じすると思ってやがるんだな」

　速水は一気にコーヒーを飲んで、空き缶を放り投げた。

「なあ速水」

「ん？」

「俺をかばってくれたんだってな。おかげで速水だけ停学になったらしいな」

「まあな」

「悪かったな」

「いいさ、俺にとっておまえは……」

「金づるだからな」

「そうだ。大事な金づるだよ」

　速水は苦にが笑わらいをしながら言った。

「じゃあ金かね稼かせぎに行くか。俺は予選からあるんだろ」

「ああ、Ｂ棟とうの用具倉庫が会場だ。一番乗りは勝てるジンクスがあるからもう向かったほうがいい」

「よし、行こうか」

「……なあ」

　階段を降りかけた福ふく原はらを速はや水みが呼びとめた。

「やっぱりジンクスに頼るのはよくねえな。屋上で時間潰つぶしてこいよ。そのほうがいい」

　速水は意味ありげに屋上を指差した。

「屋上で？」

「会場で待ってるぞ。開始時間ぎりぎりでいい」

　速水はそう言い、階段をひとり降りていった。

　福原は顔をしかめ、しばらく踊おどり場ばに立っていたが、しかたなく階段を上り屋上へと出た。

　扉とびらを開けると、青い風が体を包み込んだ。

　目を細めながら屋上を見渡しはっとした。フェンス付近でボーっと座っている生徒がいた。

　福原は一瞬迷いつつも、フェンスへと近づいた。

　フェンス脇わきのベンチに座る女子生徒の脇には、教室の窓まど際ぎわに置いてあったはずの植物の鉢はちが並んでいた。日当たりのいいこの場所に移したようだった。

　そんな女子生徒は福原の気配に気づいて振り向き、すぐに慌あわてたように視線を逸そらした。

　福原は気にせずフェンスの前に立ち校庭を見下ろした。校庭では五時間目の体育の授業が始まっており、生徒たちが陸上競技を行っていた。

　ベンチに座っていた由ゆ紀きが立ちあがり、福原の隣に来た。金網をつかんでもじもじとしている。横顔を見ると、激しく瞬まばたきを繰り返していた。

　福原は声を絞しぼりだした。

「なあ……」

「植物さあ、半分枯かれたけど残りは救助したからさ」

　由紀は不自然な口調で言った。

「…………」

　ふたりは沈黙した。風の音と校庭からの声だけが聞こえた。隣にいる由紀を遠くに感じる。

「ねえ、あの総合チェス、私の勝ちでいいよね。だって、福原がチェス盤ばんを倒したんだもん」

　由紀が言った。

「そうだな。俺おれの負けでいいよ」

　崩くずれたチェス盤は元には戻らないのだ。

「じゃあ、私の言うこと聞いてもらう。福原に責任を取ってもらおうと思う」

「俺の責任？」

「クラスのぎこちなくなった雰ふん囲い気きとかさあ」

「あれは俺だけのせいじゃない。あれが本当の姿だったんだよ。元に戻すことなんてできない」

「ねえ、私は未来から来たって言ったの覚えてる？　その能力を利用して時間を戻そうと思うの。せめてこの場所だけでもね。でも、それには条件があるの」

「時間を戻す条件？」

「うん。ちゃんと素直に言葉に出すこと。それが時間を戻す条件」

　由ゆ紀きは横目でこちらを見た。

「……ごめん、あの時は俺おれが悪かった」

　福ふく原はらは素直に言った。

「いいよ、やっぱり私に謝あやまるなんて君らしくない」

　由紀は首を振った。

「おまえなあ……」

「私が悪かったんだよ」

「由紀が？」

「そう。気づいたの。大事なのは見つめ合うことじゃなくて、同じ方向を見ることだって。だから私が間違ってた。ごめんね」

　由紀ははにかんだように言った。

「なあ由紀」

「ん？」

「ちょっと今のセリフは生なま意い気きだったな」

「そうだね」

　由紀は、ふふっと笑った。

　時間が戻りきってなかったのか、由紀は少しだけ変わってしまったように感じた。

「ねえ、福原」

「どうした？」

「もう一度あのチェスやろうか。別のゲームでもいいよ」

「でもなあ……」

「楽しかったよ、あのゲーム。きっと相手が福原だったからかなあ」

　由紀は空に視線を向けている。

　福原も真っ青に眩まぶしい空を見つめた。湿しめった風がとても気持ちよかった。

　ゲームが続行されても、ここが自分にとって帰ってくる場所だと思った。そして、姉を助けても、今度こそは帰ってくる場所を作っておこうと、そう思った。

　──ゲームは続く。










　あとがき




　昔のことになるのだが、自転車で大阪まで行ったことがあった。理由は忘れた。

　夏だった。東京だけではなく日本中が深しん刻こくな水不足となった夏休み。関東地方も、およそ三週間ほど雨が降らなかった。

　公園の噴ふん水すいは水を抜かれ、公営プールは営業停止、いたるところに節水というプレートが貼はられ、テレビの向こう側のダムはからからに干ひ上あがっていた。

　そんな中、自分は東京調ちよう布ふ市から大阪に向けて自転車で出発したのだった。

　三時間後、八王子で三週間ぶりの雨が降った。その日の夜野の宿じゆくをした山やま梨なしでも雨が降った。翌日たどり着いた清し水みず市でも大雨が降った。

　大阪に着くまで約一週間かかったのだが、すべての日に雨が降った。自転車で通り過ぎた街まちの人々が、久々の雨に笑顔を浮かべていたのをはっきりと覚えている。

　一昨年も去年も友達と海に行った。

　一昨年は千葉方面、去年は湘しよう南なん海岸だった。楽しかったのだが、どっちも雨の中はしゃいでいた記憶が頭に焼き付いている。海にはいるのをあきらめ、巨大な砂の城を造ったことも覚えている。暇ひまをもてあましていたライフセイバーも途中から城造りに参加していた。

　高たか尾お山さんに夏だけ営業するビアガーデンがある。

　友達と飲みに行き酔よった勢いで、携帯電話の明かりだけで夜の高尾山を登れるか試してみたら面白いんじゃね、とか馬ば鹿かな話になって盛り上がった。

　その日の昼は雲ひとつない天気だったのだが、高尾山山さん頂ちように着いた深夜、大雨が降りだした。翌日の朝、ずぶ濡ぬれ泥どろだらけの命からがら相模さがみ湖この駅にたどり着き、駅でビールを飲みながら無事を祝った。




　最近になって思ったことがある。

　どうも、自分は天気をコントロールすることができるのでは、と。

　過去の経験を振り返り、データの抽ちゆう出しゆつと分析をした。

　結果、どうも自分が野外ではしゃぐ時、はしゃいでいるその場所で雨が降る。という結論に至ったのだ。




　この本の公式発売日が一一月十日のようだ。

　二〇〇七年一一月十日に初版が店頭に並ぶはず。




　と、いうことで、何が言いたかったのかというと、その自分の特殊能力を公開してみようと考えたのだ。

　発売日の一週間後の一七日、野外ではしゃいじゃおうと思う。

　たぶん東京府ふ中ちゆう市周辺は土砂どしや降りとなるはずだ。

　雨が降ったら、来年の夏は水不足の街まちを旅してまわろうかなあと思う。




　万が一にも雨が降らなかったら、この本の印いん税ぜいすべてを競馬につっ込んで倍にしてからどっかに寄付しちゃいます。





土橋真二郎









[image: ]







土ど橋ばし真しん二じ郎ろう

２月７日生まれの水瓶座のＢ型。趣味はキャンプとロッククライミング。花屋の店員をしながら書いた『扉の外』で第13回電撃小説大賞[image: ＜]金賞[image: ＞]を受賞し、デビュー。念願の作家になっても、なぜか生活が楽にならない府中市民。
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イラスト／白しろ身み魚ざかな

Ｂ型の血液を持ち、ミックスジュースと吉本ばななが好きなイラストレーター。『扉の外』で文庫のイラストレーターデビュー。夢が実現されて、ただいまてんてこ舞い中。
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ツァラトゥストラへの階かい段だん








土ど橋ばし真しん二じ郎ろう
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